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　大妻女子大学は､ 学び働き続ける自立自存の女性を育成することを使命としています。その実現に向け以下の
能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し､ 学士の学位を授与します。

１．社会の全体像を理解できる深く幅広い知識と教養を修得し、変化する21世紀の社会環境に対して、新たな課
題を見いだし主体性、創造性を持って問題を解決していく能力

２．他者との支え合いの中で作られていく個々人の自己決定力を身につけ、社会の構成員としての自覚を持って、
修得した知識と技術を積極的に活用していく能力

３．グローバル化した社会において、コミュニケーション力を駆使し、自己の未来を切り開いていく能力
４．講義、演習、卒業論文等の作成を通して学部、学科、専攻の専門的知識 ･技術を修得し、社会集団において

中核的 ･指導的な役割を果たしていく能力

　本学は教育基本法に基づき、学校教育法の定めるところに従い、広く知識を授けると共に深く専門の学芸を教
授研究して、応用的能力の展開と人格の完成に努め、高い知性と豊かな情操を有する女性の育成を目的とする。

大妻女子大学　卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

大妻女子大学　目的

　大妻女子大学は､ 卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために､ 次のよ
うな教育を行います。

１．総合的な人間教育として､ 深く幅広い知識と教養を修得するために､ 全学共通科目を設置する
２．専門職業人として社会で中核的役割を果たすに足る専門的な知識､ 技術を修得するために､ 専門教育科目を

設置する
３．主体的､ 創造的な問題解決能力の育成及び他者との支え合いの中で作られていく個々人の自己決定力の確立

促進のために､ 少人数及び個別で､ 双方向性の指導を行う
４．コミュニケーション力強化と国際感覚育成のために､ 多様な語学教育などを行う

大妻女子大学　教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

本学の教育目標
・‌�総合的な人間教育により社会の構成員としての自覚と識見を有する自立した人材を育成する。
・‌�男女共同参画社会において、グローバルな視野を持ち中核的な指導的役割を果たすことができる専門的職業人
女性を育成する。
・‌�女子高等教育において、教育分野及び研究分野の女性後継者を育成する。
・‌�地域・社会との連携において、指導的役割を果たせる女性を育成する。
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福祉学科 大共福 １７３０
共生デザイン学科 大共デ １７４０

学科略称について

学内システムについて
大妻女子大学ポータルサイト「UNIVERSAL PASSPORT」（通称：U

ユ ニ パ
NIPA）

　UNIPAでは、履修登録のほかに、大学からのお知らせ・休講・教室変更情報の確認や、出欠状況・成績照会、
追・再試験エントリーなどを行うことができます。
　詳しい操作方法については、UNIPA トップページの学内リンク集に掲載している「UNIVERSAL PASSPORT 
操作説明書」を参照してください。なお、UNIPA はパソコンでの閲覧・操作のほか、スマートフォンにも対応
していますが、動作の保証ができないため、パソコンでの閲覧・操作を推奨します。なお、掲示や時間割表等は
スマートフォンのアプリからも確認できます。

「UNIPA」URL： https://unipa.otsuma.ac.jp

4



5

授業支援システム「m
マ ナ バ
anaba」

　manaba では、インターネットを通じて、履修登録をしている授業ごとに、授業担当教員からの連絡受信、事前・
事後のレジュメ確認、小テスト受験、レポート提出、グループワーク、ディスカッション等を簡単な操作で行う
ことができます。
　利用については各授業担当教員の指示に従ってください。利用方法の詳細については、manaba ログイン後
のトップページ下部「マニュアル」から各自マニュアルをダウンロードして確認してください。

「manaba」URL： https://otsuma.manaba.jp/

「r
レ ス ポ ン
espon」
　respon はスマートフォンのアプリを利用して、授業中にアンケートを行い、リアルタイムで集計・共有がで
きる機能です。利用については各授業担当教員の指示に従ってください。利用方法についてはアプリ内の「使い
方」を確認してください。

「respon」URL： https://respon.jp/#download
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部・学科で定められている履修のルールと、卒業に必要な要件を掲載し
ています。履修登録の際には、卒業要件の再確認が必要となります。
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学習について

大学で学ぶためには

1　授業科目について

　本学では、それぞれの学部・学科の教育理念に基づいて、学生が専門分野の知識や幅広い教養を卒業するまで
に効果的に身につけることができるように、様々な授業科目（教育課程＝カリキュラム）を開講しています。こ
の教育課程については、「2教育課程について」を参照してください。

本学の授業科目は、次の区分に分かれています。
（１）全学共通科目
　全学共通科目は女子教育の伝統を基にした総合的な人間教育を主目的として全学的な共通理念のもとに設
定され、基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の４つの科目系列からなっています。
　社会環境の変化に対応するために必要なさまざまな分野の基礎教養を身につけ、総合的な判断力を養い、
総合的な人間形成を図るために設けられた科目です。
　①基礎科目：大学生として必要な基礎的な能力、素養の育成を図る科目系列です。
　②教養科目：現代人として必要な総合的な知力を養う科目系列で全学共通科目の中核となっています。
　③外国語科目：グローバル化する社会で必要なコミュニケーション能力を習得する科目系列です。
　④地域文化・国際理解科目：学外及び海外において課外活動・語学研修など各自が自分にあったプログラム

を受講・体験する科目系列です。
（２）専門教育科目
　専門教育科目は、それぞれの学部・学科の教育理念を達成するために設けられた科目です。
（３）諸課程科目
　①図書館学課程科目
　　図書館司書の資格を取得するための科目です。
　②博物館学芸員課程科目
　　博物館学芸員の資格を取得するための科目です。
　

1

科目区分について
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　（１）必修科目
　教育目的を達成するために必ず単位を修得しなければならない科目です。
　（２）選択必修科目
　指定された科目群の中から科目を選択し、決められた科目数及び単位数を修得しなければならない科目です。
　（３）選択科目
　自由に選択し単位を修得することができる科目です。

授業科目は５つの形態に分類されます。
講　　義 教員が学生に対して、学問研究の内容を説明することにより知識を授ける授業形態です。
演　　習 教員の講義と共に、学生も討議・研究発表等を行いつつ指導を受ける授業形態です。
実　　験 理論や推論が正しいか一定の条件で試してみる授業形態です。
実　　習 学んだ知識をもとに実際の場で学習する授業形態です。
実　　技 学んだ知識をもとに実地の技術や実技を行う授業形態です。

授業期間は15週にわたる期間を単位として行います。本学で前期・後期の区分がこれにあたります。
　（１）半期科目
　前期または後期の半期間（15週）を通して行う授業科目です。
　※�「2教育課程について」のカリキュラム表における［半期②］は２時限続きの授業科目であることを表し

ます。
　（２）通年科目
　前期及び後期の１年間（30週）を通して行う授業科目です。
　（３）集中科目
　授業期間にかかわらずある一定の期間に集中して行う授業科目です。

　この授業はどんなことをし、教科書はどんなものが必要なのか、成績評価はどのように行われるのかといっ
た、授業内容に関する具体的情報については、UNIPAから「シラバス（授業内容）」を確認してください。

科目分類について

授業形態について

授業期間について

授業内容について

　教育上、効果があると認めた一部の科目については、オンライン授業（オンデマンド型）を導入しています。
オンライン授業（オンデマンド型）は定められた期間の中で各自がPC等で受講します。対象科目は時間割、シ
ラバス等で確認できます。
※�文部科学省の法令により、オンライン授業で修得した単位のうち卒業要件に算入できる単位数の上限が大学は
60単位、短大は30単位までと定められています。履修科目の選択の際は注意してください。

オンライン授業（オンデマンド型）について
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2　単位制度と学修時間

　単位とは、科目を修得するために必要な学修量を示すものです。本学では、１単位の授業科目は45時間の学
修を必要とすることを原則としています。学修時間には、授業時間だけではなく、予習・復習等教室外の自修学
修も含まれます。

（１�）おおむね15時間から45時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって１単位とします。
　　　なお、15時間の授業の場合は30時間の自修学修、30時間の授業の場合15時間の自修学修が必要です。
（２�）卒業論文、卒業研究、卒業制作等については、学修の成果を評価するものとし、所定の単位を与えます。
　※�各科目で十分な学修成果をあげ、単位を修得するためには、単位数と学修時間の関係を理解することが 

大切です。授業を受けるということは、自主的な予習・復習が前提となっていることを覚えておいてくだ
さい。

単位とは

単位の計算方法

学修時間 時間数合計
授　　　業 2（時間）×15（週） 30
自　　　修 4（時間）×15（週） 60

計 90

時間数の計算方法

学修時間 時間数合計
授　　　業 2（時間）×15（週） 30
自　　　修 1（時間）×15（週） 15

計 45

時間数の計算方法

　本学では、各時限90分の授業が行われますが、単位数を計算する上では、90分の授業時間を２時間相当の学
修時間とみなします。これに基づき授業科目の単位数については、授業形態、授業の教育効果や授業時間外の予
習・復習などの自修学修を考慮して、以下のように定めています。

（１）講義・演習科目…15～30時間の授業をもって１単位とする。

　（例１）「○○学」という科目で半期開講２単位の場合（15時間の授業をもって１単位とする講義科目）
　　　週１回の授業（２時間）が半期間（15週）続き、この授業のために毎週４時間の自修学修が必要になり

ます。これらの授業、自修の時間を合計すると下表のとおりで90時間となります。45時間の学修時間を
もって１単位とするため、90時間は２単位となります。

　（例２）「○○演習」という科目で半期開講１単位の場合（30時間の授業をもって１単位とする演習科目）
　　　週１回の授業（２時間）が半期間（15週）続き、この授業のために毎週１時間の自修学修が必要になり

ます。これらの授業、自修の時間を合計すると半期間で45時間となります。45時間の学修時間をもって１
単位となります。

単位と学修時間
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学修時間 時間数合計
授　　　業 4（時間）×15（週） 60
自　　　修 2（時間）×15（週） 30

計 90

時間数の計算方法

（２）実験・実習・実技科目…30～45時間の授業をもって１単位とする。
　
　（例１）「○○学実習」という科目で半期開講２単位の場合（30時間の授業をもって１単位とする実習科目）
　　　週１回の授業（４時間）が半期間（15週）続き、この授業のために毎週２時間の自修学修が必要になり

ます。これらの授業、自修の時間を合計すると半期間で90時間となります。45時間の学修時間をもって１
単位とするため、90時間は２単位となります。

学修時間 時間数合計
授　　　業 4（時間）×15（週） 60

計 60

時間数の計算方法

　（例２）「○○学実験」という科目で半期開講１単位の場合（45時間の授業をもって１単位とする実験科目）
　　　週１回の授業（４時間）が半期間（15週）続き、授業時間は60時間となりますが、この中には実験の準

備や片付けの時間も含まれることから、実学修時間である45時間をもって１単位としています。

学修時間 時間数合計
授　　　業 2（時間）×15（週） 30
自　　　修 1（時間）×15（週） 15

計 45

時間数の計算方法

　（例３）「〇〇実技」という科目で半期開講１単位の場合（30時間の授業をもって１単位とする実技科目）
　　　週１回の授業（２時間）が半期間（15週）続き、この授業のために毎週１時間の自修学修が必要となりま

す。これらの授業、自修の時間を合計すると半期間で45時間となります。45時間の学修時間をもって１単
位となります。

学修時間 時間数合計
授　　　業 〔１（時間）＋３（時間）〕×15（週） 60
自　　　修 ２（時間）×15（週） 30

計 90

時間数の計算方法

（３）講義及び実験・実習科目…�15時間の授業をもって１単位とする講義科目と45時間の授業をもって１単位とす
る実験・実習科目又は、15時間の授業をもって１単位とする演習科目との組合せ。

　
　（例１）「○○学及び実習」という科目で半期開講２単位の場合
　　　週１回の授業（４時間）が半期間（15週）続き、この科目は授業４時間のうち１時間が講義、３時間が実
習ということになるため、毎週２時間の自修学修が必要となります。これらの授業、自修の時間を合計する
と半期間で90時間となります。45時間の学修時間をもって１単位とするため、90時間は２単位となります。

学修時間 時間数合計
授　　　業 〔0.5（時間）＋1.5（時間）〕×15（週） 30
自　　　修 ４（時間）×15（週） 60

計 90

時間数の計算方法

　（例２）「○○学及び演習」という科目で半期開講２単位の場合
　　　週１回の授業（２時間）が半期間（15週）続き、この科目は授業２時間のうち0.5時間が講義、1.5時間が
演習ということになるため、毎週４時間の自修学修が必要となります。これらの授業、自修の時間を合計す
ると年間で90時間となります。45時間の学修時間をもって１単位とするため、90時間は２単位となります。
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3　卒業するために必要な要件

　本学を卒業するためには、修業年限（４年以上在学すること）を満たし、各学科で定められている授業科目及
び卒業必要単位数を次のとおり修得しなければなりません。

Question & Answerこんな
ときは？

卒業するためにはどうしたらいいですか？

卒業するためには、修業年限を満たし、学部・学科ごとに定められた履修方法に従い、所定の
単位以上を修得することが必要です。

卒業に必要な単位を超えて修得した単位はどうなりますか？

修得した単位は、すべて成績として記録されます。

Q1
A1

Q2
A2

　修業年限とは、教育課程を修了して卒業するために必要な年数で、休学期間を除いて４年間の在学年数が必要
です。在学年限とは、本学に在学できる最長年数のことで、休学期間を除き、８年が限度です。

人間共生学部　

卒業必要単位数

修業年限と在学年限

学　　科
区　　分 社会学科 心理学科 福祉学科 共生デザイン学科

全
学
共
通
科
目

基
礎
科
目

Ⅰ 女性とキャンパスライフ 3
2
2

3
2
2

3
2
2

4
2
2

Ⅱ リ テ ラ シ ー
Ⅲ キ ャ リ ア

教
養
科
目

Ⅰ 人 間 と 文 化 2 2
Ⅱ 社 会 と 生 活 　　 10 2 　　 　　8�
Ⅲ 自 然 と 科 学 　  9 　　 2�　 15 　  

4
　�  6 �  8

Ⅳ ス ポ ー ツ 2 1
外 国 語 6 6 6 6
地 域 文 化・国 際 理 解

小　　　計 32 36 26 30
学
部
共
通
科
目

必 修 6 6 6 6
選 択 6 8 6 6

小　　　計 12 14 12 12

専
門
教
育
科
目

必 修 30 38 26 30
選 択 必 修 （4） ー （4） （6）
選 択 52 ※ 38 62 ※ 54 ※

小　　　計 82 76 88 84
合　　　計 126 126 126 126

※選択必修を含む。
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4　卒業の認定

　卒業要件を満たした学生には、教授会における審議を経て、卒業を認定します。卒業の認定を受けた学生に
は、学士の学位が授与されます。

Question & Answerこんな
ときは？

卒業できるかどうかは、いつ頃どうやってわかりますか？

卒業は３月初旬の教授会における審議を経て、認定します。卒業が認定された学生は「卒業生氏
名発表日」に大妻Webメールにて発表します。
卒業延期となった学生には、３月中旬頃に保証人宛に通知します。詳細は「卒業延期と前期末卒業」
を参照してください。

卒業証書授与日や卒業証書・学位記授与式に出席しなくてもいいですか？

卒業証書授与日や卒業証書・学位記授与式は必ず出席してください。やむを得ず出席できない場
合は、卒業証書の受渡方法を教育支援・学事グループに相談してください。

Q1
A1

Q2
A2

6　早期卒業について

　本学に３年以上在学し、卒業に必要な単位を優秀な成績をもって修得したと認められる者については、早期に
卒業を認めることがあります。

5　卒業延期と前期末卒業

　前年度卒業延期となり修学を継続した学生が、当年度の前期で卒業要件を満たした場合、９月14日付の卒業
が認められます。

Question & Answerこんな
ときは？

卒業できなかったらどうなりますか？

次年度にもう一度卒業学年の学科指定クラスに入ります。次年度前期で卒業要件を満たすことが
できれば、９月 14日付の卒業が認められます。

Q1
A1

卒業延期

前期末卒業

　４年次末までに卒業するために必要な単位数を満たしていない、もしくは、休学等によって在学年数が修業年
限の４年を満たしていない場合、卒業が延期になります。

１　卒業延期となった学生には、３月中旬頃に保証人宛に通知します。
２　卒業延期の通知が届いたら、すみやかに今後の修学継続について保証人及びクラス指導主任と相談してく

ださい。
３　休学・退学等を希望する場合は、すみやかに保証人及びクラス指導主任に相談し、学生・就職支援グルー

プに申し出てください。
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履修登録・受講者調整

1　履修計画

大学における学修の特徴は、多くの科目の中から各自が履修科目を選択できることです。
履修登録の際は、「履修ガイド」や「シラバス」を熟読し、授業時間割表から履修計画をたてましょう。

2　履修登録

　履修登録とは、年度始めに履修する授業科目を登録する重要な手続きです。

履修とは
　履修とは、大学を卒業するのに必要な単位を修得するために、定められた授業を受けて一定の成果を修めるこ
とをいいます。

　学科・学年ごとに時間割を作成しています。履修したい科目を選択するにあたっては、自分のクラスの時間割
表に従ってください。授業時間割は３月下旬にUNIPA及びホームページで公開します。

授業時間割表について

　シラバスには科目・担当教員ごとに「授業の概要、ねらい」・「到達目標」・「授業内容とスケジュール」・「授業
時間外の学習（予習・復習等）」・「成績評価の方法及び基準」などいろいろな情報が掲載されています。特に「授
業内容とスケジュール」をよく読んで、履修登録の参考にしましょう。
　シラバスは、UNIPAで閲覧することができます。

｢シラバス（授業内容）｣の利用のしかた

履修登録のしかた

　基本的に履修登録は大妻女子大学ポータルサイト「UNIPA」で行います。登録方法の詳細は、UNIPAトップ
ページの「学内リンク集」に『履修登録の手引き』・『UNIVERSAL PASSPORT 操作説明書』を掲載していま
すので確認してください。

　科目ナンバリングは、科目の水準や授業方法等を授業科目に番号を付して分類することで、教育課程の体系性
を明らかにする仕組みです。科目ナンバリングの説明資料と各科目の科目ナンバリングは、シラバス上から確認
できます。履修計画の参考にしてください。

科目ナンバリングについて

　カリキュラム・ツリーは、各学科の教育課程をディプロマ・ポリシーとの対応関係に基づいて、順次性を体系
的に示した図です。授業科目間の関係性や学修順序を把握することができます。各学科のカリキュラム・ツリー
は大学ホームページで確認できます。

カリキュラム・ツリー

　カリキュラム・マップは、各学科の専門教育科目とディプロマ・ポリシーの関係性を表す一覧表です。各授業
の到達目標とディプロマ・ポリシーの関係性を◎（特に関係する）、〇（関係する）で示しています。履修する
授業の選択や実際に授業を受ける際の参考にしてください。各学科のカリキュラム・マップは大学ホームページ
で確認できます。

カリキュラム・マップ
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　原則として、クラス指定がある科目については自分の所属するクラスの科目しか履修することはできません
が、前年度において単位を修得できなかった卒業要件に関わる科目を、時間割の都合上、自分のクラスとは異な
るクラスで履修をしなければならない場合などは、所属する学科が他のクラスでの履修を特別に認めることがあ
ります。
　指定クラス外履修登録については、所属する学科の指示に従ってください。

指定クラス外履修登録について

（１）�履修登録は必ず本人が行ってください。所定の期日に履修登録を行わなかった場合は、その学年の履‌
修を放棄したものとみなします。

（２）前期、通年及び後期開講科目すべてを年度始めに履修登録してください。
（３）履修登録した科目でなければ、単位を修得することはできません。
（４）同一学期・曜日・時限に２科目以上重複して履修登録することはできません。
（５）単位を既に修得した同一科目を再度履修することはできません。
（６）�自分の学年よりも下級学年に配当されている授業科目は履修できますが、上級学年に配当されている授

業科目は履修できません。

履修登録の際の注意事項

Question & Answerこんな
ときは？

１年生の間にどれだけの単位数を登録したらいいのかわかりません。

各学科で目安として定めている標準履修単位数を参考にするとよいでしょう。標準履修単位数
は、各学科の専門教育科目のページに記載しています。ただし１年間で登録できる単位数には上
限がありますので注意してください。

他キャンパスの全学共通科目を履修することはできますか？

指定された科目に限り、履修登録することができます。

履修できるはずの科目が自分の学年の時間割表に載っていないのですが、履修することはできませんか？

各科目は配当学年の最も下級の学年の時間割表にのみ掲載されています。（例えば「2・3・4年
次配当の科目」であれば２年次の時間割表にのみ掲載されています。）カリキュラム上履修でき
る科目であれば、UNIPA の履修登録画面にはその科目が表示されますので履修することができ
ます。また、上級学年は下級学年の授業を履修することが可能です。

時間割表の中に同じ科目がいくつもありますが、全て履修しなければならないのですか？

時間割表の授業コード欄を見てください。同じ名前で同じ授業コードの科目であれば、それは１
つの授業を複数の時間に分けて行っているので全て履修しなければなりませんが、同じ名前の科
目でも授業コードが違う場合は、いずれか１つだけを履修することになります。

1年生のときに単位を修得できなかった科目を再履修したいのですが、現在の1年生には、その
科目が開かれていません。どうしたらよいでしょうか？

大学は常にカリキュラムの見直しを行い、入学年度ごとにカリキュラムが異なることがあります。
自分の履修すべき科目が学年進行の過程でなくなった場合は、新しいカリキュラムに読み替えて
履修できる場合があります。
読み替えが必要な科目について４月ガイダンス時にお知らせします。

履修登録単位数の上限を設定するのはなぜですか？

学生の主体的な学習を促し、十分な学習時間を確保するために、上限を設定しています。成績優秀な
学生には履修登録単位数の上限を増やし、幅広い学習を奨励することを目的としています。
また、成績不振の学生には、履修科目を絞り込み、少ない科目の学習に集中して取り組むよう指導します。

Q1
A1

Q2
A2
Q3
A3

Q4
A4

Q5

A5

Q6
A6
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4　受講者調整

（１）�制限人数を超えた場合は、コンピュータで抽選して受講者を決めます。
（２）�履修登録においてエラーが発生している場合、抽選科目は全て落選となります。

Question & Answerこんな
ときは？

受講者調整の抽選でもれてしまいました。どうしたらいいですか？

単位を充分満たしているようであれば、追加登録する必要はありませんが、もれてしまった科目
によっては、単位数を満たすために他の科目の追加登録が必要になります。その場合は、追加登
録の手続きをしてください。追加登録の手続きに関する詳細については、４月ガイダンス時に配
付する資料や掲示で確認してください。

Q1
A1

受講者の抽選

　授業科目には、必修科目、選択必修科目、選択科目の３種類があります。必修科目は必ず履修しなければなら
ない科目であり、その授業はクラスや学科単位で行うため、あらかじめ何人の学生が授業を受けるのか履修登録
前に分かりますので、それに見合った授業内容や教室を準備することができます。
　しかし、選択必修科目・選択科目は学生のみなさんが受講したい科目を選ぶため、あらかじめ履修者数を把握
することができません。したがって履修登録した結果、ある科目があまりにも人数が多く授業を運営できない場
合に受講人数を調整することがあります。受講者調整は、できるだけ良好な教育環境を保ち、学習効果をあげる
趣旨で行うものです。

（１）�各自UNIPAの学生時間割表で受講者調整の結果を確認してください。抽選の結果、登録できた科目は該
当の学期の曜日・時限欄に科目名が記載されていますが、落選した科目は記載されていません。

（２）�落選した科目があり、他の科目を追加する必要がある場合は、必要に応じて人数に余裕のある科目の中
から科目を選択してください。

（３）�追加登録は、UNIPAで登録します。人数に余裕のある科目のみがUNIPAの履修登録画面に表示されま
すので、希望する科目を登録してください。登録締め切り後、追加登録者数を集計し、制限人数を超え
た場合は再度コンピュータで抽選します。追加登録の結果は（１）と同様に学生時間割表で確認してく
ださい。

抽選後の調整

3　他学科の授業科目履修

　２年次以上の在学生が対象となり、他学科が履修を可とした科目は、社会学科・心理学科は24単位まで、福祉
学科は34単位まで、共生デザイン学科は10単位まで専門教育科目（選択）の卒業要件単位に算入することができ
ます。
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5　学生時間割表

　受講者調整が終了したあと、学生時間割表がUNIPAからダウンロードできるようになります。間違いなく履
修登録できているか必ず確認してください。

6　修正履修登録

　履修登録エラーの修正など、修正履修登録を行う必要がある場合は修正履修登録期間内に修正手続きを行って
ください。
　なお、期間外の受付は一切行いませんので、十分注意してください。

Question & Answerこんな
ときは？

科目の変更をしたいのですができますか？

一度登録した科目の変更はできません。ただし、諸課程科目の履修を目的とした場合に限り変更
を認めることがあります。変更が認められた場合は、修正履修登録期間内に手続きをしてくださ
い。期間外の受付は一切行いませんので、十分注意してください。

履修登録した覚えのない科目が、登録されていますがなぜですか？

各学科等で受講者を決めている場合、あらかじめ登録されている科目があります。それ以外は履
修登録の際に他の科目と間違えて登録したと考えられます。学生時間割表でしっかりと確認して
ください。

必修科目を履修登録し忘れてしまいました。登録はできますか？

修正履修登録期間内に必ず手続きをしてください。期間外の受付は一切行いませんので、十分注
意してください。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

7　履修中止による履修取消制度

　この制度は、授業内容が学習したい内容と異なっていた場合や、授業についていけるだけの知識・学力が不足
していたなど何らかの理由で履修を途中で止めてしまった科目、また、履修していてもそのままでは単位を修得
することが難しく不合格となる科目があることでGPAが下がることを回避するための制度です。
　履修登録の取り消しをする際は、以下の点に注意して手続きをしてください。
・卒業に必要な単位数が不足しないようにしてください。
・必修科目及び学外実習科目の取り消しは原則として認められません。
　ただし、学部・学科が特別に認めた場合は取り消すことができます。
・諸課程科目等卒業に必要な単位として認められない科目は取り消しできません。
・手続き後の変更及び取り消しは、いかなる理由があっても認められません。
・手続き時期は、前期（５月）及び後期（９月・10月）です。
・取り消した科目はGPA算出の対象から除外されます。
・取り消し期間や注意事項については、UNIPA掲示等で連絡しますので確認してください。
・期間外の受付は一切行いませんので、十分注意してください。
　クラス指導主任や授業担当教員へ履修を放棄することを伝えている場合でも、この履修取り消しの手続きを行
わなければ履修取り消しはされませんので、期間内に必ず取り消しするようにしてください。
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Question & Answerこんな
ときは？

４月の履修登録時に履修登録単位数の上限数まで履修登録しました。前期に修得出来なかった単
位があるためその不足を補うのに、後期履修登録をすることはできますか？

４月の履修登録時に履修登録単位数の上限数まで履修登録をしている場合、後期履修登録をする
ことはできません。

前期に履修取消制度で取り消しをした科目が同じ学年の後期にも開講されている場合、登録する
ことはできますか？

他の授業を履修していない時限にその科目が開講されており、受講者数に余裕があれば、同じ学
年の後期でも再度履修登録することができます。

Q1

A1

Q2

A2

8　後期履修登録

9　大学院授業科目早期履修制度

　履修登録はすべて、年度の始めに１年間の計画をしっかりたてて行いますが、後期授業開始時点で履修登録単
位数の上限まで達していない場合は、空いている曜日・時限に開講されている科目を後期履修登録することを認
めています。
　また、後期履修登録の前にも履修取消期間を設けています。後期履修登録は、取り消した単位数分も含め、上
限単位数まで科目を追加することができます。後期履修登録を希望する場合は、以下の点に注意して手続きを
行ってください。
・�後期履修登録で追加できる科目は、定員に空きがある科目に限ります。
・�後期履修登録で履修を希望した科目が受講者調整を行う場合、抽選に落ちたとしても、取り消した科目を元に
戻すことはできません。
・�前期に不合格となった科目も履修登録単位数に含まれます。不合格科目の単位数も含め、履修登録単位数の上
限まで達していると、後期履修登録は認められません。
・�手続きの日時や注意事項については、UNIPA掲示等で連絡しますので確認してください。
・�期間外の受付は一切行いませんので、十分注意してください。

　本学では、大妻女子大学大学院への進学を検討している学生を対象に「大学院授業科目早期履修制度」を設け
ています。
　これは、本学学部生に大学院修士課程の授業科目を早期に履修する機会を提供することで、大学院進学後の学
修について興味を深めてもらうことを目的としています。大学院入学前の時間を有効に使いたいと考えている方
は、積極的にご活用ください。なお、本制度は、学部４年次生を対象としており、申請を希望する学生は、学部に
おける自己の履修状況などを考慮のうえ、学部の卒業に影響を及ぼさない範囲での制度利用に留意してください。
　その他、履修の要件等履修制度に関する詳細は、3年次の1月中旬にUNIPAで配信される募集要項で確認する
ことができます。
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授業について

1　授業時間

2　授業を受けるにあたっての注意事項

　授業時間は次のとおりです。

時　限 授 業 時 間

1 時 限 09：00 ～ 10：30
2 時 限 10：40 ～ 12：10
3 時 限 13：00 ～ 14：30
4 時 限 14：40 ～ 16：10
5 時 限 16：20 ～ 17：50

（１）授業中は私語を慎んでください。
（２）著しく受講態度が悪い学生は、受講が停止される場合があります。
（３�）電車の遅延等で授業に遅刻した場合は、必ず授業担当教員にその旨を報告の上、着席してください。

受講マナーについて

（１）消し忘れの板書は消し、常に清潔な教室を心がけましょう。
（２）授業終了後は不要な照明や冷暖房のスイッチを切ってから退出しましょう。
（３）机・椅子を移動した場合は元の状態に戻しましょう。
（４）教室を利用して飲食をした場合は、ゴミは所定の場所に分別して捨てましょう。

教室内のマナーについて

　授業中に震度４以上の地震が発生した場合は、非常放送が入ります。あわてずに放送内容をよく聞いて指示
に従ってください。

授業中に大きな地震が発生したら

Question & Answerこんな
ときは？

授業時間以外に先生に会いたいのですが？

専任の先生の場合は、各学科の研究室を訪ねてください。非常勤の先生の場合は講師室を訪ねる
か、シラバスで質問方法など確認してください。
また、専任の先生は学生の皆さんの相談に応じるためのオフィスアワーを設けています。各先生
のオフィスアワーの時間帯はUNIPA 掲示やホームページに掲載していますので確認してくださ
い。事前に予約を行うとスムーズに相談ができます。

Q1
A1
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3　出席と欠席

　授業への出席が授業回数（休講等で実施されなかった分は除きます）の3分の2に満たない場合、授業への出
席回数不足で成績評価を受ける資格がないため試験を受けることができず、単位が修得できなくなります。
出席もれのないように常に自分の各履修科目の出席状況の把握に努めてください。
なお、介護福祉士養成課程の指定科目は、出欠状況の把握、管理が義務づけられています。

　本学では、主にスマートフォンを用いて出席管理を行います。学内のコタカWi-Fi に接続をした上で、授
業担当教員から指定される 4桁の「認証コード」をスマートフォンからUNIPA に入力することで出席となり
ます。スマートフォンで登録した出席情報は、UNIPA の「出欠状況照会画面」で確認することができます。
また、スマートフォンを所持していない場合や忘れた場合は、授業担当教員に申し出てください。
　スマートフォン以外の方法で出欠を管理している科目は、UNIPA の「出欠状況照会画面」で確認すること
ができない場合がありますので、授業担当教員に確認してください。

出席について

　授業に出席しなかった学生は、すべて欠席となりますが、学校保健安全法で定められた感染症により‌
出席停止となった場合、裁判員選任手続期日または裁判員に選任された公判のために裁判所へ出頭する‌
場合、教育実習、校外実習、介護等体験、研修旅行及び忌引の場合に関する措置は次のとおりとします。
　①学校保健安全法で定められた感染症にかかった場合
　　　学校保健安全法で定められた第一種、第二種、第三種の感染症にかかった場合は出席を停止します。
　　�所定の手続きを行った場合は欠席扱いとはなりません。詳細は『学生生活の手引き』を確認してくださ

い。
　　　学校保健安全法で定められた感染症

※対象となる感染症は変更となる場合があります。最新の情報は本学ホームページでご確認ください。
第一種：�エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、

ラッサ熱、急性灰白髄炎（ポリオ）、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（SARS）、中東呼
吸器症候群（MERS）、特定鳥インフルエンザ

第二種：�インフルエンザ（特定鳥インフルエンザを除く）、百日咳、麻しん（はしか）、流行性耳下炎
（おたふくかぜ）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、咽頭結膜熱（プール熱）、結
核、髄膜炎菌性髄膜炎、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

第三種：�コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症（O157など）、腸チフス、パラチフス、流
行性角結膜炎、急性出血性結膜炎

　　　　その他の感染症（学内で大規模な流行が認められると学院が判断する場合のみ）
　②裁判員制度に伴う場合
　　�　裁判員選任手続期日または裁判員に選任された公判のために裁判所へ出頭し授業を欠席した場合は所定

の手続きを行うことにより欠席扱いとはなりません。詳細は『学生生活の手引き』を確認してください。
　③忌引の場合   
　　�　忌引の場合は原則として死亡した日から忌引とし、欠席者の取り扱いは授業担当教員の判断にゆだねら

れます。忌引期間中の日曜日・祝祭日も忌引の中に含まれます。ただし、特別な理由がある場合は葬儀の
日の前後に続けて取ることができます。詳細は『学生生活の手引き』を確認してください。

父母の場合　・・・・・・・・ ７日以内
祖父母の場合　・・・・・・・ ３日以内
兄弟姉妹の場合　・・・・・・ ３日以内
曾祖父母の場合　・・・・・・ ２日以内
叔伯父母の場合　・・・・・・ ２日以内

欠席について
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Question & Answerこんな
ときは？

授業を欠席してしまったのですが？

１週間以上の病欠の場合は、『学生生活の手引き』に記載されているとおり、手続きを行ってく
ださい。１週間未満の欠席の場合は、各自レポート用紙により欠席届を作成し、授業担当教員に
提出してください。

欠席届を提出すれば先生は考慮してくれますか？

授業に出席しなければすべて欠席です。ただし、学校保健安全法で定められた感染症により出席
停止となった場合、裁判員選任手続期日または裁判員に選任された公判のために裁判所に出頭す
る場合、教育実習・校外実習・介護等体験・研修旅行・忌引などのために欠席した場合の措置に
ついては前ページ「3　出席と欠席」を参照してください。

電車が事故で止まってしまい、授業に間に合いません。どのような手続きをしたらいいですか？

鉄道会社が発行する遅延証明書を用意したうえで、各自欠席届を作成し、遅延証明書をつけて各
授業担当教員に提出してください。なお、遅刻の取扱いは授業担当教員の判断に委ねられます。
また、交通機関のストライキの場合は「緊急事態発生時の授業及び試験等の取り扱いについて（覚
書）」（4 附録 教務関係諸規程）を参照してください。

授業に遅れることを先生に連絡してもらえますか？

授業の遅刻や欠席について、電話での取り次ぎは一切行いません。各自で授業担当教員に申し出
てください。

スマートフォンを忘れてしまいました。友達のスマートフォンから出席管理の認証コードを入力
しても良いですか？

スマートフォンを忘れたことで出席管理の認証コードを入力できない場合は、授業担当教員に忘
れたことを伝えてください。友達のスマートフォンから入力した場合、不正行為と捉えられる可
能性があります。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

Q4
A4

Q5

A5

　④教育実習、校外実習、介護等体験、研修旅行の場合
　　�　教育実習、校外実習、介護等体験、研修旅行の場合、欠席者の取り扱いは授業担当教員の判断にゆだね

られます。手続き等詳細は所属学科及び教育支援・学事グループで確認してください。

　長期にわたる欠席をする場合は、事前にクラス指導主任及び授業担当教員と緊密な連絡をとり、その科目の‌
履修と単位修得に関して遺漏のないようにしてください。

長期にわたる欠席をする場合 

　授業への出席に関する不正行為（他の学生に成り代わり授業に出席・代返する、または同行為を依頼する、
授業中に許可無く退室する、認証コードを教室外から入力する、認証コードを教室外の学生に伝達する等。）
を行った場合は、当該授業が欠席として扱われます。また、授業担当教員が特に悪質であると判断した場合、
当該授業の受講の停止や懲戒処分の対象とされることがあります。

授業への出席に関する不正行為について 
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Question & Answerこんな
ときは？

先生がいつまでたっても教室に来られないのですが？

その授業が休講になっていないか、教室変更されていないかUNIPA 掲示にて確認してください。
休講や教室変更の掲示が出ておらず、30分以上経過しても先生が来られない場合は、教育支援・
学事グループに連絡し、指示を受けてください。

教室に行ったら誰もいなかったのですが？

教室変更、時間割変更、休講等の連絡がないかUNIPA 掲示にて確認してください。掲示がない
場合は、教育支援・学事グループに確認してください。

天候が不安定ですが、授業は休講になりますか？

気象警報が発令され、交通機関の運行ダイヤが大幅に混乱することが予想される場合は、休講に
なることがあります。詳細は「緊急事態発生時の授業及び試験等の取り扱いについて（覚書）」‌
（4 附録 教務関係諸規程）を参照してください。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

4　休講・補講・教室変更・時間割変更

　学校行事または授業担当教員のやむを得ない事情により、授業を休講にすることがあります。その場合は、大
妻Webメールによる休講メール配信及びUNIPA掲示によって通知します。
　また、始業開始から30分以上経過しても授業が開始されない場合は、教育支援・学事グループに連絡し、指
示を受けてください。

休　講

　補講とは、授業担当教員が予定していた授業計画が完了しない場合や授業回数の不足を補うために行われる授
業のことです。休講があれば、補講をすることが原則となっています。
　補講は、原則として補講・試験期間に実施されます。日程等は、UNIPA掲示によって通知します。

補　講

　その日時のみの臨時変更と、その日以降から最終授業までの通期変更があります。変更内容は、UNIPA 掲示
によって通知します。

教室変更・時間割変更

　休講・補講・教室変更・時間割変更等は、UNIPA掲示にてお知らせします。伝達間違い等の誤解を招くおそ
れがあるため、電話・メールでの問い合わせには一切応じていません。
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試験について

1　受験資格

2　定期試験

　試験は筆記試験、オンライン試験、論文・レポート・ノート・作品の提出等により評価されます。
　試験は大きく分けて、学期末の試験期間中に実施される「定期試験」と授業中に実施される「授業期間中の試
験」に区分されます。
　その他、補講や集中授業の中で行う試験等もありますので、授業担当教員の指示に従って受験するようにして
ください。

　定期試験を受験できるのは、履修登録をしていてその授業に出席していた学生に限ります。
　授業への出席が授業回数（休講等で実施されなかった分は除きます）の３分の２に満たない場合、授業への出
席回数不足で成績評価を受ける資格がないため試験を受けることができません。また、学費未納の学生は、原則
として受験資格がありません。

　定期試験とは、前期・後期それぞれの学期末の補講・試験期間中に実施する試験を指します。

時　限 定 期 試 験 時 間

1 時 限 09：00 ～ 10：00
2 時 限 10：40 ～ 11：40
3 時 限 13：00 ～ 14：00
4 時 限 14：40 ～ 15：40
5 時 限 16：20 ～ 17：20

定期試験時間

　定期試験時間割はUNIPA掲示にて発表します。

　本学の定期試験時間は、次のとおりです。各時限 60分で実施し、授業時間とは異なりますので、十分注意し
てください。

定期試験時間割表

１　定期試験時間割の確認
（１）�定期試験時間割で試験時間、試験場等を必ず確認してください。授業の曜日・時限と定期試験の曜日・

時限は異なる場合があります。また、教室が異なる場合もありますので、見誤りで受験できなくなるこ
とのないように十分注意してください。

（２）�試験時間割は、発表後に変更することがあるので、試験当日まで常にUNIPA掲示に注意してくださ
い。

（３）�定期試験の時間割には授業科目ごとに対象クラスを記載していますが、自分のクラスが記載されてい‌
ない場合は、速やかに教育支援・学事グループまで申し出てください。（再履修者は特に注意してくだ‌
さい。）また、授業科目によっては、複数の教室で試験を実施することがありますので、必ず指定され
た教室で受験してください。

２　試験の重複
　�　試験時間が重なった場合は、所定の期間に申し出てください。詳細はUNIPA掲示にて確認してください。

定期試験受験の注意事項
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３　学生証
　�　受験する際は、必ず学生証を机上に提示してください。学生証がなければ受験することができません。
学生証を忘れた場合は試験開始前にパピルスメイト（証明書自動発行機）で「仮学生証」の発行手続きをし
てください。手続きにはパスワードと手数料が必要です。

４　持ち込み物
（１）�受験の際、「持込可」とされている科目を除き、教科書、ノート、辞書などを、すべてバッグなどの中

にしまい椅子の下に置いてください。
（２）スマートフォン・携帯電話も電源を切りバッグなどの中にしまってください。
（３）�時計の持ち込みは認めますが、スマートウォッチ等、時刻を表示する以外の機能や通信機能を有するも

のは持ち込めません。また、アラームも使用できません。
（４）�コピーしたノートを持ち込めるのは、「持込可」の科目の内、「ノート（コピー可）」の持ち込みを許

可された場合だけです。
（５）試験場では、許可なく物品の貸し借りはできません。

５　遅刻
　　試験開始後、30分以内の遅刻であれば、受験可能です。ただし終了時間の延長はありません。

６　途中退室
　　試験開始後、30分経過し解答が終わった者は、監督者の指示に従い退室することができます。

７　その他
　�　試験開始10分前には試験監督から受験の際の注意事項などについて説明があります。試験開始時刻を確
認して10分前には教室に行き、受験の準備を始めてください。

不正行為

　不正行為を行った学生は、「試験における不正行為者の処罰に関する規程」に基づき、次のとおり処罰されま
す。
１　試験における不正行為とは、次の各号のいずれかに該当する行為をいう。
　　① 筆記試験
　　　（１）他人に受験を代理させる行為、及び他人の受験を代理する行為
　　　（２）他人の答案を見る行為、及び何らかの方法で他人の答案を知る行為
　　　（３）他人に答案を見せる行為、及び何らかの方法で他人に答案を教示する行為
　　　（４）他人と答案を交換する行為
　　　（５）持ち込みが許可されていない資料及び電子機器類等を利用する行為
　　　（６）持ち込みが許可された資料及び電子機器類等を貸借等する行為
　　　（７）�所持品、衣服、身体、机又は壁等に書き込みをする行為、及びその書き込みを利用して答案を作成

する行為
　　　（８）その他試験監督者の指示に従わない行為、及び公正な試験の実施を阻害すると認められた行為
　　② オンライン試験
　　　（１）他人に受験を代理させる行為、及び他人の受験を代理する行為
　　　（２）試験中に他人と会話や通信等をする行為
　　　（３）許可されていない資料、電子機器類、及びアプリケーション等を利用する行為
　　　（４）その他授業担当者が不正だと判断した行為
　　③ 論文・レポート・作品等の提出（卒業論文・卒業研究、及びオンラインによる提出の場合を含む）
　　　（１）他人に代筆等させた論文・レポート・作品等を提出する行為
　　　（２）他人の論文・レポート・作品等を代筆等する行為
　　　（３）実験や調査結果のデータを捏造又は改ざんする行為
　　　（４）他人の論文・レポート・作品等を盗用する行為
　　　（５）その他授業担当者が不正だと判断した行為
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Question & Answerこんな
ときは？

定期試験の時間に遅刻しそうです。

試験開始から 30分以内であれば試験場に入室できます。ただし、試験時間の延長は行いません。
30分以上の遅刻は、いかなる理由でも受験はできません。教育支援・学事グループに申し出て
ください。

試験を受けるのですが、学生証を忘れてしまいました。

学生証がなければ受験できませんので、パピルスメイト（証明書自動発行機）で仮学生証の発行
手続きを行ってください。手続きの際には、パスワード及び発行手数料が必要です。
なお、手続きに時間がかかり、試験開始後 30分経過してしまった場合、受験することができな
くなります。試験の日は余裕をもって行動しましょう。

Q1
A1

Q2
A2

3　授業期間中の試験

　授業期間中の試験とは、授業中に実施される試験を指します。
　授業期間中の試験についても定期試験に準ずる場合は、定期試験受験の際の注意事項を準用し、不正行為につ
いては、「試験における不正行為者の処罰に関する規程」を適用します。

２　試験のうち定期試験における不正行為については以下の処罰を行う。
　　① 当該学期の定期試験の全試験科目を無効（Ｅ評価）とする。
　　② ‌�不正行為者に対しては、懲戒規程第７条に基づいて、自宅謹慎を命じ、懲戒規程第５条第１項第１号の

訓告とする。
　　③ ‌�副学長（学生担当）が当該不正行為を特に悪質なものと判断した場合、懲戒規程第８条に基づく調査委

員会による調査を行い、必要に応じて更に厳重な懲戒処分を実施する。
　　④ ‌�懲戒規程第10条第２項に基づいて、父母又は保証人に、不正行為及び懲戒処分の事実を通知するととも

に、学内にその旨を公示する。
３　定期試験以外の試験における不正行為については以下のとおりとする。
　　① ‌�授業担当教員が当該試験を定期試験に準ずると判断する場合は、当該科目を無効（Ｅ評価）とし、前項

①～④を適用する。
　　② ‌�授業担当教員が当該試験を定期試験に準ずると判断しない、あるいは判断できない場合は、当該科目の

みを無効（Ｅ評価）とし、懲戒の対象とはせず、懲戒規程第６条に基づいて厳重注意とする。
４　細部については、内規で定める。
５　この規程の改廃は、教務委員会の議を経て大妻女子大学運営会議において定める。
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4　レポートについて

　レポートは、平常授業の課題として課すもの、定期試験にかわるものに分けられます。レポートの取り扱いは
次のとおりです。

　授業担当教員が提出方法・日時・提出場所を指示した場合は、その指示に従ってください。
　この場合、教育支援・学事グループでは受理できません。

　教育支援・学事グループに提出する場合は、課題・提出日時等をUNIPA掲示により発表します。
　提出は指定日一日限りとし、提出時間は、原則［月曜〜金曜］9：00〜 15：00、［土曜］9：00〜 11：00です。
　授業担当教員に直接提出または郵送した場合は無効とします。

レポート提出の際の注意事項
（１）期限に遅れた場合は、一切受け付けません。提出日時は厳守してください。
（２）レポートは必ず本人が提出してください。
（３）レポート用紙、形式については、授業担当教員の指示に従ってください。
（４）各キャンパス所定の場所に置いてある大学指定の表紙をつけてください。
（５）表紙は必ず黒のペンまたはボールペンで記入してください。
（６）レポートは必ずホチキスで留めてください。

授業担当教員に提出する場合

教育支援・学事グループに提出する場合

5　履修結果公開

　UNIPAでは成績照会画面から成績を確認することができます。履修結果公開日を迎えると、成績情報が更新
され、新たに当該年度・学期の履修結果を確認することができます。追・再試験が実施される科目がある場合
は、追・再試験エントリー画面にエントリー可能な科目が追・再試験情報とともに公開されますので、必要に応
じて手続きを行ってください。
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6　追試験

　評価を受ける資格を有する学生が、病気その他やむを得ない理由で定期試験等を受験できなかった場合、所定
の手続きを経て受験することができる試験です。

　以下の事由により試験を受けられなかった学生は、指定された期間に「追試験願」をUNIPAで申請し、診断
書等の書類を別途教育支援・学事グループに提出してください。なお、社会情勢の変化により、提出してもらう
書類が変わる可能性があります。変更が生じた場合は、UNIPA掲示等でお知らせします。
（１）学校保健安全法で定められた感染症の罹患等
　　　［欠席届（傷病による）］で承認済みの申請書

感染症 必要書類 欠席届の申請方法

インフルエンザ・
新型コロナウイルス感染症

［欠席届（傷病による）］で
承認済みの申請書

※UNIPAから［欠席届（傷病
による）］の申請を行い、健
康センターおよびクラス指導
主任の「承認済」となった申
請書のPDFをダウンロードす
る。

UNIPAからWEB申請［欠席届（傷病による）］
（添付書類：インフルエンザ・新型コロナウイル
ス感染症罹患報告書等）

その他の感染症 UNIPAからWEB申請［欠席届（傷病による）］
（添付書類：感染症登校許可証明書）

※�各所定用紙は、WEB申請［欠席届（傷病による）］フォーム内あるいは本学ホームページ「学生生
活」→「支援体制（相談窓口）」→「健康・こころの相談」→「健康センターについて」のページか
らダウンロードできます。

（２）（１）以外の入院、病気または怪我
　　　�医師の診断書（治癒期間が明記されているなど試験を欠席した日の入院、病気、怪我を証明する内容で

あること）
（３）裁判員選任手続期日及び裁判員に選任された公判のための裁判所への出頭　
　　　�出頭した裁判所で出頭日の証明を受けた「選任手続期日のお知らせ（呼出状）」
（４）忌引
　　　�忌引届（学生支援グループの所定用紙）の写し及び会葬礼状等
（５）以下の資格取得にかかる実習
　　　�学生本人の署名のある欠席理由書（教育実習、介護等体験、保育実習、校外実習、博物館実習、公認心

理師、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、職場適応援助者（ジョブコーチ）、衣料管理実習）
（６）教員採用試験・公務員試験等
　　　�実施要項・受験票の写し
（７）他大学大学院の入学試験及び他大学編入学試験
　　　�受験票の写し
（８）単位互換協定に基づき履修している他大学等の授業科目の試験または授業
　　　�他大学等で履修している授業科目の試験時間割表等、試験日時や授業実施が確認できるもの
（９）就職活動（説明会、筆記試験、面接、内定式等）
　　　�欠席届（学生・就職支援グループ所定用紙）及び欠席届に記載の期日・活動内容について企業等から学

生本人宛に送られてきたことが確認できる書面やメール等
（10）学生・就職支援グループが取り扱うインターンシップ
　　　�学生本人の署名・捺印のある欠席理由書　　

追試験とは

追試験願提出
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　提出された追試験願をもとに追試験の受験を認めるか審査し、結果をUNIPAで公開します。
　追試験受験可否発表後、追試験の受験を認められた科目については、指定された期間にWebでエントリーし
たうえで、パピルスメイト（証明書自動発行機）で受験料を納金してください。追試験の受験が認められた学生
は、必ず本人が納金手続きを行わなければ受験できません。
　なお、通年科目の前期試験欠席は、追試験の対象になりませんので、授業担当教員に相談してください。

追試験受験可否発表及び追試験納金手続き

　（１）追試験の成績評価方法は正規の試験に準じます。
　（２）追試験は１回限りとし、追試験に対する追・再試験は行いません。

その他

追試験期間

　追試験期間はUNIPAの学内リンク集に掲載している「教務関係予定表」で確認してください。

追試験時間割発表
　追試験時間割は、UNIPA掲示及びUNIPAの追・再試験エントリー画面にて発表します。

（11）国際センター（国際交流支援グループ）が取り扱う海外研修（紹介プログラムを含む）
　　　�欠席届（国際センター所定用紙）
（12）交通機関の事故等
　　　�事故証明書、遅延証明書
（13）重大な災害
　　　�官公庁発行の被災証明書または罹災証明書の写し
（14）その他やむを得ない理由
　　　�学生本人の署名・捺印のある欠席理由書及びやむを得ないことを証明する書類等
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7　再試験

　不合格の認定を受けた科目については再履修することとし、原則として再試験は行いません。
　ただし、卒業年次生に限り、前期３科目、後期３科目まで、所定の手続きを経て、当該学期の指定された期間
に再試験を受けることができます。

　再試験は必ず本人が受験手続きを行わなければ受験できません。
　履修結果公開後、再試験の受験を認められた科目については、指定された期間にＷebでエントリーしたうえ
で、パピルスメイト（証明書自動発行機）で受験料を納金してください。

（１）再試験の成績評価は、C、DまたはFです。
（２）再試験は１回限りとし、再試験に対する追・再試験は行いません。

Question & Answerこんな
ときは？

追試験と再試験の違いがわかりません。

追試験とは、正当な理由で定期試験またはそれに準ずる試験（レポート提出等含む）を受験でき
なかった場合に、自ら願い出て手続きをして受験する試験です。
再試験とは、卒業年次生に限り、試験の結果、不合格となった場合に、所定の手続きを経て受験
する試験です。

受験料はいくらかかりますか？

追試験は１科目につき 1,000 円、再試験は１科目につき 2,000 円の受験料がかかります。

追再試験受験票兼領収書を忘れてしまいました。

追再試験受験票兼領収書がないと受験できません。教育支援・学事グループで所定の手続きを行っ
てください。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

再試験とは

再試験期間

再試験納金手続き

再試験時間割発表

その他

8　追・再試験結果公開

　再試験期間はUNIPAの学内リンク集に掲載している「教務関係予定表」で確認してください。

　再試験時間割は、UNIPA掲示及びUNIPAの追・再試験エントリー画面にて発表します。

　UNIPAでは成績照会画面から成績を確認することができます。追・再試験結果公開日を迎えると、成績情報
が更新され、新たに当該年度、学期の追・再試験結果が反映された成績を確認することができます。
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成績について

1　成績の評価基準

　本学における成績の評価基準は、次のとおりです。

（１）�学生が履修登録した科目について、学期末及び学年末に学修状況とその結果を考査した結果、合格し‌
た者に対して、授業担当教員がその科目の修了を認定し、所定の単位を与えます。

（２）評価は、平常の学修状況、試験、レポート等の結果によります。
（３）�単位が認定された科目は、成績が不本意でも科目の評価を取り消したり、再度その科目を履修しなお‌

すことは認められません。
（４）�不合格・再履修・欠席であった必修科目は、必ず次の年度に再履修して単位を修得しなければなりませ

ん。また、選択科目は、他の選択科目を履修して、不足単位を補うことができます。
（５）�「N」評価で表示されるのは、「大妻教養講座」、「大妻教養講座Ⅱ　卒業生から学ぶ」、入学前の既修

得単位として単位認定された科目、編入学に対する単位認定、大学以外の教育施設等における学修に対
する単位認定、長期留学及び短期海外研修を修了して単位認定された科目などです。

判定 評点 評価 評価内容基準 成績照会画面
の表示

学業成績証明書
の表示

合格

100 ～ 90 S 基本的な目標を十分に達成し、きわめて優秀な成果をお
さめている S S

89 ～ 80 A 基本的な目標を十分に達成している A A
79 ～ 70 B 基本的な目標を達成している B B
69 ～ 60 C 基本的な目標を最低限度達成している C C
単位認定 N 学修等について単位を修得したものとする N N

不合格 59 点以下 D 基本的な目標を達成していない D 表示なし
出席不足等

（受験資格なし） E 出席不足のため、受験資格なし E 表示なし

試験時欠席等 F 試験時欠席・レポート等未提出 F 表示なし

Question & Answerこんな
ときは？

不合格となった科目は必ずもう一度履修しなければならないのですか？

その科目が必修科目の場合は、再度履修する必要がありますが、その科目が選択科目の場合は、
不足した単位数を他の科目で補うことができます。

既に単位を修得した科目の成績が思わしくなかったので、もう一度同じ科目を履修し直したいの
ですが？

一度単位を修得した科目を再度履修することはできません。

GPA をあげるために、がんばって「S」をとりたいと思うので、評価はどうやって決まるのか
知りたいのですが。

評価については、シラバス（授業内容）に「成績評価の方法及び基準」という項目を設け評価基
準等を各授業担当教員が明記しています。評価はその基準に沿って判断されています。成績評価
の方法および基準を知りたい場合は、授業担当教員または教育支援・学事グループに申し出てく
ださい。
なお、成績評価に疑問がある学生は、所定の期間内に教育支援・学事グループへ申し出てください。

Q1
A1

Q2

A2

Q3

A3
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2　成績通知

　成績は、UNIPAの成績照会画面から確認することができます。成績照会画面には、学期のGPA、年度のGPA
と通算のGPAが、進学や就職などで使用する学業成績証明書には通算のGPAが記載されます。
　また、保証人も学生のみなさんと同様、UNIPAの成績照会画面から確認できます。
　ただし、個人情報保護法により、成人に達した学生が保証人への開示を希望しない旨の申し出をした場合は、
開示を取りやめることにしています。開示を希望しない学生は、教育支援・学事グループに申し出てください。
　なお、成績に関する問い合わせには、学生個人情報の保護及び誤解を招く恐れがあるため、電話での問い合わ
せには一切応じていません。

Question & Answerこんな
ときは？

自分の成績を知りたいのですが、どうしたらわかりますか？

成績は、UNIPAの成績照会画面から確認してください。また、学業成績証明書をパピルスメイト（証
明書自動発行機）で発行し、確認することができます。

成績照会画面に不合格科目を記載するのはなぜですか？

①合格科目と同様に、不合格科目もGPA算出の対象となっていること、②学生の皆さんに、自
分が登録した科目に履修の責任を持ってもらうこと、の２点の理由により成績照会画面にも不合
格科目を記載します。したがって、不合格になってしまった科目は、成績照会画面に不合格科目
として表示されてしまうだけでなく、GPAも下げてしまいますので、修得するつもりのない科目
を安易に履修登録することのないように十分注意してください。

学業成績証明書に不合格科目は記載されますか？

記載されません。

学業成績証明書とはどのようなものですか？

学業成績証明書は、単位を修得できた科目の評価と通算のGPAが記載された証明書です。成績
照会画面とは異なり、不合格や再履修となった科目は記載されません。就職で企業に提出する場
合など、必要に応じて各自が申込み手続きをして発行されます。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

Q4
A4

3　成績評価確認制度について

　成績評価の確認をしたい学生は、所定の期間内に、教育支援・学事グループへ申し出てください。手続き方法
や手続き期間については、UNIPA掲示で確認してください。
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4　GPAについて

　GPA（Grade Point Average）は、成績評価を数値に換算したGrade Pointの平均値であり、学業成績の状
況を自分自身で的確に把握することができます。
　GPAには学期GPA、年度GPA、通算GPAがあり、学期GPAは当該学期に評価された科目のGPA、年度GPA
は当該年度に評価された科目のGPA、通算GPAは過去に評価された科目を含めそれまでに評価された科目の
GPAです。なお、UNIPAの成績照会画面には、全てのGPAが、進学や就職などで使用する学業成績証明書に
は、通算GPAのみが記載されます。

（１）各授業科目の成績評価に対して、次のとおりGrade Point を付けます。
判定 評点 成績評価 Grade Point

合格

100点～90点 S 4.0
89点～80点 A 3.0
79点～70点 B 2.0
69点～60点 C 1.0

不合格 59点以下 D 0
出席不足等

（受験資格なし） E 0

試験時欠席等 F 0

※認定科目（N）及び諸課程科目、履修取消科目は原則としてGPAの算出から除かれます。

（２�）履修した各授業科目の単位数にGrade Pointを乗じて、その合計を総履修登録単位数で除したものが
GPAです。追・再試験を受験した科目は、追・再試験の成績評価に基づきGPAが算出されます。

【計算式】

GPA＝S評価の単位数×4.0＋A評価の単位数×3.0＋B評価の単位数×2.0＋C評価の単位数×1.0
　　　　　　総履修登録単位数（不合格D、出席不足等E、試験時欠席等Fを含む）
※不合格科目（D、E、F評価）を再履修した場合、最終評価のみ計算式に含む
※小数点以下第三位を切り捨て

【算出例】
授業科目名 単位数 成績評価 Grade Point Grade Point×科目の単位数
大妻教養講座 1 Ｎ 対象外 ─
キャリアデザインⅠ 2 S 4.0 4.0×2＝8.0
日本国憲法 2 A 3.0 3.0×2＝6.0
スポーツＡ 1 A 3.0 3.0×1＝3.0
ドイツ語Ⅰ 1 D 0 0×1＝0
人間共生総論Ⅰ 2 C 1.0 1.0×2＝2.0
アイデンティティ論 2 A 3.0 3.0×2＝6.0
環境の社会心理学 2 B 2.0 2.0×2＝4.0
現代社会理論 2 B 2.0 2.0×2＝4.0
国際理解（海外研修）Ⅰ 2 N 対象外 ─
合計 14（大妻教養講座1単位及び国際理解（海外研修）Ⅰ２単位を除く） 33.0Point
GPA=2.35（33.0÷14＝2.357.. 小数点以下第三位を切り捨て）

GPAについて

GPAの算出方法について
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（１）�一度に多くの科目を履修すると予習・復習の学習時間を確保することができず学習効果を妨げてしま‌
いますので、１年間の履修登録単位数の上限を学部・学科ごとに定めていますが、学生個人の学習状況
に応じて次のように履修単位数の上限が変動します。

　　　①�前年度のGPAが、3.5以上の学生は、上限履修単位数に定めた単位数に６単位を加え履修することが
できます。

　　　②�前年度のGPAが、3.0以上の学生は、上限履修単位数に定めた単位数に２単位を加え履修することが
できます。

　　　③�前年度のGPAが、1.5未満の学生は、学習指導上、上限履修単位数に定めた単位数を減じることがあ
ります。

（２）�前学期のGPAが、1.5未満となった学生に対しては、クラス指導主任が今後の学習に関する助言を行い
ます。また、必要に応じて保証人（保護者）と面談をすることもあります。

（３）�前学年のGPAが0.75未満かつ前学年までの合計修得単位数が定められた標準履修単位数（前学年まで
の合計）の３分の１未満の学生に対しては、成績不振学生としてクラス指導主任またはゼミナール担当
教員が面談し、指導を行います。また、本人並びに保証人に通知が送られます。 

　　　�２年間連続して指導となった学生に対しては、学科長により面談が行われ、成業の見込みがないと判断
された場合、学部長への報告、承認を経て退学勧告が行われます。

（４�）GPAの成績が特に優秀な学生に対しては、早期卒業を認めることがあります。
　　　なお、早期卒業を実施する学部・学科は別に定めます。
（５）�GPAは、履修・学習指導の他、留学や奨学金の選考、就職の際の学内選考及び各種表彰者選考などに

おける参考資料として使われることがあります。
（６）�GPAが下がることを回避するため、履修取消制度があります。詳細は、該当ページを参照してくださ

い。

GPAによる履修指導などについて
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Question & Answerこんな
ときは？

GPA が低いと卒業できないのですか？

卒業できないことはありませんが、前学期のGPAが、1.5 未満となった学生に対しては、クラ
ス指導主任による助言を行い、別途指導を行います。必要に応じて保証人（保護者）と面談をす
ることもあります。また、前年度のGPAが、1.5 未満の学生は学習指導の必要上、履修登録で
きる単位数を減じることがあります。
その他詳細の定めについては、「GPAによる履修指導などについて」を参照してください。

標準的な GPA の値はどの位ですか？

妥当と認められる成績（B）及び優れた成績（A）の成績評価を基準と考えた場合、GPAの値は‌
2.0～3.0の範囲が標準的な値です。まず標準的なGPA値をめざすことが必要となります。また、
努力したことによりGPAが 3.0 以上となった学生は、次学年の履修単位数の上限に一定単位数
を加算することができます。

自分の GPA を知りたいのですが、どうすればよいですか？

UNIPA の成績照会画面に、その時点でのGPAが記載されています。各自確認し、今後の履修・
学習計画に役立ててください。
また、学業成績証明書には通算GPAが記載されます。

編入生なのですが、短期大学部時代の GPA は学部に編入後も使われるのですか？

使用されません。学部への編入後に履修登録した科目から学部のGPA算出対象となります。

GPA は就職活動や進学に影響しますか？

多くの企業では、面接や筆記試験の結果を重視しているのが実情ですが、近年は学生の本分であ
る学業への取組状況を評価対象にする企業も増えています。また、海外の大学等への進学、海外
留学の際は、GPAが成績を見る指標として活用されている場合が多いのも事実です。

Q1
A1

Q2
A2

Q3
A3

Q4
A4
Q5
A5
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1　入学前に修得した単位の認定について

　第１年次に入学した学生が、入学する前に大学または短期大学で修得した単位を、一定の基準に基づき本学で
修得した単位として認定することができます。

単位認定について
　卒業のためには、本学所定の科目を受講することにより、必要単位を修得することが原則ですが、海外の大学
へ留学するなど、本学以外でおこなった学修についても、本学で修得した単位として認定できる場合がありま
す。認定できる単位には以下のようなものがありますが、編入学による場合を除き、合計で60単位を超えない
範囲で行うものとします。

　単位の認定を希望する学生は、必要書類と学生証を持参の上、指定された期間に教育支援・学事グループで申
請手続きを行ってください。
申請期間：配付された資料や掲示等で確認してください。
必要書類：（１）単位認定願書（教育支援・学事グループにあります）
　　　　　（２）既修得単位の学業成績証明書
　　　　　（３）既修得単位科目のシラバス、講義要項等（コピー可）

申請手続き

2　他の大学へ留学して修得した単位の認定について

3　他大学との単位互換制度により修得した単位の認定について

　本学の規程に基づき、他の大学へ留学した学生が、留学先で修得した単位を、一定の基準により本学で修得し
た単位として認定することができます。
　海外留学の詳細については、国際センターの留学制度などを参照してください。

　本学との単位互換協定に基づき、他大学の科目を受講許可された学生が、他大学で修得した単位を、一定の基
準により本学で修得した単位として認定することができます。
　単位互換の詳細については、掲示等でお知らせします。
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人間共生学部　社会学科

区分
対象

全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目
合計

必修 選択必修 選択 必修
選択

必修 選択必修 選択
総論 概論

大 妻（ 短 大・ 学 部 ） 7 16 9 0 2 4 *1　0 0 24 62

大  妻  以  外 � 6 16 9 0 2 4 *1　0 0 24 61

*1　編入学者には、「社会学セミナーⅠ・Ⅱ」への先修条件を外す。

人間共生学部　心理学科

区分
対象

全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目
合計

必修 選択必修 選択 必修
選択

必修 選択
総論 概論

大 妻（ 短 大・ 学 部 ） 7 14 13 *1　2 2 4 *2　4 16 62

大  妻  以  外 � 6 14 13 *1　2 2 4 *2　4 16 61

*1　学部共通の必修は、「人間共生総論Ⅱ」とする。
*2　専門の必修は、「心理学基礎セミナー」「基礎統計学Ⅰ」とする。
*3　公認心理師等の資格取得を希望する場合は、事前に相談すること。

4　編入学者に対する単位の認定について

○　令和10年度３年次編入生は令和８年度１年次入学生適用のカリキュラムに基づき、以下のとおり認定します。
※ 大妻女子大学および大妻女子大学短期大学部以外からの編入学者は、全学共通科目の必修に ｢大妻教養講座‌
（１単位）｣ を含めません。

人間共生学部　福祉学科　

区分
対象

全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目
合計

必修 選択必修 選択 必修
選択

必修 選択
総論 概論

大 妻（ 短 大・ 学 部 ） 7 13 6 0 2 4 *1　4 *2　26 62

大  妻  以  外 � 6 13 6 0 2 4 *1　4 *2　26 61

*1　専門の必修は、「社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ」とする。
*2　‌�日本ソーシャルワーク教育学校連盟または日本介護福祉士養成施設協会に加盟する四年制大学において指定科目の単位を修得した場合は、出身大学が発行

する「単位修得証明書」の提出をもって、専門の選択単位として最大26単位まで個別単位認定する場合がある。但し、個別認定単位数が26単位以下の場合
は、26単位から個別認定単位数を減じた単位数を、専門の選択単位として一括認定する。

*3　社会福祉士および介護福祉士の資格取得を希望する場合は、事前に相談すること。

人間共生学部　共生デザイン学科　

区分
対象

全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目
合計

必修 選択必修 選択 必修
選択

必修 選択
総論 概論

大 妻（ 短 大・ 学 部 ） 7 15 8 0 2 4 *1　4 *2　22 62

大  妻  以  外 6 15 8 0 2 4 *1　4 *2　22 61

*1　専門の必修は、「共生デザイン基礎セミナー」「SDGsセミナー」とする。
*2　‌�日本ソーシャルワーク教育学校連盟に加盟する四年制大学において指定科目の単位を修得した場合は、出身大学が発行する「単位修得証明書」の提出をもっ

て、専門の選択単位として最大26単位まで個別単位認定する場合がある。但し、個別認定単位数が26単位以下の場合は、26単位から個別認定単位数を減じ
た単位数を、専門の選択単位として一括認定する。

*3　精神保健福祉士および職場適応援助者（ジョブコーチ）の資格取得を希望する場合は、事前に相談すること。
   　※�職場適応援助者（ジョブコーチ）…厚生労働指定研修「企業在籍型・訪問型職場適応援助者養成研修」修了認定。精神保健福祉士（受験資格）あるいは社

会福祉士（受験資格）と同時履修が条件。取得まで３年必要。

学
習
に
つ
い
て

1

36



5　社会体験実習の単位認定について

　学外における国内での社会活動について、自由科目として単位認定を受けることができます。ただし卒業要件
の単位には含まれません。

　「企業等体験実習」の単位認定を希望する学生は、社会活動を行う前に学生・就職支援グループに申し出てく
ださい。
　「スクールインターン」、「ボランティア活動」の単位認定を希望する学生は、社会活動を行う前に教育支
援・学事グループに申し出てください。

（１）�１年間に認定できる単位は２単位までです。
（２）�単位を認定するための要件を満たしていても活動内容によっては申請できない場合があります。単位の認

定を希望する学生は、必ず事前に学生・就職支援グループ、もしくは教育支援・学事グループに相談して
ください。

（３）�単位認定を受けられるボランティア活動への参加には、ボランティア保険への加入が必要です。国外ボラ
ンティア活動は保険の補償外になるため単位認定を受けることができません。

（４）認定した単位の評価は、「N」として表示されます。

認定科目
自
由
科
目

企業等体験実習
スクールインターン
ボランティア活動

※単位認定が受けられるのは、１科目につき１回だけです。
※資格証明書や免許証が発行されるものについては、単位認定を受けることはできません。

認定基準と認定単位
活動時間：45 時間で１単位
認定単位上限：年間２単位
活動期間：正規の授業に支障がない期間
必要書類：実習資料、実習証明書、報告書等

申請手続き

認定できる科目

認定基準と認定単位

認定に際しての注意事項
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教育課程について

　ここでは、学部・学科で開講されている授業科目を、それぞれの分類
に従って掲載しています。
　授業科目に関する具体的内容を知るには、シラバスを参照してくださ
い。

全学共通科目··········································································· 41
人間共生学部··········································································· 47
人間共生学部 社会学科··························································· 53
人間共生学部 心理学科··························································· 61
人間共生学部 福祉学科··························································· 75
人間共生学部 共生デザイン学科············································· 91
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全学共通科目　カリキュラム・ポリシー����������������� 42

全学共通科目について������������������������������������������ 43

全学共通科目カリキュラム表��������������������������������� 44

全学共通科目履修方法������������������������������������������ 46
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　本学の教養教育では、各学部に於いてそれぞれの専門の学びを深めることと効果的に接続連携しながら、本学
の使命たる「学び働き続ける自立自存の女性」の育成をめざして、幅広い知識と教養の修得、そのための基礎学
力の涵養と汎用的な能力、多様な視点の獲得を目標とする教育課程を編成します。
　また、学部の相違によって教養教育に違いが生じることの無きよう、科目構成を全学共通カリキュラムとしま
す。
　以下、全学共通科目のカリキュラム・ポリシーを掲げます。

1�．本学を創立した大妻コタカの学びへの願いを理解し、「学び働き続ける自立自存の女性」の具現を目指すた
めに、基礎科目区分を設け、１年次必修科目の「大妻教養講座」ほか、「女性とキャンパスライフ」に関する
科目を配置する。

2�．学びに必要な基礎力を身につけ、主体性、計画力、チームワークといった社会的及び職業的な自立の基盤と
なる基礎的・汎用的能力を広く養うために、基礎科目区分に「リテラシー」「キャリア」に関する科目を配置する。

3�．現代世界の動向ならびに自分そして他者のありようを多様な視点から見つめ、価値観、興味、立場の異なる様々
な他者や複雑化し変化する社会との関係をどのように構築すべきであるかを考える力を養うために、教養科目
区分を設け、「人間と文化」「社会と生活」「自然と科学」に関する科目を配置する。

4�．身体感覚及び情緒能力を養い、言語化されないコミュニケーションや物事の理解の仕方があることを知ると
ともに、他者と共に学ぶことによって自身や他者の情緒や価値観を理解する能力を身につけるために、教養科
目区分に「スポーツ」に関する科目を配置する。

5�．国際化が進む現代社会に対応し得る英語力、コミュニケーション力及び思考のための言語運用能力の向上を
図るために、外国語科目区分を設け、必修科目の英語科目及びその他の外国語科目を配置する。

6�．国内外への留学、また、国内外から本学へ迎え入れる他大学生や地域コミュニティとの交流を通じ、異文化
や日本文化、地域文化への関心を高め、もって文化の多様性を理解するために、地域文化・国際理解科目区分
を設け、必要な科目を配置する。

全学共通科目　教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
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　1年次配当の「大妻教養講座」は本学の特色ある必修科目です。皆さんの母校となる本学がどのような建学の
精神・伝統・特質を持っているかを学び、皆さんが誇りと自信をもって本学での学生生活を送ることができるよ
うに応援します。さらに入学された皆さんが、本学で何をどう学ぶかという入門講座の役割も果たします。また、
大学で開講する「大妻教養講座Ⅱ　卒業生から学ぶ」は 2年次配当の選択科目で、「大妻教養講座」での学びを
踏まえ、卒業生による講演を中心とした授業により将来像のロールモデルを見つけ、大学学修における一助とな
ることを目的としています。

「大妻教養講座」について

　「地域文化理解」・「国際理解（海外研修）」の単位を修得する学生は、本学が指定した地域連携プログラムや留
学プログラムなどに参加し、一定の成績を修めなければなりません。
　なお、履修登録の方法については、通常と異なりますので、UNIPA掲示等で確認してください。

地域文化・国際理解科目について

　自分が所属するキャンパス以外（千代田キャンパス）で開講の全学共通科目を履修することができます。

他キャンパス履修について

　本学と単位互換協定を締結している大学等の科目を履修し修得した単位について、必要に応じて本学開設科目
の「教養特殊講義」あるいは「外国語特殊演習」として、それぞれ教養科目区分、外国語科目区分の単位として
認定されます。

単位互換について

1　全学共通科目について

人 間 共 生 学 部 全学共通科目の選択科目として、社会学科は 9 単位、心理学科は 15 単位、福祉学科は 6 単位、
共生デザイン学科は 8 単位まで認める

　大妻女子大学（四年制）と大妻女子大学短期大学部は、法令上では別の大学として扱われ、全学共通科目も別々
に開講しています。
　しかし、大学と短期大学相互の協力交流を通じて教育課程の充実をはかり、学生の幅広い視野の育成と学習意
欲の向上を目的とした協定を締結することで、一定の範囲内で、お互いの全学共通科目を履修できることになっ
ています。履修できる科目等の詳細は、履修登録期間の掲示等でお知らせします。また、「大妻女子大学短期大
学部単位互換」で修得した単位は、卒業要件として認定できます。

大妻女子大学短期大学部での単位修得について

諸課程履修者に関わる単位の取り扱いについて

　図書館学課程（図書館司書課程）、博物館学芸員課程において修得した単位を以下の表のとおり、卒業要件の
単位数として認めます。
　これにより修得した単位は、卒業に必要な全学共通科目の選択科目の単位数に含めることができます。
　ただし、２つ以上の課程を履修する者は８単位を上限とします。

学　部 対象科目 卒業要件として
認められる単位数

人 間 共 生 学 部
図書館司書課程科目 4単位
博物館学芸員課程科目（全学共通科目除く） 4単位

※�卒業年次において、全学共通科目の選択科目の卒業要件単位数が不足している場合に限り、上記の範囲内
で不足している単位数分のみ認められる。

大妻データサイエンス・AI プログラムについて

　文理を問わず数理・データサイエンス・ＡＩの基礎的な知識・技術について学び、データ分析において重要な概念を
身につけ、身近な問題解決に活かすスキルを持つ人材を育成することを目的とした教育プログラムです。修得した単位
は、卒業必要単位数に算入することができます。また、プログラム修了者には、修了証（オープンバッジ※）を発行します。
教育プログラムの指定科目（合計２科目４単位を修得）
「情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）」（2単位）と「データサイエンス・AI 概論」（2単位）
※�オープンバッジとは、世界共通の技術標準規格に沿って発行されるデジタル証明書です。修得した能力や知識を可視化・証
明することで、学生自身による学習の振り返りやキャリア設計・選択に役立てることができます。また SNSやメール署名、
デジタル履歴書などに貼り付けることができるため、就職活動などでアピールすることも可能です。
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区 分 授　業　科　目　名 単位 期間
講義・
演習等
の別

配当
年次

卒 業 必 要 単 位 数

備考社 会 学 科 心 理 学 科 福 祉 学 科 共生デザイン学科

必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択

基
礎
科
目

Ⅰ
女
性
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

大 妻 教 養 講 座 1 半期 講義 1 1 1 1 1
大妻教養講座Ⅱ　卒業生から学ぶ 1 半期 講義 2
キャンパスライフとメンタルヘルス 2 半期 講義 1･2･3･4
女 性 と 健 康 2 半期 講義 1･2･3･4
ジ ェ ン ダ ー と 社 会 生 活 2 半期 講義 1･2･3･4 2 2 2

3

女 性 史 2 半期 講義 1･2･3･4
リ ー ダ ー シ ッ プ 開 発 2 半期 演習 2・3・4

Ⅱ
リ
テ
ラ
シ
ー

日 本 語 Ａ（ 文 章 表 現 ） 2 半期 講義 1
日 本 語 Ｂ（ 口 頭 表 現 ） 2 半期 講義 1 ･ 2
日 本 語 C （ 読 解 ） 2 半期 講義 1
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作） 2 半期 演習 1 2 2 2 2
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー） 2 半期 演習 1
デ ー タ サ イ エ ン ス・AI 概 論 2 半期 講義 1
Ａ Ｉ 活 用 2 半期 演習 2・3・4

Ⅲ
キ
ャ
リ
ア

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 2 半期 講義 1 ･ 2

2 2 2
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 2 半期 講義 2 ･ 3
キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 2 半期 講義 3 ･ 4 2
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅠ 2 半期 演習 1･2･3･4
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅡ 2 半期 演習 2・3・4

教　
　
養　
　
科　
　
目

Ⅰ
人
間
と
文
化

文 学 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4 　 　
音 楽 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
美 術 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
映 像 ・ 演 劇 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
考 古 学 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
ポピュラー・カルチャーの世界 2 半期 講義 1･2･3･4 2 2
地 域 と 文 化 2 半期 講義 1･2･3･4
言 語 と 文 化 2 半期 講義 1･2･3･4
日 本 の 歴 史 と 文 化 2 半期 講義 1･2･3･4
世 界 の 歴 史 と 文 化 2 半期 講義 1･2･3･4
哲 学 と 思 想 2 半期 講義 1･2･3･4
日 本 文 化 ・ 事 情 2 半期 講義 1･2･3･4 外国人留学生優先

Ⅱ
社
会
と
生
活

子 ど も の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
人 間 の 成 長 と 心 理 2 半期 講義 1･2･3･4
日 本 国 憲 法 2 半期 講義 1･2･3･4
法 律 と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4
政 治 と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4 10 9 2 15 6 8 8
経 済 と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4
メ デ ィ ア と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4
家 族 と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4
福祉と現代社会（ボランティアを含む） 2 半期 講義 1･2･3･4
S D G s と 現 代 社 会 2 半期 講義 1･2･3･4 4

Ⅲ
自
然
と
科
学

数 学 の 世 界 2 半期 講義 1･2･3･4
生 活 の 物 理 2 半期 講義 1･2･3･4
生 活 の 化 学 2 半期 講義 1･2･3･4

2
科 学 と 環 境 2 半期 講義 1･2･3･4
生 命 の 科 学 2 半期 講義 1･2･3･4
宇 宙 の 科 学 2 半期 講義 1･2･3･4
人 類 の 進 化 2 半期 講義 1･2･3･4
自 然 科 学 の 歴 史 2 半期 講義 1･2･3･4

Ⅳ
ス
ポ
ー
ツ

ス ポ ー ツ Ａ 1 半期 実技 1･2･3･4

2 1

ス ポ ー ツ Ｂ 1 半期 実技 1･2･3･4
ス ポ ー ツ Ｃ 1 半期 実技 1･2･3･4
ス ポ ー ツ Ｄ 1 半期 実技 1･2･3･4
シ ー ズ ン ・ ス ポ ー ツ 1 半期

（一部集中） 実技 1･2･3･4
ス ポ ー ツ と 健 康 2 半期 講義 1･2･3･4
レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2 半期 講義 1･2･3･4
レ ク リ エ ー シ ョ ン 実 技 1 半期 実技 1･2･3･4

（令和８年度入学生から適用）

2　全学共通科目カリキュラム表
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区 分 授　業　科　目　名 単位 期間
講義・
演習等
の別

配当
年次

卒 業 必 要 単 位 数

備考社 会 学 科 心 理 学 科 福 祉 学 科 共生デザイン学科

必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択

外
国
語
科
目

英 語 Ⅰ Ａ 1 半期 演習 1
英 語 Ⅰ Ｂ 1 半期 演習 1
英 語 Ⅰ Ｃ 1 半期 演習 1 6 6 6 6
英 語 Ⅰ Ｄ 1 半期 演習 1
英 語 Ⅱ Ａ 1 半期 演習 2
英 語 Ⅱ Ｂ 1 半期 演習 2
英 語 Ⅱ Ｃ 1 半期 演習 2
英 語 Ⅱ Ｄ 1 半期 演習 2
英 語 Ⅲ Ａ 1 半期 演習 2
英 語 Ⅲ Ｂ 1 半期 演習 2
フ ラ ン ス 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2
フ ラ ン ス 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
フ ラ ン ス 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
フ ラ ン ス 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
ド イ ツ 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2
ド イ ツ 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
ド イ ツ 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
ド イ ツ 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
ス ペ イ ン 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2
ス ペ イ ン 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
ス ペ イ ン 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
ス ペ イ ン 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
ロ シ ア 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2

千代田
キャン
パスの
み開講

ロ シ ア 語 Ⅱ 1 半期 演習 1・2
ロ シ ア 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
ロ シ ア 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
中 国 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2
中 国 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
中 国 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
中 国 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
韓 国 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2
韓 国 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
韓 国 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
韓 国 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3
日 本 語 Ⅰ 1 半期 演習 1 ･ 2

外国人
留学生
対象

日 本 語 Ⅱ 1 半期 演習 1 ･ 2
日 本 語 Ⅲ 1 半期 演習 2 ･ 3
日 本 語 Ⅳ 1 半期 演習 2 ･ 3

地
域
文
化
・
国
際
理
解
科
目

地 域 文 化 理 解 Ⅰ 2 集中 演習 1･2･3･4
地 域 文 化 理 解 Ⅱ 2 集中 演習 1･2･3･4
地 域 文 化 理 解 Ⅲ 2 集中 演習 1･2･3･4
国 際 理 解（ 海 外 研 修 ） Ⅰ 2 集中 演習 1･2･3･4
国 際 理 解（ 海 外 研 修 ） Ⅱ 2 集中 演習 1･2･3･4
国 際 理 解（ 海 外 研 修 ） Ⅲ 2 集中 演習 1･2･3･4
国 際 理 解（ 海 外 研 修 ） Ⅳ 1 集中 演習 1･2･3･4
国 際 理 解（ 海 外 研 修 ） Ⅴ 1 集中 演習 1･2･3･4

最低履修単位数
7 16 9 7 14 15 7 13 6 7 15 8

32 36 26 30
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社会学科
次のように科目を履修し、合計 32単位以上を修得してください。
①　必修科目（計７単位）
　ア　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」（１単位）を履修してください。
　イ　外国語科目の「英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅠＣ・ⅠＤ・ⅡA・Ⅱ B」（計６単位）を履修してください。
②　選択必修科目（計 16単位）
　ア�　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」「大妻教養講座Ⅱ 卒業生から学ぶ」以

外の２単位、「Ⅱリテラシー」から２単位、「Ⅲキャリア」から２単位を履修してください。
　イ　教養科目から 10単位を履修してください。
③　選択科目（計９単位以上）
　基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の中から必修科目と選択必修科目で履修した科
目以外で９単位以上を履修してください。

全学共通科目履修方法

心理学科
次のように科目を履修し、合計 36単位以上を修得してください。
①　必修科目（計７単位）
　ア　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」（１単位）を履修してください。
　イ　外国語科目の「英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅠＣ・ⅠＤ・ⅡA・Ⅱ B」（計６単位）を履修してください。
②　選択必修科目（計 14単位）
　ア�　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」「大妻教養講座Ⅱ 卒業生から学ぶ」以

外の２単位、「Ⅱリテラシー」から２単位、「Ⅲキャリア」から２単位を履修してください。
　イ�　教養科目の「Ⅰ人間と文化」から２単位、「Ⅱ社会と生活」から２単位、「Ⅲ自然と科学」から２単位、
「Ⅳスポーツ」から２単位を履修してください。

③　選択科目（計 15単位以上）
　基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の中から必修科目と選択必修科目で履修した科
目以外で 15単位以上を履修してください。

福祉学科
次のように科目を履修し、合計 26単位以上を修得してください。
①　必修科目（計７単位）
　ア　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」（１単位）を履修してください。
　イ　外国語科目の「英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅠＣ・ⅠＤ・ⅡA・Ⅱ B」（計６単位）を履修してください。
②　選択必修科目（計 13単位）
　ア‌�　基礎科目の、「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」「大妻教養講座Ⅱ 卒業生から学ぶ」

以外の２単位、「Ⅱリテラシー」から２単位、「Ⅲキャリア」から２単位を履修してください。
　イ�　教養科目の「Ⅰ人間と文化」から２単位、「Ⅱ社会と生活」および「Ⅲ自然と科学」から４単位、「Ⅳス

ポーツ」から１単位を履修してください。
③　選択科目（計６単位以上）
　‌�基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の中から、必修科目と選択必修科目で履修した
科目以外で６単位以上を履修してください。

共生デザイン学科
次のように科目を履修し、合計 30単位以上を修得してください。
①　必修科目（計７単位）
　ア　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」（１単位）を履修してください。
　イ　外国語科目の「英語ⅠＡ・ⅠＢ・ⅠＣ・ⅠＤ・ⅡA・Ⅱ B」（計６単位）を履修してください。
②　選択必修科目（計 15単位）
　ア�　基礎科目の「Ⅰ女性とキャンパスライフ」から「大妻教養講座」以外の３単位、「Ⅱリテラシー」から２単位、
「Ⅲキャリア」から２単位を履修してください。

　イ　教養科目から８単位を履修してください。
③　選択科目（計８単位以上）
　基礎科目、教養科目、外国語科目、地域文化・国際理解科目の中から必修科目と選択必修科目で履修した科
目以外で８単位以上を履修してください。
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人間共生学部　教育研究上の目的
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　大学の教育目的に則し、社会学、心理学、福祉学等を基盤に、基礎から応用・実践に至るまで幅広く学習する
ことを通じて、多様な人々と共生し協働するための知識とコミュニケーション能力、すぐれた問題解決能力、実
践力を備えた人材を育成し、共生社会の実現に資することを教育研究上の目的とする。

　学部の教育目的に則し、社会学の基礎的知識および社会調査の基礎的スキルを学ぶ科目から、得られた知識・
スキルを応用する演習・セミナー科目まで幅広く学習することを通じて、この社会のさまざまな人々と共に生き
ていくためのコミュニケーション能力、多角的・論理的・創造的にものごとに取り組んで問題を解決していく能力、
人々や社会に積極的にかかわろうとする興味関心と意欲からなる実践力を備えた人材の育成を教育研究上の目的
とする。

　人間共生学部では、以下の要件や能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し、学士の学位
を授与します。

〈知識・技能〉
１．深く幅広い知識と教養を修得し、自らを高める努力をする習慣を身につけている。
２．人間及び社会の多様性を多面的、総合的に理解するための知識と基礎的な語学力、国際感覚を身につけてい
る。
３．ジェネラリストとして、各々の時代が抱える様々な問題に気づき、当事者の立場にたって理解し、解決方法
を考えることができる。また、スペシャリストとして、社会学、心理学、社会福祉学等の学問を基盤に、専門
的な解決方法を探求するための知識と技術を身につけている。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．家庭、職場、地域社会、国際社会等において、人々と共生・協働し、問題を解決していくための方法、それ
を実践するための自己決定力、行動力を身につけている。
２．多様性を受け入れる価値観と、多様な人々と積極的に協力する姿勢、および実践的なコミュニケーション能
力を身につけている。

〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．グローバル化、多様化が進む社会の中で、価値観や文化、意見の異なる多様な人々と関わりながら、共生社
会の実現に向けて、社会や組織の中で自らの役割を果たすことができる。

人間共生学部　卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　人間共生学部では、卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー）に掲げた目標を達成するために、次のよ
うな教育を行います。

〈知識・技能〉
１．深く幅広い知識と教養を修得し、情報へのアクセス方法を身につけるため、教養や IT スキル等に関する全
学共通科目を設置する。
２．人間や社会の多様性、人間の共生のあり方について、さまざまな学問領域から理解するため、「人間共生」
に関する学部共通科目を設置する。
３．ジェネラリストとしての知識を身につけるため、専門領域の周辺にある学問を基盤にした科目を設置する。
４．スペシャリストとしての知識と技術を身につけるため、社会学、心理学、社会福祉学を基盤とした科目、及
び人間の共生に関する実践的・学際的な専門教育科目を設置する。
５．コミュニケーションの基礎となる英語及びその他の語学に関する科目を設置する。特に英語では、ネイティ
ブの教師と英語でコミュニケ―ションを取り、自国や他国の社会・文化等を説明することを通して国際感覚を
身につける。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．主体的に探究し、読解力、思考力、コミュニケーション力を高め、自らの考えを文字や口頭で論理的に表現
する力を養うため、少人数のセミナー形式、演習形式の授業を設置する。
２．協働力をつけるために国内外での学外研修の実施や識者を招いての学内研修を行う。
３．スペシャリストとして、社会的な課題に接近し、解決方法を考え、調査・実践する力を修得するため、演習・
実習形式の専門教育科目を設置する。

〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．４年間の学びの集大成として、自らの知識、考えを総合的に卒業論文として表現し、他者とのコミュニケー
ションを通して自己理解を深める。

人間共生学部　教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
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1　グローバル共生プログラムについて

　人間共生学部は、人間及び社会の多様性を多面的、総合的に理解するための知識と基礎的な語学力、国際感覚
を身につけ、グローバル化、多様化が進む社会の中で、価値観や文化、意見の異なる多様な人々と関わりながら、
共生社会の実現に向けて、社会や組織の中で自らの役割を果たすことができる人材の育成を目指しています。
　その一環として、学部共通のグローバル共生プログラムを設置し、以下の力を涵養します。
　国内外を問わず、将来グローバルに活躍したいと考えている学生に本プログラムの履修を推奨します。
　（1）�国内外を問わず、グローバル社会で活躍する上で必要な実践的コミュニケーション能力。（TOEIC 700

点を目標）
　（2）�異文化理解、国際政治・国際経済の理解、国際的な社会課題の理解等、グローバル化に対応するために

必要な教養および専門的知識。
　（3）�様々な国籍・人種の人々が職場や地域社会で共生、協働できる関係性を築くためのリーダーシップ、調

整役としての力。
　（4）�これらの力を有していることを自らの体験に基づいて、英語で表現する力。
　グローバル共生プログラムでは、所定の単位を修得し、さらに「Final Presentation」に参加して、自らの学
びを英語で発表することにより、グローバル共生プログラムを修了したことを認定し、「大学オープンバッジ（デ
ジタル証明書）※」を発行します。
※�オープンバッジとは、世界共通の技術標準規格に沿って発行されるデジタル証明書です。修得した能力や知識を可視化・証明する
ことで、学生自身による学習の振り返りやキャリア設計・選択に役立てることができます。また SNSやメール署名、デジタル証明
書などに貼り付けることができるため、就職活動などでアピールすることも可能です。

グローバル共生プログラムについて

　人間共生学部　社会学科、心理学科、福祉学科、共生デザイン学科
グローバル共生プログラムを履修できる学部・学科

　（1）履修希望者への説明会及びガイダンスへの参加
　1年次前期のプログラム説明会、及び 1年次後期の選抜に関するガイダンスを開催する。1年次後期のプ
ログラム履修選抜ガイダンスに必ず出席してください。このガイダンスに遅刻または欠席した者は、プログ
ラムの履修はできません。

　（2）次の要件を満たすこと。
・�1 年次に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅠＣ」「英語ⅠＤ」を履修済みであること（後期開講科目については、
履修登録していること。単位が取れなかった場合は、2年次になった時にプログラムの履修を不可とする）
・1年次終了時点で、通算GPA2.30 以上であること

履修資格取得の方法

　履修の許可を得た者は、指定された期間内に「グローバル共生プログラム履修届」を提出してください。
　また、履修決定後に履修説明会を実施し、事前に履修希望科目申請書を提出します。説明会には必ず出席して
ください。指定された期間内に手続きを完了しなかった場合は、次年度のプログラム科目履修ができません。

希望票の提出

　（1）毎年（2・3・4年）、年2回のTOEIC試験（前期：IPテスト、後期：公開テスト）を受験する費用（実費）。
　（2）�選択必修科目「Malaysian Cultural CampⅠ」、「Malaysian Cultural CampⅡ」（社会学科・心理学科・

福祉学科対象）もしくは「グローバル共生フィールドワークⅠ」「グローバル共生フィールドワークⅡ」（共
生デザイン学科対象）の渡航に係る費用（実費）。

プログラム履修に係る費用

　（1）必修科目6単位、選択必修科目6単位、選択科目10単位を修得すること。
　（2）所定の単位修得後、「Final Presentation」で自らの学びを英語でプレゼンテーションすること。

※�プログラム科目は、各学科が定める他学科履修の条件に関係なく履修できます。また、修得した単位は、原則、所属する学科の
卒業要件に含めることができます。詳細は、各学科に必ず確認してください。

プログラム修了に必要な科目および単位数

　グローバル共生プログラムに関しては、人間共生学部共生デザイン学科が担当しますので、詳細については共
生デザイン学科共同研究室にお問い合わせください。
　共生デザイン学科共同研究室は多摩キャンパス 6号館 4階にあります。

その他
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グローバル共生プログラム授業科目一覧

区 分 授　業　科　目　名 配当
年次 期間 講義・演習

等の別
卒 業 必 要 単 位 数

授業科目開講学科※・卒業に必要な単位数等
必修 選択必修 選択

必　

修

国 際 関 係 論 1 半期 講義 2 共デ

文 化 人 類 学 1 半期 講義 2 社会・共デ （注１）

国 際 共 生 と 社 会 課 題 2 半期 講義 2 共デ （6）

選
択
必
修

グローバル共生フィールドワークⅠ 2 半期 講義・演習 2 共デ
　6

グローバル共生フィールドワークⅡ 2 集中 講義・演習 4 共デ

Malaysian Cultural Camp Ⅰ 1・2・3・4 集中 講義・演習 2 社会・心理・福祉
　6

Malaysian Cultural Camp Ⅱ 1・2・3・4 集中 講義・演習 4 社会・心理・福祉 （6）

選　
　
　
　

択

マ イ ノ リ テ ィ と 社 会 問 題 1 半期 講義 2 共デ

エ ス ニ シ テ ィ 論 2 半期 講義 2 共デ

ア イ デ ン テ ィ テ ィ 論 2 半期 講義・演習 2 共デ

グ ロ ー バ ル 企 業 戦 略 と 社 会 2 半期 講義 2 共 デ

ダイバーシティとインクルージョン 2 半期 講義 2 共デ

異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2 半期 講義・演習 2 共 デ

国 際 協 力 実 践 論 3 半期 講義・演習 2 共デ

政 策 デ ザ イ ン と ガ バ ナ ン ス 3 半期 講義 2 共デ

国 際 経 済 論 3 半期 講義 2 共デ

Human Diversity Studies 3 半期 演習 2 共デ

差 別 と マ イ ノ リ テ ィ 2・3・4 半期 講義 2 社会

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
Engl i sh  Communicat ion 2・3・4 半期 演習 2 社会・福祉・共デ

心理
※1

（注２）

ビ ジ ネ ス 英 語
B u s i n e s s  E n g l i s h 2・3・4 半期 演習 2 社会・福祉・共デ

心理 （注３）

英 語 Ⅱ C 2 半期 演習 1 全学

※2
英 語 Ⅱ D 2 半期 演習 1 全学

英 語 Ⅲ A 2 半期 演習 1 全学

英 語 Ⅲ B 2 半期 演習 1 全学

異 文 化 理 解 Ⅰ 1・2・3・4 ― ― 2 ―
※3　

留学認定科目（注４）

異 文 化 理 解 Ⅱ 1・2・3・4 ― ― 2 ― 　　 留学認定科目（注４）�（10）
※社会…社会学科の開講科目　心理…心理学科の開講科目　福祉…福祉学科の開講科目　共デ…共生デザイン学科の開講科目　全学…全学共通科目

（注１）�社会学科の学生は、社会学科で開講される「文化人類学」を履修すること。心理学科、福祉学科、共生デザイン学科の学生は、共生デザイン学科で開講さ
れる「文化人類学」を履修すること。

（注２）社会学科・福祉学科・共生デザイン学科の学生は「英語コミュニケーション」、心理学科の学生は「English Communication」を履修すること。
（注３）社会学科・福祉学科・共生デザイン学科の学生は「ビジネス英語」、心理学科の学生は「Business English」を履修すること。
（注４）「異文化理解Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得しようとする者は、大妻女子大学が行っている海外留学・研修プログラム等に参加し、一定以上の成績を修めること。
（注５）※１・※２・※３はそれぞれ 2 単位までを選択科目の単位とすることができる。
（注６）所定の単位取得後、手続きを取り「Final Presentation」で学びの成果を英語でプレゼンテーションする。
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　レクリエーション・インストラクターは、公益財団法人日本レクリエーション協会が認定している資格です。
　本学はレクリエーション・インストラクター養成校として認定され、在学中に資格取得が可能です。
　レクリエーション・インストラクターとは、様々な地域において、多様なレクリエーション活動を日常的に楽
しめる機会や環境を提供する支援者のことです。
　活動内容としては、都道府県や市町村のレクリエーション協会などと力を合わせて、地域の人々が気持ちよく
生活できるように、スポーツやカルチャー、福祉分野や野外活動、芸術・文化・学習活動などを通じて、地域を
活性化したり、健やかに暮らせるように心とからだをリフレッシュしたり、楽しみながら自然と共生する生き方
を提案するなど、様々な人々のレクリエーション活動を支援・指導することになります。

2　レクリエーション・インストラクター資格取得について

レクリエーション・インストラクターについて

人間共生学部 社会学科・心理学科・福祉学科・共生デザイン学科
レクリエーション・インストラクター資格を取得できる学部・学科

　レクリエーション論とレクリエーション実技、スポーツA〜Dおよびシーズン・スポーツは、全学共通科目
に開講されていますので、各自履修してください。
　現場実習は、教職課程（※１）を履修する場合は、教育実習等が現場実習の学外実習単位として認められます。
事業参加の単位については、東京都または居住地のレクリエーション協会が主催する事業に各自で参加すること
によって修得することができます。
　なお、多摩キャンパスの学生は、現場実習ができる場所・施設等（公益財団法人日本レクリエーション協会が
認定している実習先）で単位を修得することもできます。
　実習先については、随時スポーツ教育研究室からも情報提供いたします。
　（※１）　多摩キャンパスでは開講されていません。

履修方法

登録料（２年ごとの更新）　17,600 円
※金額が変更となる場合がありますので、一応の目安としてください。

資格取得に係る経費

　レクリエーション・インストラクター資格取得に関しては、スポーツ教育研究室が担当していますので、詳細
についてはスポーツ教育研究室にお問い合わせください。スポーツ教育研究室は多摩キャンパス５号館１階にあ
ります。

その他

資格取得に必要な科目及び単位数
　レクリエーション論（２単位）
　レクリエーション実技（１単位）
　スポーツＡ〜D（１単位）
　シーズン・スポーツ（１単位）
　現場実習（学外実習１単位または事業参加１単位）

の内、いずれか１単位
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社会学科　教育研究上の目的

　社会学科では、以下の要件や能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し、学士の学位を授
与します。

〈知識・技能〉
１．時代や場所によって異なる社会現象の複雑さに気づき、社会で生きる人々の生のさまざまなあり方を当事者
の立場にたって理解することができる。
２．社会学の専門知識・技術を基盤に、学術的エビデンスを活用して社会問題の実情・背景について理解するこ
とができる。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．卒業後の人生におけるさまざまな場面において、そこで出会うさまざまな人々と共生・協働し、目の前で起
きていることから社会問題までを解決していくための論理的思考枠組、学術的エビデンスにもとづく解決方法、
それを実践するための自己決定力と行動力を身につけている。
２．社会で生きる人々の生のさまざまなあり方を受け止めて考える能力、人々や社会をよりよいものにするべく
適切な判断を行う力、および自分と立場の異なるさまざまな人と建設的なコミュニケーションを行う能力を身
につけている。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．階層やライフスタイルなど、各種の社会的属性が異なる人々とかかわりながら、互いに分断や排除に至るこ
となく共に生きていくことができるよう、社会や組織の中で自らの役割を果たすことができる。

　学部の教育目的に則し、社会学の基礎的知識および社会調査の基礎的スキルを学ぶ科目から、得られた知識・
スキルを応用する演習・セミナー科目まで幅広く学習することを通じて、この社会のさまざまな人々と共に生き
ていくためのコミュニケーション能力、多角的・論理的・創造的にものごとに取り組んで問題を解決していく能力、
人々や社会に積極的にかかわろうとする興味関心と意欲からなる実践力を備えた人材の育成を教育研究上の目的
とする。

卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　社会学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために、次のよう
な教育を行います。

〈知識・技能〉
１．社会学の専門知識・技術を身につけ、それらをさまざまな社会問題の解決に活用する能力を育成するため、「社
会学コア」科目群を中心に据え、「ジェンダーとダイバーシティ」「文化とメディア」「社会問題とインクルージョ
ン」の３つの領域に特化した科目群を講義系専門教育科目として設置する。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．思考力、読解力、自律的に探究・判断する力、コミュニケーション力を高め、自らの考えを文字や口頭で論
理的に表現する力を養うため、１年次に「社会学基礎セミナーⅠ・Ⅱ」、２年次に「現代社会論セミナーⅠ・Ⅱ」、
３年次に「社会学セミナーⅠ・Ⅱ」、４年次に「社会学セミナーⅢ・Ⅳ」と、少人数セミナー形式の授業を各
年次必修とする。
２．スペシャリストとして、社会的な課題に接近し、適切な解決方法を考え、調査・実践する力を修得するため、
２年次には演習・実習形式の専門教育科目「社会調査及び演習Ⅰ・Ⅱ」を必修とする。

〈主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．4年間の学びの集大成として、また他者とのコミュニケーションを通して、自らの問題意識、それにもとづ
く社会調査・考察を主体的に深化・総合して「卒業論文」として表現し、自己理解と社会に対する洞察力・貢
献意識を深める。

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
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3　卒業論文について

　ａ　人間共生学部の学生が卒業するためには、「卒業論文」を提出しなければならない。
　ｂ　「卒業論文」を履修するための条件は以下のとおりとする。
　　（１）３年以上在学していること。
　　（２）「社会学セミナーⅡ」の単位を修得していること。
　　（３）原則として指導教員の担当する「社会学セミナーⅢ・Ⅳ」（４年次）を履修すること。
　ｃ　「卒業論文」を履修登録する時期は以下のとおりとする。
　　（１）「卒業論文」は原則として４年次前期の履修登録期間に登録するものとする。
　　（２）�留年者で４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしている者が、前期に休学または留

学により履修登録をしなかった場合、後期の追加履修登録により卒業要件を満たす者は、「卒業論文」
の後期追加登録を認める。

　　（３）�留年者で前期履修登録期間に「卒業論文」を履修し、かつ、前期に「卒業論文」を提出することで前
期末卒業が見込まれる者は、指導教員の許可を得た上で、前期中の所定の提出期間内に「卒業論文」
を提出し、審査を受けることができる（期間は別途連絡する）。

1　1年間の履修登録単位数の上限

学　科
履修登録単位数の上限

1 学年 2 学年 3 学年 4 学年

社会学科 44 45 45 45

（令和８年度入学生から適用）

※諸課程科目及び人間共生学部の学外実習科目は、この単位に含まれません。

2　標準履修単位数

　本学では、各学年において履修すべき単位の標準（目安）を定めています。卒業年次生は、標準履修単位数が
卒業要件となりますので、注意してください。

区分
学年

全学共通
小計

学部共通 専門教育
小計 合計必修 選択必修 選択 必修 選択必修 必修 選択

（内選択必修）
1 学年 5 14 0 19 6 6 8 （0） 0 20 39
2 学年 7 16 9 32 6 6 16 （0） 20 48 80
3 学年 7 16 9 32 6 6 20 （4） 50 82 114
4 学年 7 16 9 32 6 6 30 （4） 52 94 126

（令和８年度入学生から適用）
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4　人間共生学部　社会学科　専門教育科目

（令和８年度入学生から適用）

区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
必修 選択

(◆印は社会調査士
資格取得に必要な科
目▽印は他専攻・他
学科履修可能科目)

学

部

共

通

科

目

必　
修

人 間 共 生 総 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 （6）

選　

択

人 間 共 生 総 論 Ⅱ 1 半期 講義 2
人 間 共 生 総 論 Ⅲ 1 半期 講義 2 　2
人 間 共 生 総 論 Ⅳ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 　

4

共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 （6）

専

門

教

育

科

目

必　

修

社 会 調 査 講 義 Ⅰ 1 半期 講義 2 ◆ ▽
社 会 調 査 講 義 Ⅱ 1 半期 講義 2 ◆ ▽
社 会 学 基 礎 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 半期 演習 2
社 会 学 基 礎 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 半期 演習 2
社 会 調 査 及 び 演 習 Ⅰ 2 半期 講義 ･ 演習 2 ◆
社 会 調 査 及 び 演 習 Ⅱ 2 半期 講義 ･ 演習 2 ◆
現 代 社 会 論 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 半期 演習 2
現 代 社 会 論 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 半期 演習 2
社 会 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 3 半期 演習 2 注（4）
社 会 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 3 半期 演習 2 社会学セミナーⅠ
社 会 学 セ ミ ナ ー Ⅲ 4 半期 演習 2 社会学セミナーⅡ
社 会 学 セ ミ ナ ー Ⅳ 4 半期 演習 2 社会学セミナーⅢ
卒 業 論 文 4 半期 － 6 社会学セミナーⅡ （30）

選
択
必
修

特　

論

ジェンダーとダイバーシティ特論Ⅰ 3 半期 講義 2
ジェンダーとダイバーシティ特論Ⅱ 3 半期 講義 2
文 化 と メ デ ィ ア 特 論 Ⅰ 3 半期 講義 2
文 化 と メ デ ィ ア 特 論 Ⅱ 3 半期 講義 2 　

4

社会問題とインクルージョン特論Ⅰ 3 半期 講義 2
社会問題とインクルージョン特論Ⅱ 3 半期 講義 2

選　
　
　
　
　
択

社
会
学
コ
ア

基 礎 統 計 学 Ⅰ 1 半期 講義 ･ 演習 2 ◆ ▽
基 礎 統 計 学 Ⅱ 1 半期 講義 ･ 演習 2 ◆ ▽
現 代 社 会 理 論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
社 会 学 史 2・3・4 半期 講義 2 ▽
社 会 調 査 特 論 Ⅰ 3 半期 講義 2 ◆ ▽
社 会 調 査 特 論 Ⅱ 3 半期 講義 2 ◆ ▽

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

家 族 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
ジ ェ ン ダ ー の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
ラ イ フ コ ー ス 論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
ケ ア の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
生 と 死 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
メンタルヘルスの社会学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
恋 愛 と 結 婚 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
男 性 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
セクシュアリティの社会学 2・3・4 半期 講義 2 ▽

文
化
と
メ
デ
ィ
ア

映 像 と 表 象 2・3・4 半期 講義 2 ▽
現 代 メ デ ィ ア 論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
現 代 に お け る 宗 教 2・3・4 半期 講義 2 ▽
サブカルチャーの社会学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
身体とファッションの社会学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
情 報 社 会 論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
文 化 人 類 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
若 者 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
観 光 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
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区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
必修 選択

(◆印は社会調査士
資格取得に必要な科
目▽印は他専攻・他
学科履修可能科目)

専

門

教

育

科

目

選　

択

社
会
問
題
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

都 市 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
医 療 と 文 化 2・3・4 半期 講義 2 ▽
環 境 と コ ミ ュ ニ テ ィ 2・3・4 半期 講義 2 ▽
現 代 に お け る 労 働 2・3・4 半期 講義 2 ▽
子 ど も と 教 育 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
ボ ラ ン テ ィ ア の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
格 差 と 不 平 等 の 社 会 学 2・3・4 半期 講義 2 ▽
差 別 と マ イ ノ リ テ ィ 2・3・4 半期 講義 2 ▽

外
国
語

ビ ジ ネ ス 英 語 2・3・4 半期 演習 2
英語コミュニケーション 2・3・4 半期 演習 2

留
学
認
定
科
目

MalaysianCulturalCampⅠ 1･2･3･4 集中 講義 ･ 演習 2
MalaysianCulturalCampⅡ 1･2･3･4 集中 講義 ･ 演習 4
異 文 化 理 解 Ⅰ 1･2･3･4 － － 2
異 文 化 理 解 Ⅱ 1･2･3･4 － － 2 （52）

a　履修について
注（1）	学部共通科目の選択必修科目について、要件を超えて修得した単位を４単位まで、専門教育科目（選択）

の卒業要件の単位とすることができる。
注（2）	人間共生学部の他学科が履修を可とした科目（▽がついている科目）および専門特殊講義を 24単位以

内で履修し、専門教育科目（選択）の卒業要件の単位とすることができる（専門特殊講義については
12単位を上限とする）。ただし、開設科目と同一名の他学科科目の履修は認めない。

注（3）	人間共生学部の他学科が社会学科の専門教育科目を履修する場合、「人間共生総論Ⅰ」「社会学概論Ⅰ」「社
会学概論Ⅱ」を修得済みであることを条件とする。

注（4）	「社会学セミナーⅠ」は「社会学概論Ⅰ」「社会学概論Ⅱ」「社会学基礎セミナーⅠ」「社会学基礎セミナー
Ⅱ」「社会調査講義Ⅰ」「社会調査講義Ⅱ」の単位を修得済みであることを条件とする。

注（5）	大妻女子大学が行っている海外留学・研修プログラム等に参加する学生については、留学の時期に応じ
て先修条件の適用を別途考慮する。

注（6）	全学共通科目の選択科目について、要件を超えて修得した単位を 6単位まで、専門教育科目（選択）の
卒業要件の単位とすることができる。

	 ただし、これは諸課程（図書館司書課程、博物館学芸員課程）において修得した単位および他大学の単
位互換制度を利用して修得した単位（「教養特殊講義」、「外国語特殊演習」）を除外したうえで、全学共
通科目の修得単位が要件を越えていた場合にのみ適用される。

b　留学認定科目について
（1）�「Malaysian Cultural CampⅠ」「Malaysian Cultural CampⅡ」は、人間共生学部が主催するMalaysian 

Cultural Campに参加する者に限り履修可能とする。履修を希望する者は、所定の期間内に開催される説
明会に参加すること。また、対象科目は履修登録単位数の上限には含めない。

（2）�「異文化理解Ⅰ」「異文化理解Ⅱ」の単位を修得しようとする者は、大妻女子大学が行っている海外留学・
研修プログラム等に参加し、一定以上の成績を修めること。

c　資格取得について
社会調査士資格取得希望者は同資格に係る項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。

d　全学共通科目について
全学共通科目の授業科目および卒業要件は該当する項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。
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人 間 共 生 学 部 　 社 会 学 科

　社会学の知識および社会調査のスキルを学ぶことを通して、多様な人々と共生し協働するためのコミュニケー
ション能力、問題解決能力など、人間関係における実践力を養う。

教育目標

〈知識および技能〉
１．社会で生きる人々の生のさまざまなあり方や社会現象に幅広く興味関心をもち、多角的な観点から深く掘
り下げて考える意欲をもっている学生。
２．自分以外のさまざまな人の意見を丁寧に聞き、理解し、互いに協力し合いながら問題解決に取り組むこと
ができる学生。

学科が求める学生像

１年次には基礎科目・教養科目、学部共通科目、専門教育の基礎科目を中心に履修する。
２年次には専門教育科目を中心に履修する。
３年次には専門教育科目を中心に履修し、卒業論文作成の準備を行う。
４年次には卒業論文の完成に向けての学習を行う。

４年間の学び

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座
数学の世界
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

人間共生総論Ⅰ
社会学概論Ⅰ・Ⅱ

社会学基礎セミナーⅠ・Ⅱ
社会調査講義Ⅰ・Ⅱ
基礎統計学Ⅰ・Ⅱ

２
年

AI活用
英語ⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD

社会調査及び演習Ⅰ・Ⅱ
現代社会論セミナーⅠ・Ⅱ
社会学史

３
年

社会学セミナーⅠ・Ⅱ
社会調査特論Ⅰ・Ⅱ
現代社会理論

４
年

社会学セミナーⅢ・Ⅳ
卒業論文

備
考

その他の基礎科目と教養科目も履修する その他の学部共通科目も履修する その他の専門教育科目も履修する
また選択必修科目の中からいずれか４単位履修す
ること

社会学の理論と方法について中心的に学ぶ

履修モデル

　本学では、目標や学びたいことに合わせて科目選択をすることが可能です。
　各学科で目的別に４年間の履修モデルを紹介しています。履修モデルを参考に自分の目的に合わせたオリジナ
ルな履修計画を立ててください。
　※履修科目は一例です。卒業するためには、修業年限を満たし、各学科で定められた「卒業要件単位数」を修得しなければなりません。

5　履修モデル
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座
音楽の世界
ポピュラー・カルチャーの世界
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

人間共生総論Ⅰ
社会学概論Ⅰ・Ⅱ

社会学基礎セミナーⅠ・Ⅱ
社会調査講義Ⅰ・Ⅱ
Malaysian Cultural Camp Ⅰ・Ⅱ

２
年

AI活用
英語ⅡA・ⅡB

社会調査及び演習Ⅰ・Ⅱ
現代社会論セミナーⅠ・Ⅱ
現代メディア論
身体とファッションの社会学
若者の社会学
観光社会学

３
年

社会学セミナーⅠ・Ⅱ
文化とメディア特論Ⅰ・Ⅱ
サブカルチャーの社会学

４
年

社会学セミナーⅢ・Ⅳ
卒業論文

備
考

その他の基礎科目と教養科目も履修する その他の学部共通科目も履修する その他の専門教育科目も履修する

文化とメディアについて学ぶ

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座
キャンパスライフとメンタルヘルス
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

人間共生総論Ⅰ
社会学概論Ⅰ・Ⅱ

社会学基礎セミナーⅠ・Ⅱ
社会調査講義Ⅰ・Ⅱ

２
年

ジェンダーと社会生活
AI活用
英語ⅡA・ⅡB

社会調査及び演習Ⅰ・Ⅱ
現代社会論セミナーⅠ・Ⅱ
ジェンダーの社会学
家族社会学

３
年

女性史 社会学セミナーⅠ・Ⅱ
セクシュアリティの社会学
男性学
ジェンダーとダイバーシティ特論Ⅰ・Ⅱ

４
年

社会学セミナーⅢ・Ⅳ
卒業論文

備
考

その他の基礎科目と教養科目も履修する その他の学部共通科目も履修する その他の専門教育科目も履修する

ジェンダーとダイバーシティについて学ぶ

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

大妻教養講座
日本国憲法
SDGSと現代社会
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

人間共生総論Ⅰ
社会学概論Ⅰ・Ⅱ

社会学基礎セミナーⅠ・Ⅱ
社会調査講義Ⅰ・Ⅱ

２
年

AI活用
英語ⅡA・ⅡB

社会調査及び演習Ⅰ・Ⅱ
現代社会論セミナーⅠ・Ⅱ
ボランティアの社会学
環境とコミュニティ

３
年

社会学セミナーⅠ・Ⅱ
社会問題とインクルージョン特論Ⅰ・Ⅱ
格差と不平等の社会学
差別とマイノリティ

４
年

社会学セミナーⅢ・Ⅳ
卒業論文

備
考

その他の基礎科目と教養科目も履修する その他の学部共通科目も履修する その他の専門教育科目も履修する

社会問題とインクルージョンについて学ぶ
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6　社会調査士資格取得について（社会学科）

　「社会調査士」とは、社会調査に関する基礎的な知識・技能、相応の応用力と倫理観を修得したことを示す学
部卒業レベルの公的な資格であり、一般社団法人社会調査協会（https://jasr.or.jp/）が認定する全国的な資格です。

社会調査士について

　人間共生学部 社会学科
　人間共生学部 心理学科

社会調査士資格を取得できる学部・学科

　社会調査士科目を設置している大学（機関）において、別表に定める標準カリキュラムＡ～Ｇに対応した科目
を在学中に履修すれば、卒業時に、社会調査士資格が取得できます。
（Ａ）社会調査の基本的事項に関する科目
（Ｂ）調査設計と実施方法に関する科目
（Ｃ）基本的な資料とデータの分析に関する科目
（Ｄ）社会調査に必要な統計学に関する科目
（Ｅ）多変量解析の方法に関する科目
（Ｆ）質的な調査と分析の方法に関する科目
（Ｇ）社会調査を実際に経験し学習する科目
※（Ｅ）と（Ｆ）は、いずれか選択
※詳細は、一般社団法人社会調査協会のホームページを参照してください。

資格取得の方法

人間共生学部 社会学科� （令和８年度入学生から適用）

社会調査士カリキュラム 左記に対応する本学開設科目 単位 備　考
Ａ　社会調査の基本的事項に関する科目 社 会 調 査 講 義 Ⅰ ● 2
Ｂ　調査設計と実施方法に関する科目 社 会 調 査 講 義 Ⅱ ● 2
Ｃ　基本的な資料とデータの分析に関する科目 基 礎 統 計 学 Ⅰ 2
Ｄ　社会調査に必要な統計学に関する科目 基 礎 統 計 学 Ⅱ 2

Ｅ　多変量解析の方法に関する科目 社 会 調 査 特 論 Ⅰ 2 申請時はＥまたはＦの
いずれかで申請

Ｆ　質的な調査と分析の方法に関する科目 社 会 調 査 特 論 Ⅱ 2 申請時はＥまたはＦの
いずれかで申請

Ｇ　社会調査を実際に経験し学習する科目
社 会 調 査 及 び 演 習 Ⅰ ● 2 社会調査及び演習Ⅱの

単位修得を条件とする

社 会 調 査 及 び 演 習 Ⅱ ● 2 社会調査及び演習Ⅰの
単位修得を条件とする

※●は必修科目
※各科目の配当年次は、変更になることがあるので、授業時間割等で確認すること。

履修科目（別表）

１．上記科目の履修に関して、所属する専攻の指示に従ってください。
２‌�．上記の科目を履修し、一般社団法人社会調査協会に申請することによって、資格を取得することができます
が、申請は大学が一括して取りまとめた上で申請を行います。卒業年度において各学科で社会調査士に関する
説明会が開催されますので、そちらに必ず参加してください。
３‌�．社会学科においては、在学中に社会調査士取得見込みの証明となる社会調査士（キャンディデイト）を取得
することができます。詳細については、社会学科共同研究室に問い合わせてください。

その他

　審査・認定手数料　16,500 円（税込）
　※金額が変更となる場合がありますので、一応の目安としてください。

資格取得に係る経費
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心理学科　教育研究上の目的

　学部の教育目的に則し、心理学の基礎的な知識と技能を身につけた上で、専門科目として社会心理学と臨床心
理学を中心に幅広い心理学の分野をバランスよく学び、さらに応用・発展として両者を融合させた実践的な学び
を通じて、多様な人々と共生し協働するためのコミュニケーション能力、問題解決能力など、人間関係における
実践力を身につけた人材の育成を教育研究上の目的とする。

　心理学科では、以下の要件や能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し、学士の学位を授
与します。

〈知識・技能〉
１．世の中への広い関心を持ち、心理学的な発想と科学的なデータ分析と結果の解釈に基づいた問題解決の技術
と知識を積極的に活用していくことができる。
２．自己と他者を理解し、さまざまな環境ですこやかに働き続けるための、知識と技能を身につけている。
３．世の中への広い関心を持ち、国内外の多様な情報へのアクセスと情報読解力や発信力を身につけている。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．傾聴力と自己表現力を身につけ、複雑な社会環境や国内外の多様な文化の中で柔軟に対応し活用できる。
２．心理学の専門知識に裏付けされた客観的な視点によって現象を捉え、物事を判断することができる。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．状況に応じて、しなやかに自らの特性や能力を発揮し、主体的に他者と協働しながら役割を果たしていける
「人間関係力」を身につけている。
２．自ら積極的に社会や自己の内外に存在する課題を発見し、それを心理学的な視点と研究法によって見通しを
立て、他者との建設的な対話を通じて共生・協働し、解決策を模索することができる。

卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　心理学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために、次のよう
な教育を行います。

〈知識・技能〉
１．世の中や身近な問題を、心理学的に理解し、解決するための知識と技能をバランスよく身につけるために、
専門教育科目の中に「社会心理学系科目群」「臨床心理学系科目群」「融合・実践科目群」「心理学専門基礎科目群」
を設置する。
２．全学共通科目の基礎科目において、自分を整える知識と技能を身につけるための基礎教育を行う。また、３・
４年次に専門教育科目におけるグループワークやディスカッションを通して、自己と他者を理解し、自分を整
える力を養うための機会を数多く提供する。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．セミナー形式の科目を通して、傾聴力と自己表現力を養うとともに、心理専門職の資格取得をめざすための
基礎教育を行う。
２．専門教育科目において、実践的な講義や演習を通して、世の中の現象を心理学的に捉えるための「客観的に
現象を見抜く力」「論理的に考える力」「ICTを活用した分析スキル」を身につける。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．入学から卒業年次まで４年間、少人数のグループ学習を専門教育科目の必修授業のなかで豊富に取り入れる。
このなかで、自己の考えを適切に他者に伝える技術や他者を理解・共感し、協働できる力を身につけ、社会や
集団の中でしなやかに自らの特性や能力を発揮し、的確な役割を果たしていける「人間関係力」を伸ばす。
２．融合・実践科目群や卒業論文を通して、社会や自己の内外に存在する課題に対して、社会心理学と臨床心理
学の知見を組み合わせ、他者との建設的な対話を通じて、実践的に解決する力を養うための機会を数多く提供
する。

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）



区分
学年

全学共通
小計

学部共通 専門教育
小計 合計必修 選択必修 選択 必修 選択 必修 選択（内選択必修）

1 学年 5 14 0 19 6 （6） 6 8 2 22 41
2 学年 7 14 11 32 6 （6） 8 18 18 50 82
3 学年 7 14 15 36 6 （6） 8 28 34 76 112
4 学年 7 14 15 36 6 （6） 8 38 38 90 126

　 （令和８年度入学生から適用）
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3　卒業論文について

　ａ　人間共生学部の学生が卒業するためには、「卒業論文」を提出しなければならない。
　ｂ　「卒業論文」を履修するための条件は以下のとおりとする。
　　（１）３年以上在学していること。
　　（２）原則として指導教員の担当する「心理学セミナーⅢ・Ⅳ」（４年次）を履修すること。
　ｃ　「卒業論文」を履修登録する時期は以下のとおりとする。
　　（１）「卒業論文」は原則として４年次前期の履修登録期間に登録するものとする。
　　（２）�留年者で４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしている者が、前期に休学または留

学により履修登録をしなかった場合、後期の追加履修登録により卒業要件を満たす者は、「卒業論文」
の後期追加登録を認める。

　　（３）�留年者で前期履修登録期間に「卒業論文」を履修し、かつ、前期に「卒業論文」を提出することで前
期末卒業が見込まれる者は、指導教員の許可を得た上で、前期中の所定の提出期間内に「卒業論文」
を提出し、審査を受けることができる（期間は別途連絡する）。

1　1年間の履修登録単位数の上限

2　標準履修単位数

　本学では、各学年において履修すべき単位の標準（目安）を定めています。卒業年次生は、標準履修単位数が
卒業要件となりますので、注意してください。

学　科
履修登録単位数の上限

1 学年 2 学年 3 学年 4 学年

心理学科 43 45 45 45

（令和８年度入学生から適用）

※諸課程科目及び人間共生学部の学外実習科目は、この単位に含まれません。



（令和８年度入学生から適用）

 区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択

(○印は公認心理師試験受験資格取
得に必要な科目●印は認定心理士資
格取得に必要な科目◆印は社会調査
士資格取得に必要な科目▽印は他専
攻・他学科履修可能科目)

学
部
共
通
科
目

必　

修

人 間 共 生 総 論 Ⅱ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2 ●
心 理 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 ○ ● (6)

選　

択

人 間 共 生 総 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
人 間 共 生 総 論 Ⅲ 1 半期 講義 2 2
人 間 共 生 総 論 Ⅳ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 4

共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 (8)

専

門

教

育

科

目

必　

修

心 理 学 基 礎 セ ミ ナ ー 1 半期 演習 2
心 理 学 研 究 法 基 礎 1 半期 講義･演習 2 ●
基 礎 統 計 学 Ⅰ 1 半期 講義･演習 2 ◆
基 礎 統 計 学 Ⅱ 1 半期 講義･演習 2 ◆
社 会 心 理 学 概 論 2 半期 講義 2 ● ▽
臨 床 心 理 学 概 論 2 半期 講義 2 ○ ●
心 理 学 統 計 法 2 半期 講義･演習 2 ○ ● ◆
社会心理学実験研究法（心理学実験） 2 半期② 講義･演習 4 ○ ●
社 会 心 理 学 調 査 研 究 法 3 半期② 講義･演習 4 　 ● ◆
キ ャ リ ア 心 理 学 セ ミ ナ ー 3 半期 演習 2
心 理 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 3 半期 演習 2 注（4）
心 理 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 3 半期 演習 2
心 理 学 セ ミ ナ ー Ⅲ 4 半期 演習 2 　
心 理 学 セ ミ ナ ー Ⅳ 4 半期 演習 2
卒 業 論 文 4 半期 － 6 ● (38)

選　

択

心
理
学
専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能及び疾病 1 半期 講義 2 ○ ▽
心 理 学 的 支 援 法 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
パーソナリティ（感情・人格心理学） 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
学習心理学（学習・言語心理学） 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
認知心理学（知覚・認知心理学） 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
家族心理学（社会・集団・家族心理学） 2 半期 講義 2 ○ ▽
発 達 心 理 学 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
関 係 行 政 論 2 半期 講義 2 ○ ▽
産 業 ・ 組 織 心 理 学 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
教育心理学（教育・学校心理学） 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
福 祉 心 理 学 2 半期 講義 2 ○ ● ▽
公 認 心 理 師 の 職 責 2 半期 講義 2 ○
神 経 ・ 生 理 心 理 学 3 半期 講義 2 ○ ● ▽

社
会
心
理
学
系
科
目

社 会 的 認 知 の 心 理 学 2 半期 講義 2 ▽
集 団 心 理 学 2 半期 講義 2 ● ▽
消 費 行 動 の 社 会 心 理 学 3 半期 講義 2 ● ▽
環 境 の 社 会 心 理 学 3 半期 講義 2 ● ▽

臨
床
心
理
学
系
科
目

教 育 相 談 2 半期 講義 2 ● ▽
精 神 分 析 学 3 半期 講義 2 ●
精 神 疾 患 と そ の 治 療 3 半期 講義 2 ○ ▽
心 理 的 ア セ ス メ ン ト 3 半期 講義･演習 2 ○ ▽
健 康 ・ 医 療 心 理 学 3 半期 講義 2 ○ ● ▽
障 害 者 ・ 障 害 児 心 理 学 3 半期 講義 2 ○ ● ▽
司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 3 半期 講義 2 ○ ▽
カ ウ ン セ リ ン グ セ ミ ナ ー 2 半期 演習 2 ●
心 理 検 査 法 セ ミ ナ ー 3 半期② 演習 4 ●
心 理 演 習 3 半期 演習 2 ○ ※1
心 理 実 習 3 － 実習 2 ○ ※1

4　人間共生学部　心理学科　専門教育科目
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 区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択

(○印は公認心理師試験受験資格取
得に必要な科目●印は認定心理士資
格取得に必要な科目◆印は社会調査
士資格取得に必要な科目▽印は他専
攻・他学科履修可能科目)

専

門

教

育

科

目

選　

択

融
合
・
実
践
科
目

質 的 研 究 法 2 半期 講義･演習 2 ● ◆
心 理 学 研 究 法 応 用 3 半期② 講義･演習 4 ○ ● ◆
Academic Literature Ⅰ 3 半期 演習 2
Academic Literature Ⅱ 3 半期 演習 2
対人コミュニケーション演習 2 半期 講義･演習 2 ● ▽
安 心・ 安 全 の 心 理 学 3 半期 講義･演習 2 ▽
ウ ェ ル ネ ス の 心 理 学 3 半期 講義･演習 2 ▽
グ ル ー プ ワ ー ク Ⅰ 2 半期 演習 2
グ ル ー プ ワ ー ク Ⅱ 3 半期 演習 2

英
語

B u s i n e s s  E n g l i s h 2・3・4 半期 演習 2
English Communication 2・3・4 半期 演習 2

留
学
認
定

科
目

Malaysian Cultural CampⅠ 1･2･3･4 集中 講義･演習 2
Malaysian Cultural CampⅡ 1･2･3･4 集中 講義･演習 4
異 文 化 理 解 Ⅰ 1･2･3･4 - - 2
異 文 化 理 解 Ⅱ 1･2･3･4 - - 2 (38)

b　留学認定科目について
（1）	「Malaysian Cultural CampⅠ」「Malaysian Cultural CampⅡ」は、人間共生学部が主催するMalaysian 

Cultural Campに参加する者に限り履修可能とする。履修を希望する者は、所定の期間内に開催される説
明会に参加すること。また、対象科目は履修登録単位数の上限には含めない。

（2）	「異文化理解Ⅰ」「異文化理解Ⅱ」の単位を修得しようとする者は、大妻女子大学が行っている海外留学・
研修プログラム等に参加し、一定以上の成績を修めること。

注（1）	学部共通科目の選択必修科目 ･選択科目について、要件を超えて修得した単位を４単位まで、専門教育
科目（選択）の卒業要件の単位とすることができる。

注（2）	人間共生学部の他学科が履修を可とした科目（▽がついている科目）を 24単位以内で履修し、専門教
育科目（選択）の卒業要件の単位とすることができる。ただし、開設科目と同一名の他学科科目の履修
は認めない。

注（3）	人間共生学部の他学科が心理学科の専門教育科目を履修する場合、「人間共生総論Ⅱ」「心理学概論Ⅰ」「心
理学概論Ⅱ」を修得済みであることを条件とする。

注（4）	「心理学セミナーⅠ」は学部共通・専門教育科目で合計 20単位以上修得済みであることを条件とする。
注（5）	※１印は公認心理師国家試験受験資格履修願提出者のみ履修可能な科目。

a　履修について

d　全学共通科目について
全学共通科目の授業科目および卒業要件は該当する項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。

c　資格取得について
公認心理師国家試験受験資格取得希望者、認定心理士資格取得希望者、健康心理士資格取得希望者、社会調査士
資格取得希望者は同資格に係る項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。
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　本学では、目標や学びたいことに合わせて科目選択をすることが可能です。
　各学科で目的別に４年間の履修モデルを紹介しています。履修モデルを参考に自分の目的に合わせたオリジナ
ルな履修計画を立ててください。
　※履修科目は一例です。卒業するためには、修業年限を満たし、各学科で定められた「卒業要件単位数」を修得しなければなりません。

5　履修モデル

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
日本語A（文章表現）　生活の化学　子どもの世界
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）
スポーツと健康　音楽の世界　
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅠ

【必修科目】
人間共生総論Ⅱ
心理学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
共生デザイン概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅳ

【必修科目】
心理学基礎セミナー　心理学研究法基礎
基礎統計学Ⅰ・Ⅱ

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
キャンパスライフとメンタルヘルス
キャリアデザインⅠ　人類の進化
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅡ
人間の成長と心理　ポピュラー・カルチャーの世界

【必修科目】
心理学統計法　社会心理学概論　臨床心理学概論
社会心理学実験研究法（心理学実験）

【選択科目】
対人コミュニケーション演習　
質的研究法　社会的認知の心理学　集団心理学
パーソナリティ（感情・人格心理学）　
学習心理学（学習・言語心理学）　グループワークⅠ

３
年

【選択科目】
女性と健康　
キャリアデザインⅡ
日本の歴史と文化　
日本文化・事情
経済と現代社会　
科学と環境

【必修科目】
キャリア心理学セミナー　社会心理学調査研究法
心理学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
消費行動の社会心理学　安心・安全の心理学
環境の社会心理学　ウェルネスの心理学
グループワークⅡ　心理学的支援法
認知心理学（知覚・認知心理学）　産業・組織心理学

４
年

【選択科目】
キャリアデザインⅢ
法律と現代社会　
メディアと現代社会

【必修科目】
心理学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
司法・犯罪心理学
カウンセリングセミナー　精神分析学

インターパーソナル・ビジネスモデル【認定心理士を取得する】
（心で接する仕事（営業・サービス・広告・事務）関連科目を中心に学ぶモデル）

１�．多様な現代社会にあって、「共生」を目指して、さまざまな人々や社会と共生するための知識と技能を学び、
柔軟で豊かな想像力や問題解決能力を備えた人材を育成すること。
２�．社会心理学と臨床心理学を体系的かつ実践的に学ぶことによって、自己と生きた人間関係を理解し、思い
やりと豊かな感性、そして、しなやかさを持った人材を育成すること。

１．高等学校までに十分な基礎学力を身に付け、大学で学ぶことに意欲を持っている人。
２．人間や社会に対して幅広い興味関心を持ち、積極的に問題解決を図ろうとする意欲のある人。
３．意見や関心が異なる人たちとも柔軟に協力していける人。

１年次には心理学の「基礎」と幅広い教養（語学、コンピュータ、統計学）を学びます。
２年次には社会心理学と臨床心理学の概論および研究法を学びます。
３年次には社会心理学と臨床心理学をより高度に、実践的に学びます。ゼミナールで研究を開始します。
４年次には各自の興味があるテーマで研究を行い、卒業論文を作成します。

心 理 学 科

教育目標

学科が求める学生像

４年間の学び

履修モデル
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座　
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
キャンパスライフとメンタルヘルス
日本語A（文章表現）
日本語B（口語表現）
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

【必修科目】
人間共生総論Ⅱ
心理学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅰ

【必修科目】
心理学基礎セミナー　心理学研究法基礎
基礎統計学Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
人体の構造と機能及び疾病

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
キャリアデザインⅠ
日本の歴史と文化　人間の成長と心理
生命の科学　スポーツと健康

【必修科目】
心理学統計法　社会心理学概論　臨床心理学概論
社会心理学実験研究法（心理学実験）

【選択科目】
質的研究法　教育相談　心理学的支援法　
公認心理師の職責　教育心理学（教育・学校心理学）
グループワークⅠ　パーソナリティ（感情・人格心理学）　
発達心理学　学習心理学（学習・言語心理学）　
社会的認知の心理学　認知心理学（知覚・認知心理学）
カウンセリングセミナー

３
年

【選択科目】
女性と健康　哲学と思想
日本文化・事情　家族と現代社会
福祉と現代社会（ボランティアを含む）
英語ⅢB

【必修科目】
キャリア心理学セミナー　社会心理学調査研究法
心理学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
関係行政論　心理的アセスメント　健康・医療心理学
福祉心理学　家族心理学（社会・集団・家族心理学）
精神分析学　心理学研究法応用　心理演習

４
年

【必修科目】
心理学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
心理検査法セミナー　Academic LiteratureⅠ
Academic LiteratureⅡ　グループワークⅡ
精神疾患とその治療　障害者・障害児心理学　
産業・組織心理学　司法・犯罪心理学　神経・生理心理学
心理実習

※公認心理師受験資格取得を目指す場合には、卒業必要単位数（126単位）を超えて単位を取得する必要があります。

メンタルヘルスプロフェッショナルモデル【公認心理師受験資格取得を目指す】
（心を支える仕事（臨床・カウンセリング）関連科目を中心に学ぶモデル）

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
キャンパスライフとメンタルヘルス
日本語A（文章表現）　日本語Ｃ（読解）
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）

【必修科目】
人間共生総論Ⅱ
心理学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅰ

【必修科目】
心理学基礎セミナー　心理学研究法基礎
基礎統計学Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
人体の構造と機能及び疾病

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
ジェンダーと社会生活　女性史
キャリアデザインⅠ　人間の成長と心理
福祉と現代社会（ボランティアを含む）
生命の科学

【必修科目】
心理学統計法　社会心理学概論　臨床心理学概論
社会心理学実験研究法（心理学実験）

【選択科目】
対人コミュニケーション演習　
教育相談　教育心理学（教育・学校心理学）　
パーソナリティ（感情・人格心理学）　心理学的支援法
学習心理学（学習・言語心理学）　グループワークⅠ
家族心理学（社会・集団・家族心理学）

３
年

【選択科目】
女性と健康　地域と文化
法律と現代社会　家族と現代社会

【必修科目】
キャリア心理学セミナー　社会心理学調査研究法
心理学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
安心・安全の心理学　ウェルネスの心理学　精神分析学
福祉心理学　障害者・障害児心理学　発達心理学
心理検査法セミナー

４
年

【選択科目】
スポーツと健康
レクリエーション実技

【必修科目】
心理学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
グループワークⅡ　カウンセリングセミナー
健康・医療心理学　産業・組織心理学　司法・犯罪心理学
心理的アセスメント

ウェルネスサポートモデル【健康心理士を取得する】
（心を育てる仕事（教育・福祉・人事）関連科目を中心に学ぶモデル）

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
キャンパスライフとメンタルヘルス
日本語A（文章表現）　日本語B（口語表現）
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅠ

【必修科目】
人間共生総論Ⅱ
心理学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
社会学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅲ

【必修科目】
心理学基礎セミナー　心理学研究法基礎
基礎統計学Ⅰ・Ⅱ

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
AI活用
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅡ
地域と文化　人間の成長と心理
メディアと現代社会　 人類の進化

【必修科目】
心理学統計法　社会心理学概論　臨床心理学概論
社会心理学実験研究法（心理学実験）

【選択科目】
質的研究法　社会的認知の心理学
集団心理学　教育心理学　グループワークⅠ　教育相談
認知心理学（知覚・認知心理学）

３
年

【選択科目】
女性と健康　 経済と現代社会
科学と環境　英語ⅢB

【必修科目】
キャリア心理学セミナー　社会心理学調査研究法
心理学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
消費行動の社会心理学　安心・安全の心理学
ウェルネスの心理学　神経・生理心理学　発達心理学
心理学研究法応用

４
年

【選択科目】
ジェンダーと社会生活
家族と現代社会

【必修科目】
心理学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
健康・医療心理学　環境の社会心理学　
Academic LiteratureⅠ　Academic LiteratureⅡ

リサーチ＆リノベーションモデル【社会調査士を取得する】
（心を探求する仕事（研究・SE・マーケティング）関連科目を中心に学ぶモデル）



6　公認心理師国家試験受験資格取得について

　公認心理師法は、平成 27年 9月 16日に公布され、平成 29年 9月 15日に施行されました。公認心理師は、
公認心理師法第２条により、公認心理師登録簿への登録を受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、
教育その他の分野において、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次に掲げる行為を行うことを業とす
る者と定められています。
　①心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析
　②心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助
　③心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助
　④心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供

公認心理師について

　人間共生学部 心理学科
公認心理師国家試験受験資格を取得できる学部・学科

　試験の受験資格は、以下の方法があります。
　（1）‌�大学において別表に定める科目（公認心理師法施行規則（平成 29年文部科学省・厚生労働省令第 3号）

で定められた科目）の単位を修得して卒業し、かつ、大学院において心理学その他公認心理師となるた
めに必要な科目を修めてその課程を修了する。

　（2）‌�大学において別表に定める科目の単位を修得して卒業し、公認心理師法施行規則で定める施設において、
公認心理師法で掲げる上記①～③の行為の業務に２年以上従事する。

受験資格取得の方法

　「公認心理師国家試験受験資格取得」を希望する者は、所定の期間内に「公認心理師養成課程履修願」を心理
学科共同研究室に提出してください。

履修願の提出

　各科目の出席時間数が３分の２に満たない場合には、当該科目の履修の認定はできません。
出席時間数

　「心理演習」「心理実習」を履修するためには、次の条件が必要となりますので、十分注意してください。
　①‌�専門選択科目の「社会心理学系科目」「臨床心理学系科目」「隔合・実践科目」からそれぞれ２単位以上、公

認心理師国家試験受験資格取得に必要な科目 16単位以上を修得しており、かつ原則として２年次終了時に
GPA（通算）が 2.80 以上であること。

　②‌�定められた期間に課程履修費を別途納入すること。
　③‌�編入学生の履修については別途定める。

その他
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指定科目 本学の科目 授業
形態 単位

1 公 認 心 理 師 の 職 責 公 認 心 理 師 の 職 責 講義 2
2 心 理 学 概 論 心 理 学 概 論 Ⅱ ● 講義 2
3 臨 床 心 理 学 概 論 臨 床 心 理 学 概 論 ● 講義 2
4 心 理 学 研 究 法 心 理 学 研 究 法 応 用 講義・演習 4
5 心 理 学 統 計 法 心 理 学 統 計 法 ● 講義・演習 2
6 心 理 学 実 験 社会心理学実験研究法 ( 心理学実験 ) ● 講義・演習 4
7 知 覚 ・ 認 知 心 理 学 認 知 心 理 学（ 知 覚・ 認 知 心 理 学 ） 講義 2
8 学 習 ・ 言 語 心 理 学 学 習 心 理 学（ 学 習・ 言 語 心 理 学 ） 講義 2
9 感 情 ・ 人 格 心 理 学 パーソナリティ（感情・人格心理学） 講義 2
10 神 経 ・ 生 理 心 理 学 神 経 ・ 生 理 心 理 学 講義 2
11 社 会 ・ 集 団 ・ 家 族 心 理 学 家族心理学（社会・集団・家族心理学） 講義 2
12 発 達 心 理 学 発 達 心 理 学 講義 2
13 障 害 者 ・ 障 害 児 心 理 学 障 害 者・ 障 害 児 心 理 学 講義 2
14 心 理 的 ア セ ス メ ン ト 心 理 的 ア セ ス メ ン ト 講義・演習 2
15 心 理 学 的 支 援 法 心 理 学 的 支 援 法 講義 2
16 健 康 ・ 医 療 心 理 学 健 康 ・ 医 療 心 理 学 講義 2
17 福 祉 心 理 学 福 祉 心 理 学 講義 2
18 教 育 ・ 学 校 心 理 学 教 育 心 理 学（ 教 育・ 学 校 心 理 学 ） 講義 2
19 司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 講義 2
20 産 業 ・ 組 織 心 理 学 産 業 ・ 組 織 心 理 学 講義 2
21 人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 疾 病 人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 疾 病 講義 2
22 精 神 疾 患 と そ の 治 療 精 神 疾 患 と そ の 治 療 講義 2
23 関 係 行 政 論 関 係 行 政 論 講義 2
24 心 理 演 習 心 理 演 習 演習 2
25 心 理 実 習（ ８ ０ 時 間 以 上 ） 心 理 実 習 実習 2

合計 54
注）　●は必修科目

公認心理師国家試験受験資格　履修科目（別表）
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7　認定心理士資格取得について

　認定心理士は、心理学に関する標準的な基礎知識と基礎技能を修得している人に与えられる、公益社団法人日
本心理学会が認定する資格です。

認定心理士について

　人間共生学部 心理学科
認定心理士資格を取得できる学部・学科

　大学卒業後、資格取得希望者が個人で申し込む（申請する）ことを原則としています。資格取得のためには、
次の条件を満たす必要があります。
　（1）４年制の大学を卒業し、学士の学位を取得すること。
　（2）16歳以降通算２年以上日本に滞在した経験を有していること。
　（3）大学で所定の 36単位以上を修得すること。
なお、大学卒業後、他大学で履修した単位をあわせて申請することも可能です。

資格取得の方法

　審査料　11,000 円　認定料　33,000 円
　※金額が変更となる場合がありますので、一応の目安としてください。

資格取得に係る経費

　詳細は公益社団法人日本心理学会ホームページ「認定心理士の資格を取りたい方」を参照してください。
その他

　認定の対象となる科目には「基礎科目」「選択科目」「その他の科目」があり、認定条件を満たすためには、「基
礎科目」から 12単位以上、「選択科目」から 16単位以上、「その他の科目」を加えた合計 36単位以上が必要です。
なお、「基礎科目」については、単位修得年度のシラバスを提出する必要があります。

資格取得に必要な科目及び単位数
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日本心理学会による指定科目例 左記に対応する本学開設科目および単位数

領　域 必要単位 本学開設科目　　 授業
形態 単位数

基
礎
科
目

a 心 理 学 概 論 4 単位以上

心 理 学 概 論 Ⅰ ● 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅱ ● 講義 2
社 会 心 理 学 概 論 ● 講義 2
臨 床 心 理 学 概 論 ● 講義 2

b 心 理 学 研 究 法

心 理 学 統 計 法 ● 講義・演習 2
社 会 心 理 学 調 査 研 究 法 ● 講義・演習 4
質 的 研 究 法 講義・演習 2

8 単位以上 心 理 学 研 究 法 応 用 講義・演習 4

c 心 理 学 実 験 ・ 実 習
※最低 4 単位分は
　�心理学実験・実習の 

単位

心 理 学 研 究 法 基 礎 ● 演習 2
社会心理学実験研究法 ( 心理学実験 ) ● 講義・演習 4
心 理 検 査 法 セ ミ ナ ー 演習 4

基礎科目小計 計 12 単位以上 30

選
択
科
目

d 知覚心理学・学習心理学

5 領域のうち 3 領域で、
それぞれが少なくとも

4 単位以上

学 習 心 理 学（ 学 習・ 言 語 心 理 学 ） 講義 2
認 知 心 理 学（ 知 覚・ 認 知 心 理 学 ） 講義 2

e 生理心理学・比較心理学 神 経 ・ 生 理 心 理 学 講義 2

f 教育心理学・発達心理学
教 育 心 理 学（ 教 育・ 学 校 心 理 学 ） 講義 2
発 達 心 理 学 講義 2

g 臨床心理学・人格心理学

教 育 相 談 講義 2
精 神 分 析 学 講義 2
カ ウ ン セ リ ン グ セ ミ ナ ー 演習 2
心 理 学 的 支 援 法 講義 2
パーソナリティ（感情・人格心理学） 講義 2
健 康 ・ 医 療 心 理 学 講義 2
福 祉 心 理 学 講義 2
障 害 者・障 害 児 心 理 学 講義 2

h 社会心理学・産業心理学

対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 演 習 講義 2
集 団 心 理 学 講義 2
消 費 行 動 の 社 会 心 理 学 講義 2
環 境 の 社 会 心 理 学 講義 2
産 業 ・ 組 織 心 理 学 講義 2

選択科目小計 5 領域計 16 単位以上 36

そ
の
他

i
心 理 学 関 連 科 目
卒 業 論 文

専門選択科目
１科目２単位以上

卒業論文は最大 4 単位
まで認定される

卒 業 論 文 ● ー 6

総　計 総計 36 単位以上 72
注）　●は必修科目

認定心理士資格　履修科目（別表）
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8　健康心理士資格取得について

　健康心理士は、一般社団法人日本健康心理学会が認定する資格であり、健康心理学を通して国民の健康の向上
に貢献し、健康心理学の研究と実践の進歩と発展に資するとともに、健康心理学の専門家の養成をはかるため、
健康心理学について一定の学識と技能を有する者に対し付与される資格です。（認定健康心理士資格認定の手引
きより一部抜粋。）
　健康心理士を取得の上、研究や実践活動を続け、研修を受けることで、上位資格である「専門健康心理士」「指
導健康心理士」を取得することが可能です。なお、「健康心理士」「専門健康心理士」「指導健康心理士」の３種
を合わせて、認定健康心理士と総称します。

健康心理士について

　人間共生学部 心理学科
健康心理士資格を取得できる学部・学科

　定められた科目を履修・単位修得後、希望者は申請書に必要事項を記入し、大学から一括して申請します。申
請時期などに関する詳細は、申請時期に改めてお知らせします。申請書の様式などは、一般社団法人日本健康心
理学会ホームページ「健康心理士試験要項」および「資格申請書類（受験願書含）全様式」を参照してください。

資格取得の方法

　審査料　5,000 円　登録料　10,000 円　〈受験料が別途必要です。〉
　※金額が変更となる場合がありますので、一応の目安としてください。

　詳細は一般社団法人日本健康心理学会ホームページ「認定健康心理士資格申請の手引き」を参照してください。

資格取得に係る経費

　認定の対象となる科目には「健康心理学基礎科目（A～ E領域）」「健康心理学専門必修科目（F～ J領域）」「そ
の他の科目（健康心理学の隣接領域）」があります。認定条件を満たすための要件は以下の通りです。

健康心理学基礎科目
　A、B領域は必修とし、C、D、E領域から２領域を選択し、各１科目合計８単位以上を修得すること。
健康心理学専門必修科目
　Fから Jの５領域にわたり、各領域１科目以上、合計 10単位以上を修得すること。
健康心理学関連選択科目
　１科目以上、２単位以上修得すること。

資格取得に必要な科目及び単位数

その他
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日本健康心理学会による指定科目例 左記に対応する本学開設科目および単位数

領　域 本学開設科目　　 授業
形態 単位数

健
康
心
理
学
基
礎
科
目

A 領域 心 理 学 概 論
心 理 学 概 論 Ⅰ ● 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅱ ● 講義 2

B 領域 心 理 学 研 究 法
心 理 学 研 究 法 基 礎 ● 演習 2
社会心理学実験研究法（心理学実験） ● 講義・演習 4
心 理 学 研 究 法 応 用 講義・演習 4

C 領域

発 達 心 理 学 発 達 心 理 学 講義 2
教 育 心 理 学 教 育 心 理 学（ 教 育・ 学 校 心 理 学 ） 講義 2
学 習 心 理 学 学 習 心 理 学（ 学 習・ 言 語 心 理 学 ） 講義 2
感 情 心 理 学 ー ー ー
生 理 心 理 学 神 経 ・ 生 理 心 理 学 講義 2

D 領域
臨 床 心 理 学 臨 床 心 理 学 概 論 ● 講義 2
人 格 心 理 学 パーソナリティ（感情・人格心理学） 講義 2

E 領域
社 会 心 理 学 社 会 心 理 学 概 論 ● 講義 2
組 織 心 理 学 産 業 ・ 組 織 心 理 学 講義 2

健
康
心
理
学
専
門
必
修
科
目

F 領域 健 康 心 理 学 概 論 健 康 ・ 医 療 心 理 学 講義 2

G 領域 健 康 教 育 概 論
人 間 共 生 総 論 Ⅱ ● 講義 2
女 性 と 健 康 講義 2

H 領域 健 康 心 理 カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 心 理 学 的 支 援 法 講義 2
I 領域 健 康 心 理 ア セ ス メ ン ト 概 論 心 理 的 ア セ ス メ ン ト 講義・演習 2

J 領域

健 康 心 理 学 基 礎 実 習
健 康 心 理 カ ウ ン セ リ ン グ 実 習 カ ウ ン セ リ ン グ セ ミ ナ ー 演習 2

健 康 心 理 学 基 礎 実 習
健 康 心 理 ア セ ス メ ン ト 実 習 心 理 検 査 法 セ ミ ナ ー 演習 4

健康心理学関連
選択科目 健 康 心 理 学 の 隣 接 領 域

人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 疾 病 講義 2
精 神 疾 患 と そ の 治 療 講義 2

総　計 50
注）　●は必修科目
本資格は令和元年度入学生より適用

健康心理士資格　履修科目（別表）
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9　社会調査士資格取得について（心理学科）

　「社会調査士」とは、社会調査に関する基礎的な知識・技能、相応の応用力と倫理観を修得したことを示す学
部卒業レベルの公的な資格であり、一般社団法人社会調査協会（https://jasr.or.jp/）が認定する全国的な資格です。

社会調査士について

　人間共生学部 社会学科
　人間共生学部 心理学科

社会調査士資格を取得できる学部・学科

　社会調査士科目を設置している大学（機関）において、別表に定める標準カリキュラムＡ～Ｇに対応した科目
を在学中に履修すれば、卒業時に、社会調査士資格が取得できます。
（Ａ）社会調査の基本的事項に関する科目
（Ｂ）調査設計と実施方法に関する科目
（Ｃ）基本的な資料とデータの分析に関する科目
（Ｄ）社会調査に必要な統計学に関する科目
（Ｅ）多変量解析の方法に関する科目
（Ｆ）質的な調査と分析の方法に関する科目
（Ｇ）社会調査を実際に経験し学習する科目
※（Ｅ）と（Ｆ）は、いずれか選択
※詳細は、一般社団法人社会調査協会のホームページを参照してください。

資格取得の方法

人間共生学部　心理学科� （平成 30 年度入学生から適用）

社会調査士カリキュラム 左記に対応する本学開設科目 単位 備　考
Ａ　社会調査の基本的事項に関する科目 社 会 心 理 学 調 査 研 究 法 ● 4 Ｂとしても認定
Ｂ　調査設計と実施方法に関する科目 社 会 心 理 学 調 査 研 究 法 ● 4 Ａとしても認定
Ｃ　基本的な資料とデータの分析に関する項目 基 礎 統 計 学 Ⅰ ● 2
Ｄ　社会調査に必要な統計学に関する科目 基 礎 統 計 学 Ⅱ ● 2

Ｅ　多変量解析の方法に関する科目 心 理 学 統 計 法 ● 2 申請時はＥまたはＦの
いずれかで申請

Ｆ　質的な調査と分析の方法に関する科目 質 的 研 究 法 2 申請時はＥまたはＦの
いずれかで申請

Ｇ　社会調査を実際に経験し学習する科目 心 理 学 研 究 法 応 用 4
※●は必修科目
※各科目の配当年次は、変更になることがあるので、授業時間割等で確認すること。

履修科目（別表）

１．上記科目の履修に関して、所属する専攻の指示に従ってください。
２‌�．上記の科目を履修し、一般社団法人社会調査協会に申請することによって、資格を取得することができます
が、申請は大学が一括して取りまとめた上で申請を行います。卒業年度において各学科で社会調査士に関する
説明会が開催されますので、そちらに必ず参加してください。

その他

　審査・認定手数料　16,500 円（税込）
　※金額が変更となる場合がありますので、一応の目安としてください。

資格取得に係る経費
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福祉学科　教育研究上の目的

　学部の教育目的に則し、社会福祉学・介護福祉学を中心に幅広い福祉の分野を学習することで、福祉に関連す
る基礎的な知識および技能を身につける。情報化・国際化に対応し、多様な人々と共生・協働するためのコミュ
ニケーション能力、主体的な課題解決能力、実践力を備えた共生社会の実現に資する人材の育成を教育研究上の
目的とする。

　福祉学科では、以下の要件や能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し、学士の学位を授
与します。

〈知識・技能〉
１．生活を多面的に観察し、課題を捉えるために不可欠な社会福祉学・介護福祉学の専門的知識を有している。
２．情報化や国際化に対応できる実践力を有している。

〈思考力 ･判断力 ･表現力等〉
１．論理的思考力・判断力・表現力に基づき、福祉に関する課題解決能力を身につけ、活用できる能力を有して
いる。
２．高い倫理性を備え福祉に関する専門的な判断力と技術を有している。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．多様な文化や変化する社会に対応し、他者と協働できるコミュニケーション能力を有している。
２．福祉に関する多様な課題に対応できる能力を有している。

卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

　福祉学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために、次のよう
な教育を行います。

〈知識・技能〉
１．共生社会の意義を理解するための幅広い知識と教養を修得するために全学共通科目や学部共通科目を設置す
る。また、共生社会の実現に貢献し得る基礎知識を身につけるため、社会福祉に関連する基礎科目を必修科目
として設置する。
２．社会福祉士および介護福祉士の資格取得に必要な国家試験の指定科目を設置する。
３．情報化に対応した科目を設置する。
４．国際化に対応した科目を設置する。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．専門性を深めた履修モデルを示し、自分のキャリア形成に沿った履修が可能になるように選択科目を設置す
る。
２．論理的思考力、判断力を身につけるため、１年次から少人数制のセミナーを設置する。
３．対人援助に関する実践力を高めるための少人数制の演習科目を設置する。
４．プレゼンテーションを通して表現力を身につける科目を設置する。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．主体的、協働的に社会における、様々な課題をとらえる力を養う科目を設置する。
２．主体性をもって、多様な人々や社会に貢献する力を養い、課題解決型学習で学んだ様々なことがらを４年間
の集大成として卒業論文を作成する。

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）



2　標準履修単位数

　本学では、各学年において履修すべき単位の標準（目安）を定めています。卒業年次生は、標準履修単位数が
卒業要件となりますので、注意してください。

区分
学年

全学共通
小計

学部共通 専門教育
小計 合計必修 選択必修 選択 必修 選択必修 必修 選択

（内選択必修）
1 学年 5 13 4 22 6 6 10 （0） 4 26 48
2 学年 7 13 6 26 6 6 12 （4） 36 60 86
3 学年 7 13 6 26 6 6 18 （4） 60 90 116
4 学年 7 13 6 26 6 6 26 （4） 62 100 126

（令和８年度入学生から適用）
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3　卒業論文について

　ａ　人間共生学部の学生が卒業するためには、「卒業論文」を提出しなければならない。
　ｂ　「卒業論文」を履修するための条件は以下のとおりとする。
　　（１）３年以上在学していること。
　　（２）全学共通科目、学部共通科目及び専門教育科目を合わせて 95単位以上修得していること。
　　（３）指導教員の担当している「社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ」（４年次）を履修すること。
　ｃ　「卒業論文」を履修登録する時期は以下のとおりとする。
　　（１）「卒業論文」は原則として４年次前期の履修登録期間に登録するものとする。
　　（２）�４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしていないが、４年次前期履修結果により履

修条件を満たし、後期に「卒業論文」を履修することで当該年度末に卒業が見込まれる場合は、指導
教員の許可を得た上で、４年次後期の追加履修登録を認める。ただし、履修登録単位数の年間上限を
超えることはできない。

　　（３）�留年者で４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしている者が、前期に休学または留
学により履修登録をしなかった場合、後期の追加履修登録により卒業要件を満たす者は、「卒業論文」
の後期追加登録を認める。

　　（４）�留年者で前期履修登録期間に「卒業論文」を履修し、かつ、前期に「卒業論文」を提出することで前
期末卒業が見込まれる者は、指導教員の許可を得た上で、前期中の所定の提出期間内に「卒業論文」
を提出し、審査を受けることができる（期間は別途連絡する）。

1　1年間の履修登録単位数の上限

学　科
履修登録単位数の上限

1 学年 2 学年 3 学年 4 学年

福祉学科 48 48 48 44

（令和８年度入学生から適用）

※諸課程科目及び人間共生学部の学外実習科目は、この単位に含まれません。



（令和８年度入学生から適用）

区分 授　業　科　目　名 配当
年次 期間

講義・
演習等
の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
必修 選択

(○印は社会福祉士国家試験受験資格
取得に必要な科目◇印は介護福祉士
国家試験受験資格取得に必要な科目
▽印は他学科履修可能科目)

学
部
共
通
科
目

必　
修

人 間 共 生 総 論 Ⅲ 1 半期 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2 ○ ◇
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 ○ ◇ (6)

選　

択

人 間 共 生 総 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
人 間 共 生 総 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 2
人 間 共 生 総 論 Ⅳ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 4
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 (6)

専

門

教

育

科

目

必　

修

人 体 の 構 造・ 機 能・ 疾 病 1 半期 講義 2 ○ ◇
介 護 福 祉 論 1 半期 講義 2 ◇
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ － Ａ 1 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
高 齢 者 福 祉 論 2 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
社 会 保 障 Ⅰ 3 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
社 会 福 祉 学 基 礎 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 半期 演習 2
社 会 福 祉 学 基 礎 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 半期 演習 2
社 会 福 祉 学 セ ミ ナ ー Ⅰ 3 半期 演習 2
社 会 福 祉 学 セ ミ ナ ー Ⅱ 3 半期 演習 2
社 会 福 祉 学 セ ミ ナ ー Ⅲ 4 半期 演習 2
社 会 福 祉 学 セ ミ ナ ー Ⅳ 4 半期 演習 2
卒 業 論 文 4 半期 － 4 (26)

選
択
必
修

健 康 福 祉 論 1 半期 講義 2 ▽
心 理 学 と 心 理 的 支 援 1 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム 1 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 2 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ － Ｂ 2 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
地 域 福 祉 論 Ⅰ 2 半期 講義 2 ○ ◇ 4 ▽
児 童・ 家 庭 福 祉 論 2 半期 講義 2 ○ ▽
障 害 者 福 祉 論 2 半期 講義 2 ○ ◇ ▽
女 性 と キ ャ リ ア 2・3・4 半期 講義 2 ▽
医 療 福 祉 論 3 半期 講義 2 ○ ▽
社 会 保 障 Ⅱ 3 半期 講義 2 ○ ▽

選　

択

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ － Ａ 2 半期 講義 2 ○ ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ － Ｂ 2 半期 講義 2 ○ ▽
公 的 扶 助 論 2 半期 講義 2 ○ ▽
刑 事 司 法 と 福 祉 2 半期 講義 2 ○ ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅲ － Ａ 3 半期 講義 2 ○ ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅲ － Ｂ 3 半期 講義 2 ○ ▽
権 利 擁 護 と 成 年 後 見 制 度 3 半期 講義 2 ○ ▽
地 域 福 祉 論 Ⅱ 3 半期 講義 2 ○ ▽
福 祉 サ ー ビ ス の 組 織 と 経 営 3 半期 講義 2 ○ ▽
相 談 援 助 演 習 Ⅰ 2 半期 演習 1 ○ ※1
相 談 援 助 演 習 Ⅱ 2 半期 演習 1 ○ ※1
相 談 援 助 演 習 Ⅲ 3 半期 演習 1 ○ ※1
相 談 援 助 演 習 Ⅳ 3 半期 演習 1 ○ ※1
相 談 援 助 演 習 Ⅴ 4 半期 演習 1 ○ ※1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 指 導 2 半期 演習 1 ○ ※1
相 談 援 助 実 習 事 前 指 導 3・4 半期 演習 1 ソーシャルワーク実習指導 ○ ※1
相 談 援 助 実 習 事 後 指 導 3・4 半期 演習 1 相談援助実習事前指導 ○ ※1
相 談 援 助 実 習 Ⅰ 2・3・4 － 実習 1 注（6） ○ ※1
相 談 援 助 実 習 Ⅱ 3・4 － 実習 4 注（6） ○ ※1
老 年 医 学 2 半期 講義 2 ◇

▽

こ こ ろ と か ら だ の し く み Ａ 2 半期 講義 2 ◇ ▽
こ こ ろ と か ら だ の し く み Ｂ 2 半期 講義 2 ◇ ▽
発 達 と 老 化 の 理 解 2 半期 講義 2 ◇ ▽
認 知 症 の 理 解 3 半期 講義 2 ◇ ▽
障 害 の 理 解 2 半期 講義 2 ◇
生 活 と 文 化 2 半期 講義 2 ◇
介 護 と ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 2・3 半期 講義 2 ◇
介 護 予 防 3 半期 講義 2 ◇
介 護 と 自 立 支 援 3 半期 講義 2 ◇
介 護 と リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 4 半期 講義 2 ◇
介 護 過 程 Ⅰ 1・2 半期 講義 2 ◇
介 護 過 程 Ⅱ － Ａ 2 半期② 演習 2 ◇ ※2
介 護 過 程 Ⅱ － Ｂ 3 半期 演習 1 ◇ ※2
介 護 過 程 Ⅲ 3 半期 演習 1 ◇ ※2

4　人間共生学部　福祉学科　専門教育科目
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 区分 授　業　科　目　名 配当
年次 期間

講義・
演習等
の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
必修 選択

(○印は社会福祉士国家試験受験資格
取得に必要な科目◇印は介護福祉士
国家試験受験資格取得に必要な科目
▽印は他学科履修可能科目)

専

門

教

育

科

目

選　

択

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ａ 2 半期 講義 2 ◇ ※2
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ｂ 3 半期 講義 2 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ａ － Ⅰ 1 半期 演習 1 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ａ － Ⅱ 2 半期 演習 1 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ｂ 2 半期② 演習 2 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ｃ 2 半期② 演習 2 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ｄ 2 半期② 演習 2 ◇ ※2
生 活 支 援 技 術 Ｅ 3 半期② 演習 2 ◇ ※2
介 護 総 合 演 習 Ⅰ 2 半期 演習 1 ◇ ※2
介 護 総 合 演 習 Ⅱ 2 半期 演習 1 ◇ ※2
介 護 総 合 演 習 Ⅲ 3 半期 演習 1 ◇ ※2
介 護 総 合 演 習 Ⅳ 4 半期 演習 1 ◇ ※2
介 護 実 習 入 門 1・2 － 実習 1 ◇ ※2
介 護 実 習 Ⅰ 2 － 実習 2 ◇ ※2
介 護 実 習 Ⅱ 2 － 実習 2 ◇ ※2
介 護 実 習 Ⅲ 3 － 実習 4 介護実習入門 ◇ ※2
介 護 実 習 Ⅳ 4 － 実習 1 ◇ ※2
医 療 的 ケ ア Ⅰ 3 半期 講義 2 ◇ ※2
医 療 的 ケ ア Ⅱ 4 半期 講義 2 ◇ ※2
医 療 的 ケ ア Ⅲ 4 半期② 講義・演習 2 ◇ ※2
福 祉 レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 1･2･3･4 半期 講義 2 ▽
福祉レクリエーション援助論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
福祉レクリエーション援助技術 2・3・4 半期 演習 1 ▽
福祉レクリエーション総合実習 3・4 － 実習 1 福祉レクリエーション論・福祉レクリエーション援助論 ▽
社 会 的 養 護 論 2 半期 講義 2 ▽
多 文 化 共 生 論 2・3・4 半期 講義 2 ▽
多文化理解コミュニケーション 2・3・4 半期 講義 2
Ｉ Ｃ Ｔ の 理 解 2・3・4 半期 講義 2
女 性 支 援 論 3・4 半期 講義 2
ア ロ マ セ ラ ピ ー 1･2･3･4 半期 講義･演習 2
健 康 と 栄 養 2・3 半期② 講義･実習 2
多文化理解フィールドワーク事前・事後指導 2・3・4 集中 講義･演習 2
多文化理解フィールドワーク 2・3・4 集中 演習 1
社 会 福 祉 専 門 実 習 4 半期 講義･実習 3
社 会 福 祉 学 特 別 講 義 4 半期 講義 2
介 護 福 祉 学 特 別 講 義 4 半期 講義 2
ビ ジ ネ ス 英 語 2・3・4 半期 演習 2
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2・3・4 半期 演習 2
Malaysian Cultural CampⅠ 1･2･3･4 集中 講義･演習 2
Malaysian Cultural CampⅡ 1･2･3･4 集中 講義･演習 4 留学認定科目
異 文 化 理 解 Ⅰ 1･2･3･4 － － 2
異 文 化 理 解 Ⅱ 1･2･3･4 － － 2 (62)

注（1）	学部共通科目の選択必修科目について、要件を超えて修得した単位は全て、専門教育科目（選択）の卒
業要件の単位とすることができる。

注（2）	人間共生学部の他学科が履修を可とした科目（▽がついている科目）を 34単位以内で履修し、専門教
育科目（選択）の卒業要件の単位とすることができる。

	 ただし、開設科目と同一名の他学科科目の履修は認めない。
注（3）	人間共生学部の他学科が福祉学科の専門科目を履修する場合、「人間共生総論Ⅲ」を修得済みであること

を条件とする。
注（4）	※１印は社会福祉士国家試験受験資格履修願提出者、※２印は介護福祉士国家試験受験資格履修願提出

者のみ履修可能な科目。
注（5）	全学共通科目の選択科目について、要件を超えて修得した単位を 12単位まで、専門教育科目（選択）

の卒業要件の単位とすることができる。ただし、これは諸課程（図書館司書課程、博物館学芸員課程）
において修得した単位および他大学の単位互換制度を利用して修得した単位（「教養特殊講義」、「外国語
特殊演習」）を除外したうえで、全学共通科目の履修単位が要件を越えていた場合にのみ適用される。

注（6）	「相談援助実習Ⅰ」「相談援助実習Ⅱ」は「ソーシャルワーク論Ⅰ－Ａ」「ソーシャルワーク論Ⅱ－Ａ」「相
談援助演習Ⅰ」「相談援助演習Ⅱ」「ソーシャルワーク実習指導」を修得済みであることを条件とする。

a　履修について
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（1）�「Malaysian Cultural CampⅠ」「Malaysian Cultural CampⅡ」は、人間共生学部が主催するMalaysian 
Cultural Campに参加する者に限り履修可能とする。履修を希望する者は、所定の期間内に開催される説明
会に参加すること。また、対象科目は履修登録単位数の上限には含めない。

（2）�「異文化理解Ⅰ」「異文化理解Ⅱ」の単位を修得しようとする者は、大妻女子大学が行っている海外留学・研
修プログラム等に参加し、一定以上の成績を修めること。

b　留学認定科目について

d　全学共通科目について
全学共通科目の授業科目および卒業要件は該当する項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。

社会福祉士国家試験受験資格取得、介護福祉士国家試験受験資格取得を希望する者は、各々の資格取得
に係る項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。

c　資格取得について

　本学では、目標や学びたいことに合わせて科目選択をすることが可能です。
　各学科で目的別に４年間の履修モデルを紹介しています。履修モデルを参考に自分の目的に合わせたオリジナ
ルな履修計画を立ててください。
　※履修科目は一例です。卒業するためには、修業年限を満たし、各学科で定められた「卒業要件単位数」を修得しなければなりません。

5　履修モデル

　人間の尊厳を理解したうえで、一人ひとりの生活がより豊かになるような共生社会の実現を目指し、福祉に関
する専門的知識および技能を身につける。多様性を尊重し、信頼関係を構築するコミュニケーション能力を有し、
社会問題や生活上の課題を解決する能力と高い倫理性を備えた心豊かな人材を育成する。

　福祉に興味を持ち、人々の幸せやより良い社会の実現に寄与したいと考え、自らの人生に積極的で、知識や技
術の習得に努力を惜しまない人。

１年次には社会福祉学の基本理念を学びます。  
２年次には専門性を深めた８つの履修モデルから自分のキャリア形成のプランに沿った科目を選択します。
３年次には社会福祉学をより高度に学びます。また、ゼミナールで研究を深めていきます。
４年次には自ら見つけた研究課題を深め、４年間の学修の成果として卒業論文を作成します。

福 祉 学 科

教育目標

学科が求める学生像

４年間の学び
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD　

【選択科目】
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、人間と文化、
社会と生活、自然と科学、スポーツ

【必修科目】
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム　
介護過程Ⅰ　生活支援技術A－Ⅰ　介護実習入門

２
年

【必修科目】 
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
社会福祉調査の基礎　ソーシャルワーク論Ⅰ－B　障害者福祉論　
発達と老化の理解　障害の理解　老年医学
こころとからだのしくみA・B　地域福祉論Ⅰ　生活と文化
コミュニケーション技術A　生活支援技術A－Ⅱ
生活支援技術B・C　介護過程Ⅱ－A　
介護総合演習Ⅰ・Ⅱ　介護実習Ⅰ
多文化理解フィールドワーク事前・事後指導　
多文化理解フィールドワーク

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
認知症の理解　介護とケアマネジメント　介護予防　
介護と自立支援　コミュニケーション技術B　生活支援技術D・E
介護過程Ⅱ－B　介護過程Ⅲ　介護総合演習Ⅲ　
介護実習Ⅱ・Ⅲ　医療的ケアⅠ
ICTの理解、多文化理解コミュニケーション

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
介護とリスクマネジメント　介護総合演習Ⅳ
介護実習Ⅳ　医療的ケアⅡ・Ⅲ
介護福祉学特別講義

介護福祉モデル（介護福祉士　受験資格取得希望者）

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、人間と文化、
社会と生活、自然と科学、スポーツ

【必修科目】
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム　健康福祉論

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
障害者福祉論　児童・家庭福祉論　社会福祉調査の基礎
公的扶助論　刑事司法と福祉
ソーシャルワーク論Ⅰ－B、Ⅱ－A、Ⅱ－B　地域福祉論Ⅰ　
相談援助演習Ⅰ・Ⅱ　ソーシャルワーク実習指導　社会的養護論
福祉レクリエーション論　福祉レクリエーション援助論

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ソーシャルワーク論Ⅲ－A・B　社会保障Ⅱ　
権利擁護と成年後見制度　地域福祉論Ⅱ　
福祉サービスの組織と経営　医療福祉論　相談援助演習Ⅲ・Ⅳ
相談援助実習事前・事後指導　介護とケアマネジメント　
福祉レクリエーション援助技術　女性支援論
相談援助実習Ⅰ　相談援助実習Ⅱ　

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
相談援助演習Ⅴ　社会福祉学特別講義

ソーシャルワークモデル

履修モデル

教
育
課
程
に
つ
い
て
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎PC（情報活用・PC操作）
情報基礎DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、人間と文化、
社会と生活、自然と科学、スポーツ

【必修科目】　
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　
人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム
介護過程Ⅰ　生活支援技術A－Ⅰ　介護実習入門

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
障害者福祉論　児童・家庭福祉論　社会福祉調査の基礎　　
老年医学　公的扶助論
ソーシャルワーク論Ⅰ－B、Ⅱ－A、Ⅱ－B　地域福祉論Ⅰ　
相談援助演習Ⅰ・Ⅱ　ソーシャルワーク実習指導
発達と老化の理解　障害の理解　こころとからだのしくみA・B
生活と文化　コミュニケーション技術A　生活支援技術A－Ⅱ
生活支援技術B・C　介護過程Ⅱ－A
介護総合演習Ⅰ・Ⅱ　介護実習Ⅰ

３
年

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ソーシャルワーク論Ⅲ－A・B
社会保障Ⅱ　刑事司法と福祉　権利擁護と成年後見制度
地域福祉論Ⅱ　福祉サービスの組織と経営　医療福祉論
相談援助演習Ⅲ・Ⅳ　相談援助実習事前指導　認知症の理解
介護とケアマネジメント　介護予防　介護と自立支援　
コミュニケーション技術B　生活支援技術D・E　介護過程Ⅱ－B
介護過程Ⅲ　介護総合演習Ⅲ　医療的ケアⅠ　介護実習Ⅱ・Ⅲ

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
相談援助演習Ⅴ　相談援助実習事後指導　相談援助実習Ⅱ
介護とリスクマネジメント　介護総合演習Ⅳ　介護実習Ⅳ　
医療的ケアⅡ・Ⅲ　介護福祉学特別講義　社会福祉学特別講義

ダブル資格モデル（介護福祉士＋社会福祉士　受験資格取得希望者）

医療ソーシャルワークモデル（社会福祉士　受験資格取得希望者＋社会福祉専門実習）
区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作）
情報基礎 DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、
人間と文化、社会と生活、自然と科学、
スポーツ

【必修科目】　
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　人体の構造・機能・疾病　介護福祉論　
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム　健康福祉論

２
年

【必修科目】
英語Ⅱ A・Ⅱ B

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
障害者福祉論　児童・家庭福祉論　社会福祉調査の基礎　公的扶助論　刑事司法と福祉
ソーシャルワーク論Ⅰ－B、Ⅱ－A　、Ⅱ－B　地域福祉論Ⅰ　相談援助演習Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワーク実習指導　社会的養護論　福祉レクリエーション論　老年医学
健康と栄養　多文化共生論　介護とケアマネジメント　多文化理解コミュニケーション

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ソーシャルワーク論Ⅲ－A・B　社会保障Ⅱ　権利擁護と成年後見制度　地域福祉論Ⅱ
福祉サービスの組織と経営　医療福祉論　相談援助演習Ⅲ・Ⅳ
相談援助実習事前・事後指導　女性支援論　相談援助実習Ⅱ
福祉レクリエーション援助技術　福祉レクリエーション援助論　

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
相談援助演習Ⅴ　相談援助実習Ⅰ　社会福祉学特別講義　社会福祉学専門実習

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作）
情報基礎 DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、
人間と文化、社会と生活、自然と科学、
スポーツ

【必修科目】
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム　健康福祉論

２
年

【必修科目】
英語Ⅱ A・Ⅱ B

【選択科目】
共通科目

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
障害者福祉論　児童・家庭福祉論　社会福祉調査の基礎　公的扶助論　刑事司法と福祉
ソーシャルワーク論Ⅰ－B、Ⅱ－A、Ⅱ－B　地域福祉論Ⅰ　相談援助演習Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワーク実習指導　社会的養護論　健康と栄養

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ソーシャルワーク論Ⅲ－A・B　社会保障Ⅱ　権利擁護と成年後見制度　地域福祉論Ⅱ
福祉サービスの組織と経営　医療福祉論　相談援助演習Ⅲ・Ⅳ　
相談援助実習事前・事後指導　女性支援論　相談援助実習Ⅱ　

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
相談援助演習Ⅴ　相談援助実習Ⅰ　社会福祉学特別講義　社会福祉学専門実習

子ども・子育て支援モデル（社会福祉士　受験資格取得希望者＋社会福祉専門実習）

教
育
課
程
に
つ
い
て

2
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作）
情報基礎 DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、人間と文化、
自然と科学、スポーツ
福祉と現代社会（ボランティアを含む）
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅠ
キャリアデザインⅠ　レクリエーション実技

【必修科目】　
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
心理学と心理的支援　社会学と社会システム　健康福祉論　アロマセラピー　

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
キャリア・ディベロップメント・プログラムⅡ
キャリアデザインⅡ

【必修科目】
高齢者福祉論

【選択科目】
障害者福祉論　児童・家庭福祉論　老年医学　ソーシャルワーク論Ⅰ－B　地域福祉論Ⅰ
発達と老化の理解　社会的養護論　福祉レクリエーション論　
福祉レクリエーション援助論　多文化共生論　女性とキャリア　
多文化理解フィールドワーク事前・事後指導　多文化理解フィールドワーク

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
公的扶助論　医療福祉論　権利擁護と成年後見制度　認知症の理解　
福祉レクリエーション援助技術　福祉サービスの組織と経営　女性支援論　
介護とケアマネジメント論　ICTの理解　多文化理解コミュニケーション
ビジネス英語　英語コミュニケーション

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】

ライフビジネスモデル

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作）
情報基礎 DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、
人間と文化、社会と生活、自然と科学、
スポーツ

【必修科目】
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
人体の構造・機能・疾病　介護福祉論
ソーシャルワーク論Ⅰ－A　社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
介護過程Ⅰ　心理学と心理的支援　社会学と社会システム

２
年

【必修科目】　
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
日本語A（文章表現）
日本語B（口頭表現）
日本語C（読解）
AI活用

【必修科目】
高齢者福祉論　

【選択科目】
地域福祉論Ⅰ　障害者福祉論　社会福祉調査の基礎　障害の理解　生活と文化　
ソーシャルワーク論Ⅰ－B　発達と老化の理解　老年医学　コミュニケーション技術A
こころとからだのしくみA　こころとからだのしくみB　福祉レクリエーション論
福祉レクリエーション援助論　多文化理解フィールドワーク事前・事後指導　
多文化理解フィールドワーク

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
介護とケアマネジメント　介護予防　介護と自立支援　多文化理解コミュニケーション
ICTの理解　コミュニケーション技術B　認知症の理解　公的扶助論　
権利擁護と成年後見制度　福祉サービスの組織と経営

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
多文化共生論　介護とリスクマネジメント

外国人材との協働モデル

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC（情報活用・PC 操作）
情報基礎 DS（表計算活用・データリテラシー）
女性とキャンパスライフ、キャリア、
人間と文化、社会と生活、自然と科学、
スポーツ

【必修科目】
人間共生総論Ⅲ
社会福祉学概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
他学科総論
他学科概論Ⅰ・Ⅱ

【必修科目】
人体の構造・機能・疾病　介護福祉論　ソーシャルワーク論Ⅰ－A
社会福祉学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
介護過程Ⅰ　心理学と心理的支援　社会学と社会システム

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】
韓国語Ⅰ・Ⅱ　地域と文化　言語と文化
日本の歴史と文化　世界の歴史と文化
家族と現代社会

【必修科目】
高齢者福祉論　

【選択科目】
地域福祉論Ⅰ　障害者福祉論　社会福祉調査の基礎　障害の理解　生活と文化　
ソーシャルワーク論Ⅰ－B　発達と老化の理解　老年医学　コミュニケーション技術A
福祉レクリエーション論　福祉レクリエーション援助論
多文化理解フィールドワーク事前・事後指導　多文化理解フィールドワーク

３
年

【必修科目】
社会保障Ⅰ　社会福祉学セミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
介護とケアマネジメント　介護予防　介護と自立支援　多文化理解コミュニケーション
ICTの理解　コミュニケーション技術B　認知症の理解　地域福祉論Ⅱ　公的扶助論
権利擁護と成年後見制度

４
年

【必修科目】
社会福祉学セミナーⅢ・Ⅳ　卒業論文

【選択科目】
多文化共生論　介護とリスクマネジメント

海外フィールドワークモデル

教
育
課
程
に
つ
い
て
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6　社会福祉士国家試験受験資格取得について

　「社会福祉士」とは、社会福祉士及び介護福祉士法第２条により、社会福祉士の名称を用いて、専門的知識及
び技術をもって、身体上若しくは精神上の障害があること又は環境上の理由により日常生活を営むのに支障があ
る者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを
提供する者その他の関係者との連絡及び調整その他の援助を行うことを業とする者と定められています。

　人間共生学部 福祉学科

　「社会福祉士国家試験受験資格」を取得しようとする者は、別表１に定める科目（社会福祉士及び介護福祉士
法施行規則第５条の規定に基づき社会福祉に関する科目を定める省令（平成 20年文部科学省令、厚生労働省令
第３号第１条で定められた科目）の単位を修得しなければなりません。

　社会福祉士国家試験に合格した者が、厚生労働大臣指定登録機関に登録することにより、社会福祉士となるこ
とができます。

　「社会福祉士国家試験受験資格取得」を希望する者は、所定の期間内に「社会福祉士養成課程履修願」を福祉
学科共同研究室に提出してください。

　指定規則に掲げる各科目の出席時間数が指定規則に定める時間数の３分の２（ただし相談援助実習については
５分の４）に満たない者については、当該科目の履修の認定はできません。

⑴「相談援助実習」を履修するためには、次の条件が必要になりますので、十分注意してください。
　①‌�１年次に行われる社会福祉士養成課程履修に関わるオリエンテーションに出席し、所定の手続きをしている
こと。

　②定められた期間に課程履修費を別途納入すること。
　③「相談援助実習」を３年次に履修する場合は、２年次前期終了時のGPA（通算）が 2.0 以上であること。
　④‌�「社会福祉士課程実習規定」に定められている基準に則していること。
　　※‌�「社会福祉士課程実習規定」は①のオリエンテーション時に配布されます。
⑵「ソーシャルワーク実習指導」は、「相談援助実習事前指導」の先修条件科目です。
　相談援助実習履修の１年前までに必ず履修しておくこと。

社会福祉士について

社会福祉士国家試験受験資格を取得できる学部・学科

受験資格取得の方法

資格取得の方法

履修願の提出

出席時間数

その他
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指定の科目 本学の科目
●卒業必修

◎資格取得に
必要科目

授業
形態 単位

医 学 概 論 * 人 体 の 構 造 ・ 機 能 ・ 疾 病 ◎ 講義 2
心 理 学 と 心 理 的 支 援 * 心 理 学 と 心 理 的 支 援 ◎ 講義 2
社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム * 社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム ◎ 講義 2

社 会 福 祉 の 原 理 と 政 策 *
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ ● 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ ● 講義 2

社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 * 社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 基 盤 と 専 門 職 * ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ － Ａ ● 講義 2
ソーシャルワークの基盤と専門職 ( 専門 ) * ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ － Ｂ ◎ 講義 2

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法 *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ － Ａ ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ － Ｂ ◎ 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法 ( 専門 ) *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅲ － Ａ ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅲ － Ｂ ◎ 講義 2

地 域 福 祉 と 包 括 的 支 援 体 制 *
地 域 福 祉 論 Ⅰ ◎ 講義 2
地 域 福 祉 論 Ⅱ ◎ 講義 2

福 祉 サ ー ビ ス の 組 織 と 経 営 * 福 祉 サ ー ビ ス の 組 織 と 経 営 ◎ 講義 2

社 会 保 障 *
社 会 保 障 Ⅰ ● 講義 2
社 会 保 障 Ⅱ ◎ 講義 2

高 齢 者 福 祉 * 高 齢 者 福 祉 論 ● 講義 2
障 害 者 福 祉 * 障 害 者 福 祉 論 ◎ 講義 2
児 童 ・ 家 庭 福 祉 * 児 童 ・ 家 庭 福 祉 論 ◎ 講義 2
貧 困 に 対 す る 支 援 * 公 的 扶 助 論 ◎ 講義 2
保 健 医 療 と 福 祉 * 医 療 福 祉 論 ◎ 講義 2
権 利 擁 護 を 支 え る 法 制 度 * 権 利 擁 護 と 成 年 後 見 制 度 ◎ 講義 2
刑 事 司 法 と 福 祉 * 刑 事 司 法 と 福 祉 ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 * 相 談 援 助 演 習 Ⅰ ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習（ 専 門 ） *

相 談 援 助 演 習 Ⅱ ◎ 演習 1
相 談 援 助 演 習 Ⅲ ◎ 演習 1
相 談 援 助 演 習 Ⅳ ◎ 演習 1
相 談 援 助 演 習 Ⅴ ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 指 導 *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 指 導 ◎ 演習 1
相 談 援 助 実 習 事 前 指 導 ◎ 演習 1
相 談 援 助 実 習 事 後 指 導 ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 *
相 談 援 助 実 習 Ⅰ ◎ 実習 1
相 談 援 助 実 習 Ⅱ ◎ 実習 4

は国家試験科目 ( 国家試験は全指定科目から出題される )。
●は卒業に必要な科目で、国家試験受験資格取得のためにも必要な科目。
◎は本学として国家試験受験資格取得のために必要と定めた科目。

別表１　
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7　介護福祉士国家試験受験資格取得について

　「介護福祉士」とは、社会福祉士及び介護福祉士法第２条により、介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及
び技術をもって、身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身の状況
に応じた介護（喀痰吸引その他のその者が日常生活を営むのに必要な行為であって、医師の指示の下に行われる
ものを含む）を行い、並びにその者及びその介護者に対して介護に関する指導を行うことを業とする者と定めら
れています。

介護福祉士について

　人間共生学部 福祉学科

介護福祉士国家試験受験資格を取得できる学部・学科

　「介護福祉士国家試験受験資格」を取得しようとする者は、別表２に定める科目（「社会福祉士介護福祉士学校
指定規則」別表第 4）の単位を修得しなければなりません。

受験資格取得の方法

　介護福祉士国家試験に合格した者が、厚生労働大臣指定登録機関に登録することにより、介護福祉士となるこ
とができます。

資格取得の方法

　「介護福祉士国家試験受験資格取得」を希望する者は、所定の期間内に「介護福祉士養成課程履修願」を福祉
学科共同研究室に提出してください。

履修願の提出

　指定規則に掲げる各科目の出席時間数が指定規則に定める時間数の３分の２（ただし介護実習については５分
の４）に満たない者については、当該科目の履修の認定はできません。

出席時間数

　別表２の一部の科目（ ２）を履修するためには、次の条件が必要となりますので、十分注意してください。
　①�１年次もしくは２年次に行われる介護福祉士養成課程履修に関わるオリエンテーションに出席し、所定の手

続きをしていること。
　②�定められた期間に課程履修費を別途納入すること。
　③�介護福祉士養成課程を、２年次から履修する場合は、原則として、１年次前期終了時のGPAが 2.0 以上で

あること。
　　３年次から履修する場合は、原則として、２年次前期終了時のGPA（通算）が 2.0 以上であること。
　④「介護福祉士国家試験受験資格取得に関わる実習等の規定」に定められている基準に則していること。
　　※「介護福祉士国家試験受験資格取得に関わる実習等の規定」は①のオリエンテーション時に配布されます。
　⑤�「医療的ケアⅠ」は、４年次開講の「医療的ケアⅡ」・「医療的ケアⅢ」の先修条件科目であるため、３年次

に必ず履修しておくこと。
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指定科目 本学の科目
●卒業必修
◎資格取得
に必要科目

授業
形態 単位

人
間
と
社
会

人 間 の 尊 厳 と 自 立 *1 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ ー Ａ ● 講義 ２

人 間 関 係 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン *1 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ ー Ｂ ◎ 講義 ２
地 域 福 祉 論 Ⅰ ◎ 講義 ２

社 会 の 理 解 *1 社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ ● 講義 ２
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ ● 講義 ２

人 間 と 社 会 に 関 す る 選 択 科 目 *1

社 会 保 障 Ⅰ ● 講義 ２
社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 ◎ 講義 ２
社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム ◎ 講義 ２

介　
　
　
　
護

介 護 の 基 本 *1

介 護 福 祉 論 ● 講義 ２
生 活 と 文 化 ◎ 講義 ２
介 護 と ケ ア マ ネ ジ メ ン ト ◎ 講義 ２
介 護 予 防 ◎ 講義 ２
介 護 と 自 立 支 援 ◎ 講義 ２
介 護 と リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト ◎ 講義 ２

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 *1 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ａ *2 ◎ 講義 ２
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ｂ *2 ◎ 講義 ２

生 活 支 援 技 術 *1

生 活 支 援 技 術 Ａ ー Ⅰ *2 ◎ 演習 １
生 活 支 援 技 術 Ａ ー Ⅱ *2 ◎ 演習 １
生 活 支 援 技 術 Ｂ *2 ◎ 演習 ２
生 活 支 援 技 術 Ｃ *2 ◎ 演習 ２
生 活 支 援 技 術 Ｄ *2 ◎ 演習 ２
生 活 支 援 技 術 Ｅ *2 ◎ 演習 ２

介 護 過 程 *1

介 護 過 程 Ⅰ ◎ 講義 ２
介 護 過 程 Ⅱ ー Ａ *2 ◎ 演習 ２
介 護 過 程 Ⅱ ー Ｂ *2 ◎ 演習 １
介 護 過 程 Ⅲ *2 ◎ 演習 １

介 護 総 合 演 習 *1

介 護 総 合 演 習 Ⅰ *2 ◎ 演習 １
介 護 総 合 演 習 Ⅱ *2 ◎ 演習 １
介 護 総 合 演 習 Ⅲ *2 ◎ 演習 １
介 護 総 合 演 習 Ⅳ *2 ◎ 演習 １

介 護 実 習 *1

介 護 実 習 入 門 *2 ◎ 実習 １
介 護 実 習 Ⅰ *2 ◎ 実習 ２
介 護 実 習 Ⅱ *2 ◎ 実習 ２
介 護 実 習 Ⅲ *2 ◎ 実習 ４
介 護 実 習 Ⅳ *2 ◎ 実習 １

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

こ こ ろ と か ら だ の し く み *1

老 年 医 学 ◎ 講義 ２
人 体 の 構 造 ・ 機 能 ・ 疾 病 ◎ 講義 ２
こ こ ろ と か ら だ の し く み Ａ ◎ 講義 ２
こ こ ろ と か ら だ の し く み Ｂ ◎ 講義 ２

発 達 と 老 化 の 理 解 *1 心 理 学 と 心 理 的 支 援 ◎ 講義 ２
発 達 と 老 化 の 理 解 ◎ 講義 ２

認 知 症 の 理 解 *1 高 齢 者 福 祉 論 ● 講義 ２
認 知 症 の 理 解 ◎ 講義 2

障 害 の 理 解 *1 障 害 の 理 解 ◎ 講義 ２
障 害 者 福 祉 論 ◎ 講義 ２

医
療
的
ケ
ア

医 療 的 ケ ア *1

医 療 的 ケ ア Ⅰ *2 ◎ 講義 ２
医 療 的 ケ ア Ⅱ *2 ◎ 講義 ２
医 療 的 ケ ア Ⅲ *2 ◎ 講義・演習 ２

1 国家試験科目 （国家試験は全指定科目から出題される ）。
2 履修条件のある科目（その他の項を参照）。

●は卒業に必要な科目で、国家試験受験資格取得のためにも必要な科目。
◎は本学として国家試験受験資格取得のために必要と定めた科目。
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※１　�介護福祉士養成課程履修者の学生は、「レクリエーション支援のための福祉領域の基礎知識」の５科目と「福祉レクリエーション支援実習」免除と
なります。

※２　�「福祉レクリエーション支援実習」においては、a. 相談援助実習指導・相談援助実習Ⅰ（計２科目）もしくは、b. 福祉レクリエーション総合実習（計
１科目）のどちらかを選択し、履修してください。

カリキュラム群 学習テーマ 本学の科目 単位

レクリエーション支援のための
基礎的な理解

１：レクリエーション理論 レクリエーション論 2

２：レクリエーション実技
スポーツ D 1
スポーツ A、B、C のうち 1 科目 1

レクリエーション支援のための
福祉領域の基礎知識

（介護福祉士養成課程履修者を除く）
※１

１：支援対象者の生活の理解
社会福祉学概論Ⅰ 2
人体の構造・機能・疾病 2
認知症の理解 2

２：社会と福祉サービスの理解
社会保障Ⅰ 2
高齢者福祉論 2

福祉レクリエーション支援の
専門知識・支援技術

１：福祉レクリエーション支援
の理解（福祉レク支援論） 福祉レクリエーション論 2

２：福祉レクリエーション支援
の計画 福祉レクリエーション援助論 2

３：福祉レクリエーション支援
の介入技術 福祉レクリエーション援助技術 1

福祉レクリエーション支援の
総合演習 レクリエーション実技 １

福祉レクリエーション支援実習
※２

a ソーシャルワーク実習指導 1
相談援助実習Ⅰ 1

もしくは
ｂ 福祉レクリエーション総合実習 1

（令和８年度入学生からの適用）

福祉レクリエーション・ワーカーについて
　福祉レクリエーション・ワーカーは、公益財団法人日本レクリエーション協会が認定している資格です。
　人間共生学部福祉学科の学生を対象に、福祉レクリエーション・ワーカー養成校として認定され、在学中に資
格取得が可能です。
　福祉レクリエーション・ワーカーとは、社会的に弱い立場にいる人々を対象に、自立支援や介護の目標に沿っ
た援助ができる人材の育成や、利用者一人ひとりにあわせたプログラムの提供や、リハビリなどに楽しく取り組
むための一助として、広く福祉現場で活躍することのできる人材の育成を目的としたものです。

　人間共生学部 福祉学科

　資格取得に必要な科目は、履修ガイド「2教育課程について」を参照しながら、各自、履修してください。
　「現場実習」については、福祉現場で行われているレクリエーションプログラムを体験します。

　詳細については、多摩キャンパス５号館 1階スポーツ教育研究室にお問い合わせください。

8　福祉レクリエーション・ワーカー資格取得について

福祉レクリエーション・ワーカー資格を取得できる学部・学科

資格取得に必要な科目及び単位数

履修方法

その他
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　スポーツ・レクリエーション指導者は、公益財団法人日本レクリエーション協会が認定している資格です。
　人間共生学部福祉学科の学生を対象に、スポーツ・レクリエーション指導者養成校として認定され、在学中に
資格取得が可能です。
　スポーツ・レクリエーション指導者とは、スポーツを通じた豊かな生活の実現に向け、幼児期、学童期、高齢
期など各ライフステージや世の中のニーズに合ったスポーツ・レクリエーション活動を提供し、体を動かす楽し
さを実感させ、継続して活動できるように支援することができる指導者です。

9　スポーツ・レクリエーション指導者資格取得について

スポーツ・レクリエーション指導者について

人間共生学部 福祉学科
スポーツレクリエーション指導者資格を取得できる学部・学科

　「健康福祉論」は、福祉学科の選択必修科目として開講しています。また、「レクリエーション論」と「レクリ
エーション実技」、「スポーツA〜D」および「シーズン・スポーツ」は、全学共通科目で開講されています。
　現場実習は、「社会福祉士」、「介護福祉士」、「専門実習」などを履修する場合、各実習先での活動内容が学外
実習１単位として認められる場合があります。事業参加の単位については、東京都または居住地のレクリエーショ
ン協会が主催する事業に各自で参加することによって修得できます。
　実習先については、随時スポーツ教育研究室からも情報提供いたします。

履修方法

　「スポーツ・レクリエーション指導者」、「レクリエーション・インストラクター」、「福祉レクリエーション・ワー
カー」の資格取得については、スポーツ教育研究室（５号館１階）にお問い合わせください。

その他

資格取得に必要な科目及び単位数
　健康福祉論（２単位）
　レクリエーション論（２単位）
　レクリエーション実技（１単位）
　スポーツＡ〜Dの中から１科目（１単位）
　シーズン・スポーツ（１単位）
　現場実習（学外実習１単位または事業参加１単位）

のうち、いずれか１単位

　登録料は変更となる場合がありますので、一応の目安としてください（２年ごとの更新）。なお、スポーツ・
レクリエーション指導者のみは取得できません。

資格取得に係る経費

資　　　　　格 登　録　料
レクリエーション・インストラクターのみ 17,600 円（税込）
福祉レクリエーション・ワーカーのみ 28,600 円
レクリエーション・インストラクター + スポーツ・レクリエーション指導者 23,100 円（税込）
レクリエーション・インストラクター + 福祉レクリエーション・ワーカー 28,600 円
スポーツ・レクリエーション指導者 + 福祉レクリエーション・ワーカー 28,600 円
レクリエーション・インストラクター + スポーツ・レクリエーション指導者 +
福祉レクリエーション・ワーカー 34,100 円
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共生デザイン学科　教育研究上の目的
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　学部の教育目的に則し、共生社会の実現に向けて、多様性を背景とする地域社会や職場の課題について、社会学、
心理学、福祉学を基盤に、国内外の地理的差異に関わる「グローバル・地域共生」、多様な特徴を持つ人間同士の
共生である「人間共生」の二側面から「共生」を捉えた様々な学びを通して、実践的なコミュニケーション力と
共生デザイン力（共生のあり方に関する構想、提案、実行する力）を備えた人材の育成を教育研究上の目的とする。

　共生デザイン学科では、以下の要件や能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に、卒業を認定し、学士の
学位を授与します。

〈知識・技能〉
１．共生社会の実現に資する幅広く豊かな知識と教養を身につけている。
２．国内外の人々と協働するための基礎的な語学力とグローバルな視点を身につけている。
３．人間の多様性を理解するための専門的知識、社会的課題に気づき解決するための基本的な知識を身につけて
いる。

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．多様性を背景とした職場や地域社会の課題に対して、その要因を社会学、心理学、社会福祉学、その他の関
連領域の知識を応用して分析し、解決策を提案する力を身につけている。
２．問題の解決に向けて、様々な他者と協働するコミュニケーション力と行動力を身につけている。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．共生社会の実現に寄与したいという動機、自分とは異なる背景を持つ人々への興味や相手を理解し受け入れ
る姿勢を持っている。
２．職場や地域社会での共生のあり方をデザインし、実現に向けて主体的に行動すると共に、他者を巻き込みな
がら社会に働きかける態度を身につけている。

卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

　共生デザイン学科では、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために、
次のような教育を行います。 

〈知識・技能〉
１．全学共通科目の基礎科目において、共生社会の実現に向けた、幅広く豊かな知識と教養を身につけるための
基礎教育を行う。 
２．国内外の人々と協働するため、実践的な英語コミュニケーション力を育成する少人数科目を設置する。 
３．国際的視点で社会事象を捉え、多文化共生の要素に着目できるよう、学際的なグローバル共生に関する基礎
科目を設置する。 
４．人間の多様性、それらに起因する社会的課題及びそれらの解決方法に関わる基礎知識を修得するための科目
として人間共生に関する基礎科目を設置する。 
５．具体的な進路・職業と関連した専門知識と技能を修得するため、ビジネス、国際、地域、保健医療等の諸分
野に焦点を当てた科目群を設置する。 

〈思考力・判断力・表現力等〉
１．身近な社会的課題を取り上げ、グループで情報を収集して問題を分析し、解決方法を考える課題解決型学習
として SDGs に関する少人数科目を設置する。 
２．多文化共生社会を学ぶための短期留学を通して、グローバルな視点、実践的なコミュニケーション力、他者
と協働する力、行動力を修得する。

〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉
１．１年次から４年次にかけて、少人数での双方向型授業、課題解決型学習の科目を専門教育科目の中に数多く
設置する。それらの科目の中で、理論と実践の往還によって、共生社会の実現を目指す動機や異なる他者を受
け入れる姿勢を育てつつ、他者との協働を通して共生のあり方を提案し実現する力を伸ばす。
２．４年間の学びの集大成として、自分でテーマを見つけ、主体的に情報収集を行い、コミュニケーションや協
働を通して分析、考察したものを卒業論文としてまとめる。



3　卒業論文について

　ａ　人間共生学部の学生が卒業するためには、「卒業論文」を提出しなければならない。
　ｂ　「卒業論文」を履修するための条件は以下のとおりとする。
　　（１）３年以上在学していること。
　　（２）全学共通科目、学部共通科目及び専門教育科目を合わせて 96単位以上修得していること。
　　（３）指導教員の担当している「共生デザインセミナーⅢ・Ⅳ」（４年次）を履修すること。
　ｃ　「卒業論文」を履修登録する時期は以下のとおりとする。
　　（１）「卒業論文」は原則として４年次前期の履修登録期間に登録するものとする。
　　（２）�４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしていないが、４年次前期履修結果により履

修条件を満たし、後期に「卒業論文」を履修することで当該年度末に卒業が見込まれる場合は、指導
教員の許可を得た上で、４年次後期の追加履修登録を認める。ただし、履修登録単位数の年間上限を
超えることはできない。

　　（３）�留年者で４年次前期履修登録時に「卒業論文」の履修条件を満たしている者が、前期に休学または留
学により履修登録をしなかった場合、後期の追加履修登録により卒業要件を満たす者は、「卒業論文」
の後期追加登録を認める。

　　（４）�留年者で前期履修登録期間に「卒業論文」を履修し、かつ、前期に「卒業論文」を提出することで前
期末卒業が見込まれる者は、指導教員の許可を得た上で、前期中の所定の提出期間内に「卒業論文」
を提出し、審査を受けることができる（期間は別途連絡する）。

2　標準履修単位数

　本学では、各学年において履修すべき単位の標準（目安）を定めています。卒業年次生は、標準履修単位数が
卒業要件となりますので、注意してください。

区分
学年

全学共通
小計

学部共通 専門教育
小計 合計必修 選択必修 選択 必修 選択必修 必修 選択

（内選択必修）
1 学年 5 9 2 16 6 6 10 （0） 6 28 44
2 学年 7 15 6 28 6 6 16 （6） 32 60 88
3 学年 7 15 8 30 6 6 20 （6） 52 84 114
4 学年 7 15 8 30 6 6 30 （6） 54 96 126

（令和８年度入学生から適用）

教
育
課
程
に
つ
い
て

2

93

1　1年間の履修登録単位数の上限

学　科
履修登録単位数の上限

1 学年 2 学年 3 学年 4 学年

共生デザイン学科 44 45 45 45

（令和８年度入学生から適用）

※諸課程科目及び人間共生学部の学外実習科目は、この単位に含まれません。



4　人間共生学部　共生デザイン学科　専門教育科目

（令和８年度入学生から適用）

区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
（●印は精神保健福祉士国家試験
受験資格取得に必要な科目▽印は
他学科履修可能科目）

学

部

共

通

科

目

必　
修

人 間 共 生 総 論 Ⅳ 1 半期 講義 2
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
共 生 デ ザ イ ン 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 （6）

選　

択

人 間 共 生 総 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
人 間 共 生 総 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 2
人 間 共 生 総 論 Ⅲ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
社 会 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2
心 理 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2

4

社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ 1 半期 講義 2 ●
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ 1 半期 講義 2 ● （6）

専

門

教

育

科

目

必　

修

国 際 関 係 論 1 半期 講義 2 ▽
コミュニティ・空間デザイン論 1 半期 講義 2
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 論 2 半期 講義 ･ 演習 2
ジ ェ ン ダ ー 論 1 半期 講義 2
人 間 の 多 様 性 と 障 害 2 半期 講義 2
メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ 2 半期 講義 2 ●
共 生 デ ザ イ ン 基 礎 セ ミ ナ ー 1 半期 演習 2
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ セ ミ ナ ー 1 半期 演習 2
共 生 デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅰ 3 半期 演習 2
共 生 デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅱ 3 半期 演習 2
共 生 デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅲ 4 半期 演習 2
共 生 デ ザ イ ン セ ミ ナ ー Ⅳ 4 半期 演習 2
卒 業 論 文 4 半期 － 6 （30）

選　

択

グ
ロ
ー
バ
ル
・
地

域
共
生
専
門
科
目

社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム 1 半期 講義 2 ●
文 化 人 類 学 1 半期 講義 2 ▽
ま ち づ く り デ ザ イ ン 1 半期 講義 2

人
間
共
生

基
礎
科
目

医 学 知 識 1 半期 講義 2 ● ▽
心 理 学 と 心 理 的 支 援 1 半期 講義 2 ● ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ Ａ 1 半期 講義 2 ●
精 神 医 学 Ⅰ 1 半期 講義 2 ●
マ イ ノ リ テ ィ と 社 会 問 題 1 半期 講義 2 ▽

ビ
ジ
ネ
ス
・
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
科
目

就 労 支 援 論 2 半期 講義 2
企 業 と 社 会 1 半期 講義 2 ▽
ビジネスデータ分析の基礎 2 半期 講義 ･ 演習 2
産 業 と 経 営 2 半期 講義 2 ▽

グ
ロ
ー
バ
ル
・
地
域
共
生
専
門
科
目

精 神 保 健 福 祉 の 原 理 Ⅰ 2 半期 講義 2 ●
精 神 保 健 福 祉 の 原 理 Ⅱ 3 半期 講義 2 ●
精 神 保 健 福 祉 制 度 論 2・3 半期 講義 2 ●
社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 2 半期 講義 2 ●
地域福祉と包括支援体制Ⅰ 2 半期 講義 2 ● ▽
地域福祉と包括支援体制Ⅱ 3 半期 講義 2 ● ▽
異文化コミュニケーション 2 半期 講義 ･ 演習 2 ▽
居 住 環 境 論 2 半期 講義 2
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 論 2・3 半期 講義 ･ 演習 2
エ ス ニ シ テ ィ 論 2 半期 講義 2 ▽
政策デザインとガバナンス 3 半期 講義 2 ▽
国 際 共 生 と 社 会 課 題 2 半期 講義 2 ▽
国 際 経 済 論 3 半期 講義 2 ▽

人
間
共
生
専
門
科
目

メンタルヘルスの課題と支援Ⅱ 3 半期 講義 2 ●
刑 事 司 法 と 福 祉 2 半期 講義 2 ● ▽
権 利 擁 護 を 支 え る 法 制 度 3 半期 講義 2 ● ▽
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ Ａ 2 半期 講義 2 ●
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ Ｂ 2 半期 講義 2 ●
精 神 医 学 Ⅱ 2 半期 講義 2 ●
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 3 半期 講義 2 ●
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 3・4 半期 講義 2 ●
精神障害リハビリテーション論 3 半期 講義 2 ●
障 害 者 福 祉 論 2 半期 講義 2 ●
ア イ デ ン テ ィ テ ィ 論 2 半期 講義 ･ 演習 2 ▽
防 災 と ジ ェ ン ダ ー 2 半期 講義 2
家 族 論 3 半期 講義 2
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区分 授　業　科　目　名 配当年次 期間 講義・演習
等の別

単位数

先 修 条 件

卒業に必要な単位数

必修 選択
（●印は精神保健福祉士国家試験
受験資格取得に必要な科目▽印は
他学科履修可能科目）

専

門

教

育

科

目

選　

択

ビ
ジ
ネ
ス
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
科
目

ジ ョ ブ コ ー チ 論 2 半期 講義 2
社 会 保 障 制 度 Ⅰ 3 半期 講義 2 ● ▽
社 会 保 障 制 度 Ⅱ 3 半期 講義 2 ● ▽
イ ノ ベ ー シ ョ ン と 社 会 2 半期 講義 2
ビ ジ ネ ス モ デ ル デ ザ イ ン 3 半期 講義 2
人 事 心 理 学 2 半期 講義 2
女 性 と キ ャ リ ア 形 成 2 半期 講義 2
ダイバーシティとインクルージョン 3 半期 講義 2 ▽
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 2 半期 講義 2
ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 2 半期 講義 2
グローバル企業戦略と社会 3 半期 講義 2 ▽

共
生
デ
ザ
イ
ン
力
実
践
科
目

グローバル共生フィールドワークⅠ 2 集中 講義 ･ 演習 2
グローバル共生フィールドワークⅡ 2 集中 講義 ･ 演習 4
ダイバーシティインターンシップⅠ 2 集中 講義 ･ 演習 2
ダイバーシティインターンシップⅡ 2 集中 講義 ･ 演習 4

6

地域共生フィールドワークⅠ 2 集中 講義 ･ 演習 2
地域共生フィールドワークⅡ 2 集中 講義 ･ 演習 4
グローバル・地域共生フィールドワーク 3・4 集中 講義 ･ 演習 2
ソーシャルワーク実習指導 2 半期 講義 ･ 演習 1 ● ※ 1
ソーシャルワーク実習事前指導 3 半期 講義 ･ 演習 1 ● ※ 1
ソーシャルワーク実習事後指導 4 半期 講義 ･ 演習 1 ● ※ 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 Ⅰ 3・4 － 実習 3 ● ※ 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 Ⅱ 4 － 実習 2 ● ※ 1
ジ ョ ブ コ ー チ 実 習 指 導 3 半期 講義 ･ 演習 1 ※ 2
ジ ョ ブ コ ー チ 実 習 3 － 実習 2 ※ 2

グ
ロ
ー
バ
ル
・
地

域
共
生
専
門
科
目

コミュニティ・空間デザイン演習Ⅰ 3 半期② 演習 4
コミュニティ・空間デザイン演習Ⅱ 3 半期② 演習 4
国 際 協 力 実 践 論 3 半期 講義 ･ 演習 2 ▽
Human Diversity Studies 3 半期 演習 2 ▽

人
間
共
生

専
門
科
目

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 2 半期 演習 1 ● ※ 1
ソーシャルワーク演習Ⅰ（専門） 3 半期 演習 1 ● ※ 1
ソーシャルワーク演習Ⅱ（専門） 4 半期 演習 1 ● ※ 1
ソーシャルワーク演習Ⅲ（専門） 4 半期 演習 1 ● ※ 1

ビ
ジ
ネ
ス
・
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
科
目

ジ ョ ブ コ ー チ 演 習 3 半期 演習 1 ※ 2

専
門

英
語

科
目

ビ ジ ネ ス 英 語 2・3・4 半期 演習 2
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2・3・4 半期 演習 2

留
学

認
定

科
目

異 文 化 理 解 Ⅰ 1･2･3･4 － － 2
異 文 化 理 解 Ⅱ 1･2･3･4 － － 2 (54)

a　履修について
注（1）	学部共通科目の選択必修科目について、要件を超えて修得した単位を４単位まで、専門教育科目（選択）

の卒業要件の単位とすることができる。
注（2）	人間共生学部の他学科が履修を可とした科目（▽がついている科目）を 10単位以内で履修し、専門教

育科目（選択）の卒業要件の単位とすることができる。
	 ただし、開設科目と同一名の他学科科目の履修は認めない。
注（3）	人間共生学部の他学科が共生デザイン学科の専門教育科目を履修する場合、「人間共生総論Ⅳ」「共生デ

ザイン概論Ⅰ」「共生デザイン概論Ⅱ」を修得済みであることを条件とする。
注（4）	全学共通科目の選択科目について、要件を超えて修得した単位を 10単位まで、専門教育科目（選択）

の卒業要件の単位とすることができる。
	 ただし、これは諸課程（図書館司書課程、博物館学芸員課程）において修得した単位および他大学の単

位互換制度を利用して修得した単位（「教養特殊講義」、「外国語特殊演習」）を除外したうえで、全学共
通科目の履修単位が要件を越えていた場合にのみ適用される。

注（5）	※１は、精神保健福祉士国家試験受験資格履修願提出者、※２は、ジョブコーチ課程履修願提出者のみ
履修可能な科目。

教
育
課
程
に
つ
い
て

2

95



b　留学認定科目について
（1）�「異文化理解Ⅰ」「異文化理解Ⅱ」の単位を修得しようとする者は、大妻女子大学が行っている海外留学・研

修プログラム等に参加し、一定以上の成績を修めること。

c　資格取得について
精神保健福祉士国家試験受験資格取得を希望する者は、同資格に係る項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。

１．国内外の人々と共同するためのグローバルな視点と基礎的なコミュニケーション能力を身に付けた人材を育
成する。
２．共生デザイン力、すなわち共生社会のあり方を構想し、提案し、実行する力を身に付けた人材を育成する。
３．自分とは異なる背景を持つ人々への関心や、相手を理解し受け入れる姿勢を持つ人材を育成する。

共 生 デ ザ イ ン 学 科

教育目標

１．世の中で暮らす様々な人の考えや違いに関心のある人。
２．誰もが生きやすい地域・社会をつくるための商品開発や企画・デザインに関心のある人。
３．国際社会で適用する文化の知識・教養の習得に意欲のある人。
４．他者と積極的にコミュニケーションを取り、相手の視点や考え方を尊重し、自分の意見を適切に表現できる人。

学科が求める学生像

１年次：「社会学系」「心理学・メンタルヘルス系」「福祉学系」「国際系」「建築・デザイン系」「経営・ビジネス
系」の６つの専門領域の基本的な科目を履修します。

２年次：４つの履修モデルをベースに自分の関心領域の科目を選択します。さらに、課題解決型授業（PBL）を
選択し、地域・海外・企業のいずれかのフィールドワークに取り組みます。

３年次：各自のキャリア形成に沿った科目を選択し、より高度に、実践的に学びます。また、ゼミナールで研究
を始めます。さらに、国家資格等の資格取得を目指す人は実習を行います。

４年次：自ら見出した研究テーマを深め、４年間の学修の成果として卒業論文を作成します。

４年間の学び

　本学では、目標や学びたいことに合わせて科目選択をすることが可能です。
　各学科で目的別に４年間の履修モデルを紹介しています。履修モデルを参考に自分の目的に合わせたオリジナ
ルな履修計画を立ててください。
　※履修科目は一例です。卒業するためには、修業年限を満たし、各学科で定められた「卒業要件単位数」を修得しなければなりません。

5　履修モデル

d　全学共通科目について
全学共通科目の授業科目および卒業要件は該当する項を熟読し、単位の修得に十分注意すること。教
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎 PC、情報基礎 DS

【必修科目】
人間共生総論Ⅳ　
共生デザイン概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
福祉学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅱ（心理学）

【必修科目】
国際関係論、ジェンダー論、共生デザイン基礎セミナー、
コミュニティ・空間デザイン論、SDG’sセミナー

【選択科目】
精神医学Ⅰ、社会学と社会システム、医学知識、心理学と心理学的支援、
ソーシャルワーク論ⅠA、就労支援論、マイノリティと社会問題

２
年

【必修科目】
英語Ⅱ A・Ⅱ B

【選択科目】

【必修科目】
コミュニケーションスキル論、
メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ、人間の多様性と障害

【選択必修科目】
ダイバーシティ・インターンシップⅠ・Ⅱ

【選択科目】
精神保健福祉の原理Ⅰ、社会福祉調査の基礎、地域福祉と包括支援体制Ⅰ、
ソーシャルワーク論ⅡA、ソーシャルワーク演習、障害者福祉論、
ソーシャルワーク実習指導、精神保健福祉制度論、刑事司法と福祉、
ソーシャルワーク論ⅡB、精神医学Ⅱ、ジョブコーチ論、アイデンティティ論、
人事心理学

３
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ソーシャルワーク実習事前指導、精神保健福祉の原理Ⅱ、権利擁護を支える法制度、
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ、メンタルヘルスの課題と支援Ⅱ、
精神障害リハビリテーション論、ジョブコーチ演習、社会保障制度Ⅰ、
ジョブコーチ実習指導、地域福祉と包括支援体制Ⅱ、
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ、ソーシャルワーク演習Ⅰ（専門）、
社会保障制度Ⅱ、ソーシャルワーク実習Ⅰ
ダイバーシティとインクルージョン

４
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅢ・Ⅳ・卒業論文

【専門科目】
ソーシャルワーク演習Ⅱ（専門）、ソーシャルワーク実習事後指導、
ソーシャルワーク演習Ⅲ（専門）、ソーシャルワーク実習Ⅱ、ジョブコーチ実習

２　人間共生モデル（多様な人々の困難を知り、誰もが生きやすい環境や働きやすい職場づくりに貢献する人を目指す）
　　【推奨資格：ジョブコーチ、精神保健福祉士】

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語ⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD

【選択科目】
情報基礎PC、情報基礎DS

【必修科目】
人間共生総論Ⅳ
共生デザイン概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
福祉学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅰ（社会学）

【必修科目】
国際関係論、ジェンダー論、共生デザイン基礎セミナー、
コミュニティ・空間デザイン論、SDG’sセミナー

【選択科目】
医学知識、ソーシャルワーク論ⅠA

２
年

【必修科目】
英語ⅡA・ⅡB

【選択科目】

【必修科目】
コミュニケーションスキル論、
メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ、人間の多様性と障害

【選択必修科目】
地域共生フィールドワークⅠ・Ⅱ

【選択科目】
居住環境論、ユニバーサルデザイン論、
地域福祉と包括支援体制Ⅰ、障害者福祉論、
異文化コミュニケーション、精神保健福祉制度論、
防災とジェンダー

３
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
コミュニティ・空間デザイン演習Ⅰ・Ⅱ、
精神障害リハビリテーション論、
メンタルヘルスの課題と支援Ⅱ、
ダイバーシティとインクルージョン、社会保障制度Ⅰ、
政策デザインとガバナンス、家族論、
グローバル・地域共生フィールドワーク

４
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅢ・Ⅳ・卒業論文

１　地域共生モデル（地域での共生のあり方の専門性を磨き、誰もが住みやすい空間とまちづくりに貢献する人を目指す）
　　【推奨資格：福祉住環境コーディネーター】

履修モデル
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区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語Ⅰ A・Ⅰ B・Ⅰ C・Ⅰ D

【選択科目】
情報基礎 PC、情報基礎 DS

【必修科目】
人間共生総論Ⅳ
共生デザイン概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
心理学概論Ⅰ・Ⅱ
人間関係総論Ⅲ（福祉学）

【必修科目】
国際関係論、ジェンダー論、共生デザイン基礎セミナー、
コミュニティ・空間デザイン論、SDG’sセミナー

【選択科目】
マイノリティと社会問題、企業と社会、ビジネスデータ分析の基礎、就労支援論

２
年

【必修科目】
英語Ⅱ A・Ⅱ B

【選択科目】

【必修科目】
コミュニケーションスキル論、メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ、
人間の多様性と障害

【選択必修科目】
ダイバーシティ・インターンシップⅠ・Ⅱ

【選択科目】
産業と経営、女性とキャリア形成、マーケティング論、ユニバーサルデザイン論、
防災とジェンダー、ジョブコーチ論、イノベーションと社会、人事心理学、
ホスピタリティ論

３
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅠ・Ⅱ

【選択科目】
ビジネスモデルデザイン、ダイバーシティとインクルージョン、
グローバル企業戦略と社会、国際経済論、グローバル・地域共生フィールドワーク

４
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅢ・Ⅳ・卒業論文

区
分 全学共通科目 学部共通科目 専門教育科目

１
年

【必修科目】
大妻教養講座
英語Ⅰ A・Ⅰ B・Ⅰ C・Ⅰ D

【選択科目】
情報基礎 PC、情報基礎 DS

【必修科目】
人間共生総論Ⅳ
共生デザイン概論Ⅰ・Ⅱ

【選択科目】
社会学概論Ⅰ・Ⅱ
人間共生総論Ⅱ（心理学）

【必修科目】
国際関係論、ジェンダー論、共生デザイン基礎セミナー、
コミュニティ・空間デザイン論、SDG’sセミナー

【選択科目】
文化人類学、マイノリティと社会問題、社会学と社会システム

２
年

【必修科目】
英語Ⅱ A・Ⅱ B

【選択科目】

【必修科目】
コミュニケーションスキル論、メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ、
人間の多様性と障害

【選択必修科目】
グローバル共生フィールドワークⅠ・Ⅱ

【選択科目】
エスニシティ論、国際共生と社会課題、居住環境論、アイデンティティ論、
異文化コミュニケーション、ホスピタリティ論

３
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅠ・Ⅱ

【専門科目】
国際協力実践論、ダイバーシティとインクルージョン、国際経済論、
グローバル・地域共生フィールドワーク

４
年

【選択科目】 【必修科目】
共生デザインセミナーⅢ・Ⅳ・卒業論文

【専門科目】
Human Diversity Studies

３　グローバル共生モデル（文化の異なる人々との共生のあり方の専門性を磨き、国内外のグローバル化に貢献する人を目指す）
　　【推奨：グローバル共生プログラム】

４　�ビジネス・ダイバーシティモデル（多様な人々のニーズに合わせたサービスに関わる専門性を磨き、新たなサービス
の創出に貢献する人を目指す）
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6　精神保健福祉士国家試験受験資格取得について

　「精神保健福祉士」とは、精神保健福祉士法第２条により、精神保健福祉士の名称を用いて、精神障害者の保
健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって、精神科病院その他の医療施設において精神障害の医療を受
け、又は精神障害者の社会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利用している者の社会復帰に関する相談に
応じ、助言、指導、日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助を行うことを業とする者と定められてい
ます。

精神保健福祉士について

　人間共生学部 共生デザイン学科
精神保健福祉士国家試験受験資格を取得できる学部・学科

　「精神保健福祉士国家試験受験資格」を取得しようとする者は、別表に定める科目（精神保健福祉士法第７条
第一号及び第二号の規定に基づき精神障害者の保健及び福祉に関する科目を定める省令 （平成 23年文部科学省
令・厚生労働省令第３号）で定められた科目）の単位を修得しなければなりません。

受験資格取得の方法

　精神保健福祉士国家試験に合格した者が、厚生労働大臣指定登録機関に登録することにより、精神保健福祉士
となることができます。

資格取得の方法

　「精神保健福祉士国家試験受験資格取得」を希望する者は、所定の期間内に「精神保健福祉士養成課程履修願」
を共生デザイン学科共同研究室に提出してください。

履修願の提出

　指定規則に掲げる各科目の出席時間数が指定規則に定める時間数の３分の２（ただし精神保健福祉援助実習に
ついては５分の４）に満たない者については、当該科目の履修の認定はできません。

出席時間数

　「精神保健福祉援助実習」を履修するためには、以下の条件が必要になりますので、十分注意してください。
①１年次に行われる精神保健福祉士養成課程履修に関わるガイダンスに出席し、所定の手続きをしていること。
　②定められた期間に課程履修費を別途納入すること。
　③２年次前期終了時のGPA（通算）が 2.4 以上であること。
　④‌�「精神保健福祉士課程実習規定」に定められている基準に則していること。
　　※‌�「精神保健福祉士課程実習規定」は①のガイダンス時に配布されます。

その他
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指定の科目 本学の科目
●卒業必修

◎資格取得に
必要科目

授業
形態 単位

医 学 概 論 * 医 学 知 識 ◎ 講義 2
心 理 学 と 心 理 的 支 援 * 心 理 学 と 心 理 的 支 援 ◎ 講義 2
社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム * 社 会 学 と 社 会 シ ス テ ム ◎ 講義 2

社 会 福 祉 の 原 理 と 政 策 *
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅰ ◎ 講義 2
社 会 福 祉 学 概 論 Ⅱ ◎ 講義 2

地 域 福 祉 と 包 括 的 支 援 体 制 *
地 域 福 祉 と 包 括 的 支 援 体 制 Ⅰ ◎ 講義 2
地 域 福 祉 と 包 括 的 支 援 体 制 Ⅱ ◎ 講義 2

社 会 保 障 *
社 会 保 障 制 度 Ⅰ ◎ 講義 2
社 会 保 障 制 度 Ⅱ ◎ 講義 2

障 害 者 福 祉 * 障 害 者 福 祉 論 ◎ 講義 2
権 利 擁 護 を 支 え る 法 制 度 * 権 利 擁 護 を 支 え る 法 制 度 ◎ 講義 2
刑 事 司 法 と 福 祉 * 刑 事 司 法 と 福 祉 ◎ 講義 2
社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 * 社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 ◎ 講義 2

精 神 医 学 と 精 神 医 療 *
精 神 医 学 Ⅰ ◎ 講義 2
精 神 医 学 Ⅱ ◎ 講義 2

現 代 の 精 神 保 健 の 課 題 と 支 援 *
メ ン タ ル ヘ ル ス の 課 題 と 支 援 Ⅰ ● 講義 2
メ ン タ ル ヘ ル ス の 課 題 と 支 援 Ⅱ ◎ 講義 2

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 基 盤 と 専 門 職 * ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ A ◎ 講義 2

精 神 保 健 福 祉 の 原 理 *
精 神 保 健 福 祉 の 原 理 Ⅰ ◎ 講義 2
精 神 保 健 福 祉 の 原 理 Ⅱ ◎ 講義 2

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法 *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ A ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ B ◎ 講義 2

ソーシャルワークの理論と方法（専門） *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法 Ⅰ ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法 Ⅱ ◎ 講義 2

精 神 障 害 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 * 精 神 障 害 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 ◎ 講義 2
精 神 保 健 福 祉 制 度 論 * 精 神 保 健 福 祉 制 度 論 ◎ 講義 2
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 * ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習（ 専 門 ） *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 Ⅰ（ 専 門 ） ◎ 演習 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 Ⅱ（ 専 門 ） ◎ 演習 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 Ⅲ（ 専 門 ） ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 指 導 *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 指 導 ◎ 演習 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 事 前 指 導 ◎ 演習 1
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 事 後 指 導 ◎ 演習 1

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 *
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 Ⅰ ◎ 実習 3
ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習 Ⅱ ◎ 実習 2

は国家試験科目（国家試験は全指定科目から出題される ）。
●は卒業に必要な科目で、国家試験受験資格取得のためにも必要な科目。
◎は本学として国家試験受験資格取得のために必要と定めた科目。

別表
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7　職場適応援助者（ジョブコーチ）認定について

　職場適応援助者（ジョブコーチ）は、障害者雇用促進法施行規則第二十条の二（昭和 51年労働省令第 38号）
に規定される厚生労働大臣が定める研修を受け、その研修を修了した者に対し、「訪問型職場適応援助者」と「企
業在籍型職場適応援助者」の２つが認定されます。
　職場適応援助者とは、障害者等就労に困難を抱える人が、職場で生き生きと働くことを支援します。福祉的視
点だけでなく、企業側の視点も身に付け、障害者に対する支援と企業に対する助言や調整を行います。
　就労支援機関でその役割を果たす「訪問型職場適応援助者」と、企業の障害者雇用担当者等となる「企業在籍
型職場適応援助者」の両方の認定を目指します。

職場適応援助者（ジョブコーチ）について

　人間共生学部 共生デザイン学科
職場適応援助者（ジョブコーチ）の認定を受けることができる学部・学科

　以下の要件を全て満たすことによって、卒業時に職場適応援助者（ジョブコーチ）養成研修を修了したものと
して認定を受けることができます。
（1）職場適応援助者（ジョブコーチ）課程授業科目及び単位数

授業科目名 授業形態 期間 単位 配当年次 卒業必須●
資格取得に必要科目◎

人 間 の 多 様 性 と 障 害 講義 半期 2 ２ ●
就 労 支 援 論 講義 半期 2 2 ◎
ジ ョ ブ コ ー チ 論 講義 半期 2 ２ ◎
障 害 者 福 祉 論 講義 半期 2 ２ ◎
ジ ョ ブ コ ー チ 演 習 演習 半期 1 ３ ◎
ジョブコーチ実習指導 演習 半期 1 ３ ◎
ジ ョ ブ コ ー チ 実 習 実習 － 2 ３ ◎

（2）卒業時に精神保健福祉士の国家試験受験資格を修得していること。

認定を受けるために必要な科目及び単位数

①２年次に精神保健福祉士課程を履修すること。
②２年次後期終了時のＧＰＡ（通算）が 2.4 以上であること。
③‌�２年次に行われる職場適応援助者（ジョブコーチ）に関するガイダンスに出席し、または個別の説明を受け
た上で、所定の手続きをしていること。
④‌�課程履修が認められた者は、所定の期間内に「職場適応援助者（ジョブコーチ）養成課程履修願」を共生デ
ザイン学科共同研究室に提出すること。
⑤「職場適応援助者（ジョブコーチ）実習規定」に定められている基準に則していること。
　※「職場適応援助者（ジョブコーチ）実習規定」は③のガイダンス時に配布されます。
⑥�職場適応援助者（ジョブコーチ）養成課程の履修が認められた者は、定められた期間に課程履修費を別途納
入すること。詳細については「職場適応援助者（ジョブコーチ）実習規定」に定められています。

履修方法

　４年次に外部事業所での実習を行うため、別途実習費（実費）が必要です。
　詳細については、２年次に行われる職場適応援助者（ジョブコーチ）に関するガイダンスで配布される「職場
適応援助者（ジョブコーチ）実習規定」に定めています。

実習にかかる経費
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諸課程について

　本学では、正規課程の授業科目以外にも、資格取得を目的とした課程
を設置しています。いずれも所定の科目を所定のルールに従って学び終
えることで卒業と同時に資格（または受験資格）を得ることができます。
（一部資格を除く。）なお、学部学科によって、選択できる課程が異なる
ので、詳細は「2教育課程について」の各学科の資格についての項目も
確認し、諸課程の履修を希望する学生は履修条件、資格取得の方法など
をしっかり理解したうえで必要な手続きを行ってください。

図書館学課程··············································································104

博物館学芸員課程·······································································106
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1　図書館学課程

　図書館学課程では、所定の単位を修得することにより、図書館司書の資格を取得することができます。
�　図書館司書とは、図書館法第４条により、図書館において専門的職務に従事する職員をいいます。履修学生は
卒業に必要な単位のほかに、別に掲げる図書館司書課程科目として開講している所定の授業科目を履修し、単位
を修得しなければなりません。

図書館学課程（図書館司書課程）について

　人間共生学部 社会学科・心理学科・福祉学科・共生デザイン学科
図書館司書課程を履修できる学部・学科

注　各科目の配当年次は、変更になることがあるので、授業時間割等で確認すること。

（平成 24 年度入学生から適用）

区分 授業科目名 単位 期間 講義・演習等の別 配当年次 備考

必　

修

基 礎 科 目

生 涯 学 習 概 論 2 半期 講義 2 博物館学芸員課程と同時開講
図 書 館 概 論 2 半期 講義 2
図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 2 半期 講義 2
図 書 館 情 報 技 術 論 2 半期 講義・演習 3

図 書 館
サービスに
関する科目

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2 半期 講義 2
情 報 サ ー ビ ス 論 2 半期 講義 3
児 童 サ ー ビ ス 論 2 半期 講義・演習 3
情 報 サ ー ビ ス 演 習（1） 1 半期 演習 3
情 報 サ ー ビ ス 演 習（2） 1 半期 演習 4

図書館情報
資 源 に
関する科目

図 書 館 情 報 資 源 概 論 2 半期 講義 2
情 報 資 源 組 織 論 2 半期 講義 3
情 報 資 源 組 織 演 習 2 通年 演習 4

選択必修

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 (1)
図 書 ・ 図 書 館 史 2 半期 講義 3・4

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論（2）
図 書 ・ 図 書 館 史 2 半期 講義 3・4

図 書 館 情 報 資 源 特 論（1）
図 書 館 施 設 論 2 半期 講義 3・4

図 書 館 情 報 資 源 特 論（2）
図 書 館 基 礎 特 論 2 半期 講義 3・4

図 書 館 総 合 演 習 1 半期 演習 3・4

図書館司書課程授業科目一覧
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（１）履修希望者へのガイダンス
履修希望者は、１年次の11～ 12月頃に実施される図書館学課程ガイダンスに必ず出席してください。
このガイダンスに遅刻または欠席した者は、課程の履修はできません。
なお、図書館司書課程の定員は、人間共生学部（全学科）合わせて 30名です。

（２）履修の手続き
履修の許可を得た者は、指定された期間内に課程履修費を支払い、手続きを完了してください。指定の期間内
に手続きを完了しない場合は、履修の許可を取り消します。
また、いったん納入した課程履修費は、原則として返還しません。

（３）履修に要する経費
　ａ　課程履修費（予定）	 ２年次  8,000 円　 ３年次  8,000 円　 ４年次  8,000 円
　ｂ　教材、その他　　　　若干
　　　（注）課程履修費の金額は確定ではありません。一応の目安と考えてください。

履修方法

（1）図書館司書課程科目として開講している科目のうち、必修科目はすべて履修し、単位を修得してください。
（2）‌�図書館司書課程科目として開講している科目のうち、選択必修科目は２単位以上を履修し、単位を修得

してください。
（3）‌�課程履修を放棄する場合は、事前に教育支援・学事グループに申し出たうえで、所定の手続きを行って

ください。

履修に関する注意

（平成 24 年度入学生から適用）

図書館法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学開設科目
区分 科目名 単位 科目名 単位

必　
　

修

基 礎 科 目

生 涯 学 習 概 論 2 生 涯 学 習 概 論 ２
図 書 館 概 論 2 図 書 館 概 論 2
図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 2 図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 2
図 書 館 情 報 技 術 論 2 図 書 館 情 報 技 術 論 2

図 書 館
サ ー ビ ス に
関 す る 科 目

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2 図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2
情 報 サ ー ビ ス 論 2 情 報 サ ー ビ ス 論 2
児 童 サ ー ビ ス 論 2 児 童 サ ー ビ ス 論 2

情 報 サ ー ビ ス 演 習 2 情 報 サ ー ビ ス 演 習（1） 1
情 報 サ ー ビ ス 演 習（2） 1

図 書 館 情 報
資 源 に
関 す る 科 目

図 書 館 情 報 資 源 概 論 2 図 書 館 情 報 資 源 概 論 2
情 報 資 源 組 織 論 2 情 報 資 源 組 織 論 2
情 報 資 源 組 織 演 習 2 情 報 資 源 組 織 演 習 2

選
択
必
修

（2 科目選択）

図 書 館 基 礎 特 論 1 図 書 館 基 礎 特 論 1

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 1 図 書 館 サ ー ビ ス 特 論（1） 1
図 書 館 サ ー ビ ス 特 論（2） 1

図 書 館 情 報 資 源 特 論 1 図 書 館 情 報 資 源 特 論（1） 1
図 書 館 情 報 資 源 特 論（2） 1

図 書 ・ 図 書 館 史 1 図 書 ・ 図 書 館 史 1
図 書 館 施 設 論 1 図 書 館 施 設 論 1
図 書 館 総 合 演 習 1 図 書 館 総 合 演 習 1
図 書 館 実 習 1 － －

資格取得に必要な科目及び単位数
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（平成 24 年度入学生から適用）

注（1）　各科目の配当年次は、変更になることがあるので、授業時間割等で確認すること。
注（2）　選択科目の中から 8 単位以上修得すること。

区分 授　業　科　目　名 単位 期間 講義・演習等の別 配当年次 備　　　　考

必　
修

生 涯 学 習 概 論 2 半期 講義 2 図書館学課程と同時開講
博 物 館 概 論 2 半期 講義 2
博 物 館 経 営 論 2 半期 講義 2・3・4
博 物 館 資 料 論 2 半期 講義 2・3・4
博 物 館 資 料 保 存 論 2 半期 講義 2・3・4
博 物 館 展 示 論 2 半期 講義 2・3・4
博 物 館 教 育 論 2 半期 講義 2
博 物 館 情 報・メ デ ィ ア 論 2 半期 講義 2・3・4
博 物 館 実 習 3 通年 実習 3・4

選　
択

文 化 史 A 2 半期 講義 2・3・4
文 化 史 B 2 半期 講義 2・3・4
美 術 史 A 2 半期 講義 2・3・4
美 術 史 B 2 半期 講義 2・3・4
美 術 の 世 界 2 半期 講義 1・2・3・4 全学共通科目
考 古 学 の 世 界 2 半期 講義 1・2・3・4 全学共通科目
民 俗 学 A 2 半期 講義 2・3・4
民 俗 学 B 2 半期 講義 2・3・4
生 活 の 物 理 2 半期 講義 1・2・3・4 全学共通科目
生 活 の 化 学 2 半期 講義 1・2・3・4 全学共通科目
人 類 の 進 化 2 半期 講義 1・2・3・4 全学共通科目

博物館学芸員課程授業科目一覧

　博物館（美術館・資料館・天文台・動物園・水族館・植物園などを含む）は、歴史、芸術、民俗、産業、自然
科学等に関する資料を収集し、保管（育成を含む）し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その
教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行う社会教育施設です。この目的を達成する
ため、館の業務（資料の収集・保管・研究・展示・教育）をつかさどる者を「学芸員」といい、これを養成する
ために、本学に博物館学芸員課程が設けられています。
　学芸員の資格は、学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令（博物館法施行規則）で定める博物館
に関する所定の科目の単位を修得する必要があります。

2　博物館学芸員課程

博物館学芸員課程について

人間共生学部 社会学科・心理学科・福祉学科・共生デザイン学科
博物館学芸員課程を履修できる学部・学科

（1）履修希望者へのガイダンス
　　�履修希望者は、1年次の11～ 12月頃に実施される博物館学芸員課程ガイダンスに必ず出席してください。
　　このガイダンスに遅刻・欠席した者は、課程の履修はできません。
　�　なお、博物館学芸員課程の定員は、人間共生学部（全学科）合わせて 20名です。

履修方法
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（平成 24 年度入学生から適用）

注　各科目の配当年次は、変更になることがあるので、授業時間割等で確認すること。

博物館法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学開設科目
科目名 単位 科目名 単位

必　
修

生 涯 学 習 概 論 2 生 涯 学 習 概 論 2
博 物 館 概 論 2 博 物 館 概 論 2
博 物 館 経 営 論 2 博 物 館 経 営 論 2
博 物 館 資 料 論 2 博 物 館 資 料 論 2
博 物 館 資 料 保 存 論 2 博 物 館 資 料 保 存 論 2
博 物 館 展 示 論 2 博 物 館 展 示 論 2
博 物 館 教 育 論 2 博 物 館 教 育 論 2
博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論 2 博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論 2
博 物 館 実 習 3 博 物 館 実 習 3

選　
択

文 化 史 —
文 化 史 A 2
文 化 史 B 2

美 術 史 —
美 術 史 A 2
美 術 史 B 2
美 術 の 世 界 2

考 古 学 — 考 古 学 の 世 界 2

民 俗 学 —
民 俗 学 A 2
民 俗 学 B 2

自 然 科 学 史 — —— —
物 理 — 生 活 の 物 理 2
化 学 — 生 活 の 化 学 2
生 物 学 — 人 類 の 進 化 2
地 学 — —— —

項　　目 内　　容 場　　所

授 業 内 講 義
資格取得手続き・博物館関連法規

学　　　　　　　内
資 料 分 類・ 資 料 台 帳
資 料 劣 化・ 害 虫・ カ ビ・ 燻 蒸

授 業 内 実 習 日本文化体験・手工芸・梱包など
授 業 内 見 学 博物館見学（実際の博物館を見学する）

館 園 実 習（ 学 外 実 習 ）
資料取扱・展示解説・保管管理 登録博物館・指定施設
資 料 撮 影・ 展 示 準 備 作 業 な ど

（１）必修科目は、すべて修得してください。
（２）選択科目は、８単位以上を修得してください。

（2）履修の手続き
　�　履修の許可を得た者は、指定された期間内に課程履修費を支払い、手続きを完了してください。指定の期間
内に手続きを完了しない場合は、履修の許可を取り消します。
　　また、いったん納入した課程履修費は、原則として返還しません。

（3）履修に要する経費
　　ａ　課程履修費（予定）　　　２年次　5,000 円　　３年次　15,000 円　　４年次　15,000 円
　　 b　教材、その他については必要に応じて徴収します。
　　　　（注）課程履修費の金額は確定ではありません。一応の目安と考えてください。

履修に関する注意

資格取得に必要な科目及び単位数

　「博物館実習」は、学芸員資格を取得するために行う必修科目であり、この授業の中で以下の実習を行います。

博物館実習
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4 附　録

　ここには、学生生活を送るうえで守らなければならない、基本的なルールと

しての学則や規程を掲載しています。

　あわせて、各教室の平面図や、大学施設の連絡先なども記してあります。い

ずれも、いざというときに必要になる情報です。

　なお、変更が生じた場合はホームページなどでお知らせします。

教務関係諸規程
　大妻女子大学入学者の既修得単位の取り扱いに関する細則···············110
　試験に関する内規····································································111
　試験における不正行為者の処罰に関する規程································112
　大妻女子大学学生の留学に関する内規·········································114
　大妻女子大学再入学に関する細則···············································116
　大妻女子大学早期卒業に関する規程············································117
　大妻女子大学における転部・転科・転専攻の取扱いに関する規程··········118
　大妻女子大学科目等履修生規程··················································119
　大妻女子大学委託生規程···························································120
　緊急事態発生時の授業及び試験等の取り扱いについて（覚書）···········121
校舎配置図及び見取図
　多摩校舎·············································································124
　千代田校舎·········································································136
連絡先一覧··········································································140
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教務関係諸規程

大妻女子大学入学者の既修得単位の取り扱いに関する細則
（昭和 58年４月１日制定　最終改定令和７年 11月 28日）

（総　　則）
第１条　この細則は、大妻女子大学学則（昭和 48年４月１日制定）第７条の４に規定する既修得単位の認定に
ついて定めるものとする。

（出願資格）
第２条　既修得単位の認定を願い出ることのできる者は、大学又は短期大学を卒業又は中途退学し、新たに本学
の第１年次に入学した者とする。
2　高大連携等により高等学校等在学時に修得した単位についても準用する。

（出願の時期）
第３条　出願の時期は第１年次の初めとする。

（出願手続）
第４条　既修得単位の認定を願い出る者は、次の書類を所定の期日までに教育支援センター教育支援グループ（多
摩校に係わる学生については多摩事務部教育支援・学事グループ）へ提出するものとする。
  （１）　単位認定願書
  （２）　既修得単位の成績証明書

（単位の認定）
第５条　単位の認定は、教務委員会において審議し、教育上有益と認められた場合は、教授会の議を経て行うも
のとする。

（認定単位数）
第６条　単位の認定は、60単位を超えない範囲で行うものとする。

（認定単位の評価）
第７条　認定した単位の評価は、すべて「N（認定）」として処理するものとする。
第８条　この細則の改廃は教務委員会で行う。
附　　　則
　この細則は、昭和 58年度第１年次入学生から適用する。 
附　　　則
　（略）
附　　　則
　この細則は、令和７年 11月 28日から施行する。

110

附
録

4



試験に関する内規（昭和 49年 4月 1日制定　最終改正令和 4年 12月 6日）
（試　験）
１　試験を区分して、「定期試験」と「随時行う試験」とする。 
２　定期試験は、学期末・学年末に実施する。定期試験の実施科目は、1週間前までに発表する。 
３　履修登録をし、授業に出席した者でなければ受験資格を与えない。 
４　問題用紙による試験のほか、オンライン上で実施する遠隔試験論文、または、レポート提出をもって試験に
代えることがある。なお、科目によっては平常の学業成績をもって代えることがある。 
５　各授業科目について、出席がその授業時数の 2/3 に達しない者、及び授業料未納の者には原則として受験
資格を与えない。 

（成　績）
６　成績は、試験の結果と平常の学修状態を総合して決定する。 
７　成績の評価基準は次のとおりである。 
　Ｓ…100点～ 90点 
　Ａ…89点～ 80点 
　Ｂ…79点～ 70点 
　Ｃ…69点～ 60点 
　Ｎ…単位認定
　Ｄ…59点以下（不合格） 
　Ｅ…出席不足のため受験資格なし
　Ｆ…試験時欠席・レポート等未提出
８　成績評価に関するガイドラインについては別に定める。
（追試験・再試験）
９　教育実習・校外実習・病気・忌引・交通機関の事故・裁判員選任に伴う事項等やむを得ない理由により定期
試験等を受験できなかった者は、所定の期間内に速やかに「追試験願」及び同理由について証明する書類を教
育支援グループに提出しなければならない。その理由が妥当と認められ且つ「Ｆ（試験時欠席等）」の成績評
価が付与された場合のみ、後日行われる 1回限りの追試験を受けることができる。 
１０　追試験の成績評価方法は正規の試験に準ずる。
１１　追試験の不合格者に対する再試験は行わない。
１２　定期試験等を受験し「Ｄ（不合格）」の成績評価が付与された卒業年次生が各学期３科目を上限として、
所定の手続を経て後日行われる 1回限りの再試験を受けることができる。 
１３　再試験の成績評価は「Ｃ」、「Ｄ」または「Ｆ」となる
１４　再試験の欠席者に対する追試験は行わない。
１５　追試験・再試験を受験する者は、所定の受験料を納めて手続をしなければならない。 
（試験の受験）
１６　試験の受験に際しては、次の事項を厳守すること。 
（１）�　受験の際は、必ず学生証を机上に掲示しておくこと。学生証がなければ受験することができない。 
（２）　受験の際は、机の中には何も入れてはならない。 
（３）　許可のあった場合を除き、教科書・ノート・辞書などを試験場に持ち込んだ場合は、これを一括して椅

子の下に置くこと。 
（４）　試験開始後、30分以内の遅刻者には、受験を許可する。ただし、終了時間は、延長しない。 
（５）　試験場で許可なく物品の貸借をしてはならない。 
（６）　試験開始後 30分を経過しないうちは、退場することを許さない。 
（７）　30分経過後、答案を書き終わった者は、許可を得て退場することができる。なお、退場の際は、監督

者の指示に従うこと。 
（８）　公正な態度で受験し、いささかでも他から疑問を持たれるような行為のないようにすること。 
１７　受験時、不正行為を行った者は「試験における不正行為者の処罰に関する規程（平成 27年 12月 17日
制定）」に基づいて処置される。 

（成績評価確認制度）
１８　成績評価の確認を希望する者は、所定の期間内に「成績評価確認申請書」を教育支援グループに提出する
ことで、授業担当者に成績評価の確認を申請することができる。
１９　成績評価確認の申請に対する授業担当者からの回答に対して、申請者が再び確認を申請することはできな
い。

（内規の改廃）
２０　この内規の改廃は、教務委員会の議を経て大妻女子大学運営会議において定める。
附　　　則
　（略）
附　　　則（令和 4年 12月 6日　大妻女子大学運営会議）
　この規程の改正は、令和 5年 4月 1日から施行する。
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試験における不正行為者の処罰に関する規程（平成27年12月17日制定　最終改正令和4年2月16日）
　この規程は、大妻女子大学学生懲戒規程（平成27年7月7日制定　以下「懲戒規程」という）第17条に基づき、
試験における不正行為が発生した際、迅速に対応することを目的として定める。
１　試験における不正行為とは、次の各号のいずれかに該当する行為をいう。
①	 筆記試験
	 （１）他人に受験を代理させる行為、及び他人の受験を代理する行為
	 （２）他人の答案を見る行為、及び何らかの方法で他人の答案を知る行為
	 （３）他人に答案を見せる行為、及び何らかの方法で他人に答案を教示する行為
	 （４）他人と答案を交換する行為
	 （５）持ち込みが許可されていない資料及び電子機器類等を利用する行為
	 （６）持ち込みが許可された資料及び電子機器類等を貸借等する行為
	 （７）所持品、衣服、身体、机又は壁等に書き込みをする行為、及びその書き込みを利用して答案を作成

する行為
	 （８）その他試験監督者の指示に従わない行為、及び公正な試験の実施を阻害すると認められた行為
②	 オンライン試験
	 （１）他人に受験を代理させる行為、及び他人の受験を代理する行為
	 （２）試験中に他人と会話や通信等をする行為
	 （３）許可されていない資料、電子機器類、及びアプリケーション等を利用する行為
	 （４）その他授業担当者が不正だと判断した行為
③	 論文・レポート・作品等の提出（卒業論文・卒業研究、及びオンラインによる提出の場合を含む）
	 （１）他人に代筆等させた論文・レポート・作品等を提出する行為
	 （２）他人の論文・レポート・作品等を代筆等する行為
	 （３）実験や調査結果のデータを捏造又は改ざんする行為
	 （４）他人の論文・レポート・作品等を盗用する行為
	 （５）その他授業担当者が不正だと判断した行為

２　試験のうち定期試験における不正行為については以下の処罰を行う。
①	� 当該学期の定期試験の全試験科目を無効（Ｅ評価）とする。
②	� 不正行為者に対しては、懲戒規程第7条に基づいて、自宅謹慎を命じ、懲戒規程第5条第1項第1号の訓告
とする。

③	� 副学長（学生担当）が当該不正行為を特に悪質なものと判断した場合、懲戒規程第8条に基づく調査委員
会による調査を行い、必要に応じて更に厳重な懲戒処分を実施する。

④	� 懲戒規程第10条第2項に基づいて、父母又は保証人に、不正行為及び懲戒処分の事実を通知するとともに、
学内にその旨を公示する。

３�　定期試験以外の試験における不正行為については以下のとおりとする。
①	� 授業担当教員が当該試験を定期試験に準ずると判断する場合は、当該科目を無効（Ｅ評価）とし、前項①
～④を適用する。

②	� 授業担当教員が当該試験を定期試験に準ずると判断しない、あるいは判断できない場合は、当該科目のみ
を無効（Ｅ評価）とし、懲戒の対象とはせず、懲戒規程第6条に基づいて厳重注意とする。

４　細部については、内規で定める。
５　この規程の改廃は、教務委員会の議を経て大妻女子大学運営会議において定める。

内　　規
（１）集中授業については、定期試験以外の試験として取り扱う。
（２）自宅謹慎は、父母又は保証人の同居する自宅において行う。
（３）自宅謹慎の日数については、不正行為が発覚した日から１週間とする。
（４）学内の公示は、その不正行為の事実と懲戒処分のみとする。
（５）‌�不正行為の事実調査は教育支援グループが行い、処罰に関する規程の第2項①～④の処罰を行う場合は、

学生支援グループを通じて副学長（学生担当）に報告する。
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（６）‌�学生への訓告は、副学長（学生担当）からの依頼により、当該学生が所属する学部の学部長から与えるこ
とができる。

附　　　則
　（略）
附　　　則
この規程は、令和４年４月１日から施行する。
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大妻女子大学学生の留学に関する内規（平成８年３月 15 日制定　最終改正令和７年４月 21 日）
（総　　則）
第１条　この内規は、大妻女子大学学則（昭和 48 年４月１日制定）第 22 条の２第６項の規定により、学生の

留学について必要な事項を定める。
（留学先の大学）
第２条　留学先の大学は、外国の大学又は外国の高等教育研究機関のうち大学に相当するもの（短期大学に相当

するものを含む。） として学長が認定したものとする。
（出願資格）
第３条　留学を希望する者は、留学出発時までに本学に半期以上在学していなければならない。
（出願手続）
第４条　留学を希望する者は、国際センター主催・紹介留学プログラムについては国際センターへ、各学部主催

留学プログラムについては当該学部学科へ、申込期限までに必要出願書類を提出しなければならない。
（留学の許可）
第５条　国際センターまたは留学を主催する学部学科は、提出された出願書類を基に留学を希望する者を選考し、

それぞれ国際センター会議の審議または当該学部学科の意見を徴した後、留学が当該学生にとって教育上有益
と認められる場合は、教授会の議を経て許可されるものとする。

（留学期間）
第６条　留学の期間は１年以内とする
（危機管理等）
第７条　国際センター主催・紹介留学プログラムについては、国際センターの定める危機管理システム及び海外

留学保険（別紙参照）に加入し、また留学する者にも加入を義務付けることとする。
２　各学部主催留学プログラムにおいても、留学を主催する学部学科は、前項に定められた国際センター主催・

紹介の留学プログラムに準じた危機管理システム及び海外留学保険に加入し、また留学する者にも加入を義務
付けることとする。

３　第２項における加入手続きは留学を主催する学部学科が行い、加入にかかる費用は当該学部学科及び留学す
る者が負担することとし学院は負担しない。

４　留学を主催する学部学科以外から留学する者がいる場合の加入手続き及び学部学科の負担費用については、
原則として留学を主催する学部学科が行うこととする。

（国際センター・所属学部等の業務）
第８条　国際センターまたは留学を主催する学部学科は以下のサポート体制を事前に整えておく。

（１）国際センターまたは留学を主催する学部学科における緊急連絡網と対応体制の構築
（２）現地研修先でのサポート体制の確認
（留学終了の手続）
第９条　留学を終了した者は、留学修了届をクラス指導主任を経て教育支援グループに提出しなければならない。
２　留学先大学で修得した授業科目の単位の認定を希望する者は、留学修了届とともに次の書類を教育支援グ

ループに提出しなければならない。
（１）単位認定願（本学指定用紙）
（２）留学先大学発行の成績証明書又は単位修得証明及び評価基準を示す書類
（３）当該修得科目の授業内容及び授業時間数を証明する書類
（単位認定）
第 10 条　単位の認定は提出された書類に基づいて、教務委員会において審議し、教育上有益と認められた場合

は、教授会の議を経て行うものとする。
２　単位の認定は、学則第 22 条の２第３項の定めるとおりとする。
３　認定した単位の評価は、すべて「Ｎ（単位認定）」として処理するものとする。
（帰国後の履修取り扱い）
第 11 条　帰国した年度の後期開講科目の履修を希望する者については、所定の日時に履修登録を認めるものと

する。
２　留学先大学の学年暦の差異によって生ずる履修上の取扱いについては、教務委員会の定めるところによる。
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（留学許可の取消し）
第 12 条 留学生について次のいずれかに該当する場合には、教授会の議を経て留学の許可を取り消すことがで

きる。
（１）留学の成果が上がらないと認められたとき
（２）本学学生としての本分に反したとき
（補　　則）
第 13 条　この内規に定めるもののほか、必要な事項は教務委員会の意見を徴し、国際センター会議が定める。
（改　　廃）
第 14 条　この内規の改廃は教務委員会の意見を徴し、国際センター会議にて行う。
附　　　則
　（略）
附　　　則（令和７年４月 21 日　国際センター会議）
１　この内規は、令和７年４月 21 日から施行し、令和７年４月１日から適用する。
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大妻女子大学再入学に関する細則（昭和 55年４月１日制定　最終改正令和４年４月 12日）
（総　　則）
第１条　この細則は、大妻女子大学学則（昭和 48年４月１日制定。以下「学則」という。）第 23条及び第 23
条の２第２項に規定する再入学について定める。

（出願資格）
第２条　再入学を願い出ることのできる者は、次のいずれかに該当する者とする。
　一　学則第 18条により退学した者で、退学後２年以内の者
　二　学則第 23条の２第１項第３号または第４号により除籍された者で、除籍後２年以内の者
第２条の２　年度途中で退学または除籍となった場合は、退学または除籍となった年度の４月から起算し２年以
内とする。

（再入学できる学科・専攻）
第３条　再入学できる学科・専攻は、退学または除籍前に在学した同一の学科・専攻とする。ただし、学年に関
しては、原則として退学または除籍前と同一とする。

（再入学の時期）
第４条　再入学の時期は、毎年４月とする。

（在学期間）
第５条　再入学した者の在学期間は、退学または除籍前の在学期間を含め、８年を超えることはできない。

（出願手続）
第６条　再入学を出願する者は、次の書類を入試グループへ提出するものとする。
（１）再入学願書
（２）退学または除籍前の成績証明書
２　再入学願を提出できるのは、毎年２月の指定の期日までとする。

（選　　考）
第７条　再入学志願者の選考は、当該年度の実施要項により当該学科が行う。

（カリキュラム）
第８条　再入学した学生の履修すべきカリキュラムは、再入学を許可された相当年次のカリキュラムを適用する。

（既修得単位の認定）
第９条　退学または除籍前に修得した単位は、原則としてこれを認定し、再入学後の修得単位に通算することが
できる。

（履修指導）
第 10条　再入学を許可された者に対する履修指導は、クラス指導主任及び教育支援グループにおいて行う。

（納入金）
第 11条　再入学を許可された者は所定の納入金を指定の期日までに納入するものとする。

（規程の改廃）
第 12条　この規程の改廃は、大妻女子大学運営会議の議を経て、学長が決定する。
２　この規程の管理部署は、広報・入試センター入試グループとする。
附　　　則
　（略）
附　　　則（令和４年４月 12日　大妻女子大学運営会議）
この規程は、令和４年４月 12日から施行し、令和４年４月１日から適用する。
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大妻女子大学早期卒業に関する規程（平成 19年１月 18日制定）
（趣旨・目的）
第１条　この規程は、大妻女子大学学則第12条ただし書きの規定に基づき、大妻女子大学における早期卒業の
認定に関し必要な事項を定める。

（対象者）
第２条　本学に３年以上在学し、卒業に必要な単位を優秀な成績をもって修得したと認められる者を対象とす
る。

（早期卒業の申し出・審査）
第３条　早期卒業を希望する者は、２年次終了時に所属学科の学科長（社会情報学部は専攻主任）に申し出るも
のとする。
２　早期卒業を希望することができる者は、卒業要件単位数を90単位以上修得し、２年次終了時の通算GPAが
3.7以上であること。
３　早期卒業希望の申し出があったときは、教務委員会で審査のうえ、教授会において審議し、学長に報告す
る。

（学習指導）
第４条　学科は、早期卒業希望者の３年次学習指導について、適切に実施する。
２　早期卒業希望者は、３年次から卒業論文、卒業研究、卒業制作等の指導を受けることができる。
３　早期卒業希望者は、３年次前期終了時に学習状況報告書を所属学科長（社会情報学部は専攻主任）に提出す
る。

（早期卒業の認定）
第５条　早期に卒業するためには、次の要件をすべて充たさなければならない。
（１）学則に定める教育課程を履修し、卒業に必要な単位数以上を修得していること。
（２）本学大学に３年以上在学していること。
（３）在学期間における通算GPAが3.7以上であること。
（４）卒業論文、卒業研究、卒業制作等が必修の場合は、その評価がＡ以上であること。
（５）当該学生が早期卒業を希望していること。

（卒業認定審査）
第６条　教務委員会は前条の要件について審査のうえ、教授会において審議し、学長が卒業を認定する。

（卒業の時期）
第７条　早期卒業の時期は、３年次終了時又は４年次前期終了時とする。

（その他）
第８条　この内規に定めるもののほか、早期卒業を実施する学部、学科、専攻及び早期卒業に関し必要な事項
は、各学部において別に定める。

附　　　則
　この規程は、平成19年４月入学者から適用する。
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大妻女子大学における転部・転科・転専攻の取扱いに関する規程（平成26年２月10日制定　最終改正令和４年
２月16日）
第１条　大妻女子大学学則第22条の５の規定に基づく転部・転科・転専攻（以下「転部等」という。）の取扱
いについては、この規程の定めるところによる。
第２条　転部等を受け入れる年次は、２年次とする。
第３条　転部等の受け入れは、学科・専攻毎の受け入れ年次の在籍者数（受け入れの前年度における11月１日
現在）が、原則として学則第38条に規定する入学定員を超えない場合に限り、その範囲内において学部の判
断により実施できるものとする。ただし、入学定員を超える在籍者数がある場合でも、収容定員において許容
範囲内であれば、学部の判断により実施できるものとする。
２�　転部等の受け入れ可能な人数は、各学部において、学科・専攻ごとに定め、11月初旬に教育支援グループ
に通知する。
第４条　受け入れを実施する学部は、必要に応じて選考基準等を定める。
第５条　転部等の選考は、原則として在籍中の成績、筆記試験、面接等を組み合わせて総合的に判定する。
第６条　転部等を希望する者は、所定の期日までに、出願書類を教育支援グループに提出する。
第７条　選考の結果、転部等を許可された者は、所定の転籍書類を学生支援グループに提出する。
第８条　転部等は在学期間中において１回限りとし、再度の転部等については認めない。
第９条　転部等を行った者に対する転部等以前に取得した単位の取扱いについては、受け入れを行った学部にお
いて必要に応じて卒業に必要な単位として認定することができるものとする。
第10条　転部等を行った者の在学年数は、転部等を行う前の在学期間を含め８年を超えることはできない。
第11条　本規程に定めのない事項については、そのつど大妻女子大学運営会議においてこれを定める。
第12条　この規程の改廃は、大妻女子大学運営会議が行う。
附　　　則
　この規程は、平成26年４月１日から施行する。
附　　　則
　この規程は、令和４年４月１日から施行する。

118

附
録

4



大妻女子大学科目等履修生規程（平成９年 11月４日制定　最終改正令和８年１月７日）
（趣　　旨）
第１条　大妻女子大学学則（昭和 48年４月１日制定。以下「学則」という。）第 40条に規定する科目等履修生（以
下履修生という。）の取扱いについては、この規程の定めるところによる。

（履修生の資格）
第２条　履修生は、学則第 14条に規定する大学入学資格を有する者とする。

（履修生の手続）
第３条　履修生を志願する者は、次の書類に選考料 13,000 円を添えて所定の期日までに、学長に願い出なけ
ればならない。

（１）科目等履修生願書
（２）履歴書
（３）健康診断書
（４）最終出身学校の修了証明書又は卒業証明書
（５）現に日本国に在住している外国人は、住民票
（履修生の許可）
第４条　履修生は、教務委員会、学部教授会の議を経て学長が許可する。

（登録料及び履修料）
第５条　履修生として許可された者は、所定の期日までに登録料 20,000 円及び履修料として１単位につき
20,000 円を納付しなければならない。ただし、実験及び実習等に要する経費は、必要に応じ別途徴収するこ
とがある。

（諸料金の還付）
第６条　既納の選考料、登録料及び履修料は返還しない。

（履修開始時期）
第７条　履修生の履修開始学期は、学年又は学期の始めとする。

（履修期間）
第８条　履修生の履修期間は、６か月又は１年とする。ただし、特別の理由があるときは、願い出により履修期
間の延長を許可することがある。

（履修単位数）
第９条　履修生が１年間に出願できる履修科目の総単位数は、10単位以内とする。

（資格の取消し）
第 10条　履修生として本学諸規程に反したときは、教務委員会、学部教授会の議を経て学長は履修生としての
資格を取り消すことがある。

（証明書の交付）
第 11条　履修した授業科目の試験に合格し、単位を修得した者は、願い出により単位修得証明書の交付を受け
ることができる。

（他の規程の準用）
第 12条　履修生については、本規程のほか、正規の学生に関する諸規程を準用する。

（本学大学院生の履修）
第 13条　本学大学院生が履修生として教育職員免許状等各種資格取得のために必要な科目を履修する場合の選
考料、登録料、履修料及び履修単位数等については別に定める。

（本学卒業生の履修）
第 14条　本学卒業生が履修生として教育職員免許状等各種資格取得のために必要な科目を履修する場合の選考
料、登録料、履修料及び履修単位数等については別に定める。

（本規程の改廃）
第 15条　本規程の改廃は、教務委員会、学部教授会の議を経て大学運営会議において行う。
附　　　則
　（略）
附　　　則
　この規程は、令和８年１月７日から施行する。
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大妻女子大学委託生規程（昭和 46年４月１日制定　最終改正平成 17年 11月 17日）
（趣　　旨）
第１条　大妻女子大学学則（昭和 48年４月１日制定）第 41条第２項に規定する委託生の取扱いについては、
この規程の定めるところによる。

（入学許可）
第２条　委託生は、国内の公立の学校にあっては教育委員会、国立及び私立の学校にあってはその学校長、その
他の団体にあっては所属機関の長から委託された者、国外の教育研究機関等にあってはその学校長又は所属機
関の長から委託された者について、教授会の議を経て学長が入学を許可する。

（入学資格）
第３条　委託生は、研究事項について研修するに充分な学力がなければならない。

（入学手続）
第４条　教育委員会、学校長又は所属機関の長は、所定の願書に研修を志望する者の履歴書、健康診断書を添え
て学長に願い出るものとする。

（研修料）
第５条　委託生は、別に定めるところにより研修料を納付しなければならない。

（研修料の還付）
第６条　既納の研修料は返還しない。

（入学期）
第７条　委託生の入学期は毎学年の始めとする。ただし、特別の事情がある場合は、この限りでない。

（研修期間）
第８条　委託生の研修期間は、１年とする。ただし、特別の事情のある者は、６か月又は３か月とすることがで
きる。

（講義等への出席）
第９条　委託生が研究事項に関連のある講義又は実験実習に出席することを願い出たときは、学部長は教授会の
議を経てこれを許可することができる。

（研修結果の報告）
第 10条　委託生は、所定の研修を修了したときは、その結果を学部長に報告しなければならない。

（研修証明）
第 11条　所定の研修を修了したと認めた者には、研修証明書を交付することができる。
附　　　則
　（略）
附　　　則
　この規程は、平成 17年 11月 15日から施行する。
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授業期間の場合
（�警報下に置かれた時間帯があった場合 

その時限を休講とする）

授業時間
授業の取り扱い

1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 5 時限 6 時限

1 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 1 時限は休講

2 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 2 時限は休講

3 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 3 時限は休講

4 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 4 時限は休講

5 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 5 時限は休講

6 時限開始の 2 時間前から終了時間まで 休講 6 時限は休講

定期試験期間の場合
（警報下に置かれた時間帯があった場合

その試験時間を最高 3 時間遅らせる）

試験開始時間

1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 5 時限 6 時限

1 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 ･ 多摩校 9:00 ～） 12:00

2 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 ･ 多摩校 10:40 ～） 13:40

3 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 ･ 多摩校 13:00 ～） 15:00

4 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 ･ 多摩校 14:40 ～） 16:40

5 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 16:20 ～） 18:20

6 時限開始の 2 時間前から終了時間まで
（千代田校 18:00 ～） ー

緊急事態発生時の授業及び試験等の取り扱いについて（覚書）（平成20年４月17日制定）
　気象警報の発令や交通機関のストライキ等が生じた場合、授業及び試験等の取り扱いは次のとおりとする。
また、緊急事態が発生した場合の授業及び定期試験等の取り扱いは、学内放送、学内掲示及び大妻Webメー
ルをもって伝達する。
　なお、補講については授業担当者の指示を受けること。
１．気象警報発令の場合
（１）各時限の授業開始２時間前から終了時間までの間に、警報下に置かれた時間帯があった場合、その時限

の授業を休講とする。
　　なお、各時限の授業開始２時間前から終了までの時間帯の途中で、警報が解除された場合でも変更しない。
（２）各時限の定期試験開始２時間前から終了時間までの間に、警報下に置かれた時間帯があった場合、その

試験時限を最高３時間遅らせて試験を実施する。また、必要に応じて試験日程を変更することがある。
　　なお、各時限の試験開始２時間前から終了までの時間帯の途中で、警報が解除された場合でも変更しない。
（３）台風や大雪など、気象状況が時間の経過とともに悪化し、数時間後には警報の発令が充分予測される場

合、全学休講の措置を行うことがある。または、試験日程を変更することがある｡
（４）気象警報の対象は、各キャンパスが所在する以下の地域で「暴風警報と大雨警報が同時に」、「暴風警
報と洪水警報が同時に」、「大雪警報」、「暴風雪警報」のいずれかが気象庁から発表された場合とする。

【千代田校】
　・東京都の23区西部
【多摩校】
　・東京都の多摩南部

※休講の対象とならない気象警報や本学のキャンパスの地域には気象警報が発令されていないが、学生の皆さん
が住んでいる地域に気象警報が発令され、登校が困難な場合は、後日、授業担当教員に届(指定様式)を提出して
ください。
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授業期間の場合
授業時間

授業の取り扱い
1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 5 時限 6 時限

当日午前 6 時までに運転開始 平常どおり行う

当日１時限開始（午前9時）までに運転再開 休講 休講 3 時限より行う

当日１時限開始（午前9時）までに運転が
再開されない場合 休講 休講 休講 休講 休講 休講 終日休講

試験期間の場合
試験時間

試験の取り扱い
1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 5 時限 6 時限

当日午前 6 時までに運転開始 平常どおり行う

当日１時限開始（午前9時）までに 
運転再開 中止 中止 3 時限より行う

1･2 時限は後日実施

当日１時限開始（午前9時）までに運
転が再開されない場合 中止 中止 中止 中止 中止 中止 後日実施

２．交通機関のストライキの場合
（１）交通機関のストライキ等の対象とする交通機関は以下のとおり。

①千代田校…首都圏のＪＲ線または東京メトロ全線あるいは都営地下鉄全線
②多 摩 校…首都圏のＪＲ線または小田急電鉄全線あるいは京王電鉄全線

（２）ストライキが実施された場合の授業の取り扱いは以下のとおり。
①当日午前６時までにストライキが中止された場合は、平常授業とする。
②�当日１時限開始（午前９時）までにストライキが中止された場合は、午後より開始される３時限の授業よ
り実施する。
③当日１時限開始（午前９時）までにストライキが中止されない場合は、終日休講とする。
④�上記以外の交通機関がストライキであっても、原則として平常どおり授業を行う。順法闘争等によるダイ
ヤの乱れ等はこれに含まない。

（３）ストライキが実施された場合の定期試験等の取り扱いは以下のとおり。
①当日午前６時までにストライキが中止された場合は、平常どおり試験を実施する。
②�当日１時限開始（午前９時）までにストライキが中止された場合は、午後より開始される３時限の試験よ
り実施する。中止した１・２時限の試験は、後日あらためて実施する。
③�当日１時限開始（午前９時）を過ぎてもストライキが中止されない場合は、試験を中止する。中止した試
験は順延とせず、後日あらためて実施する。
④�上記以外の交通機関がストライキであっても、原則として平常どおり試験を実施する。順法闘争等による
ダイヤの乱れ等はこれに含まない。

３．その他災害等で交通機関が全面的に運転を中止している場合の授業及び試験の措置については、上記措置に
準ずるものとする。
４．その他注意事項
（１�）学生及び保証人等からの電話での問い合せには一切応じられないので、インターネット・テレビ・ラジ

オの報道によく注意し、上記の措置に従って判断すること。
（２�）ストライキの解除または交通機関の運転が再開されても、交通機関が混乱しているときは、登校のため

に無理をして事故に巻き込まれないよう安全を心がけること。
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附　　　則
１．この覚書は、平成20年４月17日から施行し、平成20年４月１日から適用する。
２．交通機関のストライキに伴う授業及び試験の取扱い（平成３年１月24日制定）及び気象警報発令に対する
試験等の取り扱い（覚書）（平成２年１月24日制定）は廃止する。

附　　　則
１．この覚書は、平成20年６月12日から施行し、平成20年５月23日から適用する。
附　　　則
１．この覚書は、平成23年４月１日から施行する。
附　　　則
１．この覚書は、平成27年４月１日から施行する。
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パントリー
プレイルーム-1

スタッフ
ルーム 事務室

グループ
指導室 プレイルーム-2

準
備
室

面接室－2

1階

面接室－3

面接室－1

倉庫

2階

控室 1283

和室

機械室
講義室－4

1271

講義室－3

1272

講義室－2

1273

講義室－1

1274

※年度の途中で変更になる場合があります。最新情報は大学HPでご確認ください。

N

２号館

3階 大講義室（2322）
2階 集会場（TAMARIBA）
1階 掲示場、健康センター、

学生相談センター談話室、
学生相談センター、
学友会関係室

４号館

4階 
3階 
2階 学長室、事務部

情報処理自習室
1階 事務部、学生食堂2（コタカ食堂）

６号館

4階 各研究室、講師室、実習指導室
キャリア教育センター

3階 

教職総合支援センター
英語教育研究所
共生社会文化研究所
ゼミ室

2階 講義室（6212、6213、6218、6220、
6250、6252、6253、6254、6256）

TEP教室、大学院生自習室
デザイン室、デザイン準備室

情報処理教室（6215）
1階 講義室（6113、6153、6155、6156）、

ラウンジ、就職資料室

５号館

2階 体育館
ラウンジ（FOREST CAFE）1階 
購買部

 スポーツ教育研究室
 トレーニング室

更衣室

７号館

4階 　　  各研究室、学部長室、講師室
3階 講義室（7313、7315、

7318、7338、7348）、
 ゼミ室、社会調査実習室、

大学院生自習室
2階　講義室（7214、7247、

7260、7262、7281～
7284、7286）、
情報処理教室（7217、7237）、
学部共通ラボ

1階　講義室（7114、7127）、
 ラウンジ、各実習指導室、

各実習室、各実習準備室

正門

エ
ネ
ル
ギ

セ
ン
タ

棟

回
廊

中
学・高
校
棟

ク
ラ
ウ
ン

ホ

ル

球技場

全 学 共 用 運 動 場
中 高

運 動 場図
書
館

１号館

2階 

たまっこひろば

講義室（1271、1272、
1273、1274）

 和室
1階 心理相談センター

テニス
コート

（6面）

学

園

通

り

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置場所
● １号館１階入口　
● ２号館掲示場
● ４号館1階事務室前
● ５号館入口
● ６号館入口
● ７号館入口

図書館
図書館

大学防災倉庫

校舎配置図及び見取図
多摩校舎配置図
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パントリー
プレイルーム-1

スタッフ
ルーム 事務室

グループ
指導室 プレイルーム-2

準
備
室

面接室－2

1階

面接室－3

面接室－1

倉庫

2階

控室 1283

和室

機械室
講義室－4

1271

講義室－3

1272

講義室－2

1273

講義室－1

1274

１号館

多摩校舎見取図
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１階

倉庫

学生相談
センター

学生相談
センター談話室

健康センター

掲示場

エントランス

倉　庫

学友会関係室

機械室

学友会関係室

学
友
会
関
係
室

学
友
会
関
係
室

学
友
会
関
係
室

機械室

2階

テラス

機
械
室

機
械
室

集 会 場

（TAMARIBA）

テラス

渡り廊下

機
械
室

機
械
室
機
械
室

ELV

ELV

管理関係室

２号館
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3階

ELV

H

G

F

控　室

舞　台

2322

大 講 義 室

A B

ホワイエ

E

D

C

4階 EV機械室

大 講 義 室 上 部

映写室

２号館

127

附
録

4



1階
機械室

応接室

事　務　部

学生・就職支援　
グループ

教育支援・学事　
グループ

倉庫

厨　房

ELV 食堂事務室 機械室

学生食堂2
（コタカ食堂）

学生食堂2
（コタカ食堂）

2階
機械室

理事長室

副学長室

4264
情報処理自習室

教材保管庫

ELV

倉庫

来客
用
手洗

機械室

事務部

総務・財務グループ

応接室

パントリー

会議室（1）

会議室（2）

秘
書
室

学長室

４号館
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3階 機械室

閲　覧　席

メディアルーム

管理関係室

ELV

閉架書庫

調整室 スタジオ

機械室

閲　覧　席

カウンター

図書館事務室

4階 機械室 キャレル室

開架書架閲覧席 閲覧席

閉架書庫

ELV

図書館用
ロッカー置場

機械室

グループ学習室

４号館
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1階

購 買 部

ラウンジ（FOREST CAFE）

更衣室

ELV

シャワー室

エントランス

ト レ ー ニ ン グ 室

更衣室

スポーツ
教育研究室

2階

バ ル コ ニ ー

控　室

ステージ ア　リ　ー　ナ

収納庫

器具庫

ホール

バ ル コ ニ ー

５号館
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1階

購 買 部

ラウンジ（FOREST CAFE）

更衣室

ELV

シャワー室

エントランス

ト レ ー ニ ン グ 室

更衣室

スポーツ
教育研究室

2階

バ ル コ ニ ー

控　室

ステージ ア　リ　ー　ナ

収納庫

器具庫

ホール

バ ル コ ニ ー

５号館
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4階

6418
管理関係室

6417B
共生デザイン学科
共同研究室

6417A
英語教育研究所
6416B
英語教育研究所
自習室

6416A
管理関係室
6415B
英語教育研究所
資料室
6415A
管理関係室

6414B
管理関係室
6414A
オンライン面接用
就活スペース
6413B
オンライン面接用
就活スペース
6413A
共生社会文化
研究所
6412B
共生社会文化
研究所
6412A
管理関係室

6421

6420 6430

6441
教職総合支援センター

6440 6450

6461
キャリア教育センター

6460 6470

6437

会議室 倉庫

ELV

6436
共生デザイン
実習指導室

6435
第2ゼミ室

6434
第1ゼミ室

6433
管理関係室

6432B
共生社会文化
研究所

6432
管理関係室

6456
第5ゼミ室

6455
第4ゼミ室

6454
第3ゼミ室

6476B
学生相談センター

分室

6476A
講師室

6475B
研究室

6475A
研究室

6474B
研究室

6474A
研究室

6473B
研究室

6473A
研究室

6472B
研究室

6472A
研究室
6471

共生デザイン学科
書庫

6318

管理関係室

6317
大学院生自習室

6316

デザイン準備室

6315

デザイン室

6313

TEP教室8

6312

講義室

6351

TEP教室1

6352

TEP教室2

6360

TEP講師室

3階

ELV

倉
庫

6353

TEP教室3

6354

TEP教室4

6355

TEP教室5

6356

TEP教室6

6357

TEP教室7

1階

電気室

機械室

6117

防災備蓄倉庫

6113

講義室

6112

就職資料室

6137

管理関係室
倉庫

ELV ELV

6156

講義室

6155

講義室

6153

講義室

ラウンジ

エントランス

2階

6218

講義室 倉庫

6217
前室

6215

情報処理教室

6213

講義室

6212

講義室

6256

講義室

6254

講義室

6253

講義室

6252

講義室

6220

講義室

6250

講義室

６号館
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4階

6418
管理関係室

6417B
共生デザイン学科
共同研究室

6417A
英語教育研究所
6416B
英語教育研究所
自習室

6416A
管理関係室
6415B
英語教育研究所
資料室
6415A
管理関係室

6414B
管理関係室
6414A
オンライン面接用
就活スペース
6413B
オンライン面接用
就活スペース
6413A
共生社会文化
研究所
6412B
共生社会文化
研究所
6412A
管理関係室

6421

6420 6430

6441
教職総合支援センター

6440 6450

6461
キャリア教育センター

6460 6470

6437

会議室 倉庫

ELV

6436
共生デザイン
実習指導室

6435
第2ゼミ室

6434
第1ゼミ室

6433
管理関係室

6432B
共生社会文化
研究所

6432
管理関係室

6456
第5ゼミ室

6455
第4ゼミ室

6454
第3ゼミ室

6476B
学生相談センター

分室

6476A
講師室

6475B
研究室

6475A
研究室

6474B
研究室

6474A
研究室

6473B
研究室

6473A
研究室

6472B
研究室

6472A
研究室
6471

共生デザイン学科
書庫

6318

管理関係室

6317
大学院生自習室

6316

デザイン準備室

6315

デザイン室

6313

TEP教室8

6312

講義室

6351

TEP教室1

6352

TEP教室2

6360

TEP講師室

3階

ELV

倉
庫

6353

TEP教室3

6354

TEP教室4

6355

TEP教室5

6356

TEP教室6

6357

TEP教室7

６号館
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3階

7318

講義室

7338

講義室

7348

講義室

7315

講義室

7313

講義室

7368
第10ゼミ室

7367
社会調査
実習室

7388
第8ゼミ室

7387
第7ゼミ室

7386
第6ゼミ室

7385
第5ゼミ室

7384
第4ゼミ室

7383
第3ゼミ室

7382
第2ゼミ室

7381
第1ゼミ室

ELV

7362
第9ゼミ室

7361
大学院生
自習室

74270
社会学科
共同研究室

74370
心理学科
共同研究室

74470
講師室

74680
福祉学科
共同研究室

74882
研究室
74881
研究室
74872
研究室

74871
研究室
74862
研究室

74861
研究室

74852
研究室
74851
研究室
74842
研究室

74841
研究室

74832
研究室
74831
研究室
74822
研究室

74821
研究室

74812
研究室

74811
研究室

ELV

74620
会議室

74610

74600
学部長室

講師室

74161
研究室
74152
研究室
74151
研究室
74142
研究室
74141
研究室
74132
研究室
74131
研究室

4階

７４１８１
研究室

７４１８２
研究室

７４２８１
研究室

７４２８２
研究室

７４３８１
研究室

７４３８２
研究室

７４４８１
研究室

７４４８２
研究室

７４５８１
研究室

74170

1階

2階

7127

講 義 室

7114

講義室
ラウンジ

7168
更衣室

7185
介護実習
準備室

7187
介護実習室

7183,7184
入浴・在宅介護
実習室

7181
家政実習室

ELV

７１６１

介護実習指導室
７１６２

人間福祉実習指導室

7160家政実習準備室

7237

情報処理教室

7217

情報処理教室

7247

講義室 学部共通ラボ

７２８７
7215

情報処理前室

7214

講義室

吹　抜

7286
講義室

7284
講義室

7283
講義室
（介護）

ELV

7262
講義室

7260
講義室
（介護）

7282
講義室
（介護）

7281
講義室
（介護）

７号館
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3階

7318

講義室

7338

講義室

7348

講義室

7315

講義室

7313

講義室

7368
第10ゼミ室

7367
社会調査
実習室

7388
第8ゼミ室

7387
第7ゼミ室

7386
第6ゼミ室

7385
第5ゼミ室

7384
第4ゼミ室

7383
第3ゼミ室

7382
第2ゼミ室

7381
第1ゼミ室

ELV

7362
第9ゼミ室

7361
大学院生
自習室

74270
社会学科
共同研究室

74370
心理学科
共同研究室

74470
講師室

74680
福祉学科
共同研究室

74882
研究室
74881
研究室
74872
研究室

74871
研究室
74862
研究室

74861
研究室

74852
研究室
74851
研究室
74842
研究室

74841
研究室

74832
研究室
74831
研究室
74822
研究室

74821
研究室

74812
研究室

74811
研究室

ELV

74620
会議室

74610

74600
学部長室

講師室

74161
研究室
74152
研究室
74151
研究室
74142
研究室
74141
研究室
74132
研究室
74131
研究室

4階

７４１８１
研究室

７４１８２
研究室

７４２８１
研究室

７４２８２
研究室

７４３８１
研究室

７４３８２
研究室

７４４８１
研究室

７４４８２
研究室

７４５８１
研究室

74170

７号館
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大学校舎

至九段下駅

至市ヶ谷駅

大妻中学・高等学校

至半蔵門駅

北口（3階）

正面玄関（1階）

大学校舎

図書館棟

図書館棟

大妻コタカ記念会館

本館

受付（１階）

大学校舎G棟

大学校舎
H棟

A棟

B棟

C棟

D棟

階 実験室

８　階 実験室　実習室

児童臨床研究センター
学生食堂・ラウンジ

購買部
学生食堂・ラウンジ地下1階 アトリウム　講堂控室

学生食堂

掲示場
エントランスホール1　階 講義室 学生相談センター

健康センター

講義室
情報処理教室
データサイエンス学部アクティブラーニング室

２　階 講義室 ゼミ室　CALL教室

３　階
講義室　講師室　中央管理室

ゼミ室　エントランスホール
　　  

英語教育研究所・英語教育研究所自習室　
実験室　実習室　ゼミ室
管理栄養士スキルアップセンター 情報処理教室　ゼミ室

４　階 講義室 実験室　実習室 音楽・表現練習室
実験室　研究室

５　階 講義室 実習室
給食経営管理実習食堂 体育館 体育関係室　研究室　

ゼミ室　スタジオ

６　階 講義室 実験室　実習室 研究室

７　階 実習室　研究室 研究室

大妻講堂

9　階 実験室

大学校舎別館（J棟）

7階　大学院生室
3～6階　データサイエンス学科各研究室
2階　課外学習室

7階

～

3階

2階

N

本館

講義室  教職実践演習室  造形表現室２・準備室
教職総合支援センター  キャリア教育センター
国際センター・教職総合支援センター各個人研究室

ゼミ室  情報処理教室  CALL・メディア制作教室
CALL教室・準備室  情報メディアセンター

ゼミ室  就職支援センター資料室       
総務センター  財務センター  国際センター

本館受付  教育支援センター  学生支援センター
就職支援センター  入試グループ
社会連携センター

講義室  情報処理自習室  スポーツ教育第2共同研究室

E棟

F 棟

講義室　ゼミ室

講義室　理化学実験室・準備室　
解剖・生理学実験室・準備室　安全管理室

講義室　被服造形実習室・準備室
調理実習室・準備室

講義室　造形表現室１　
器楽練習室・準備室

講義室

アリーナ

広報・募集グループ
売店

学生食堂　テラス

B1階

1階

2階

3階

4階

5階

6階

7階

8階

9階
10階

ゼミ室　食物系各研究室

食物系各研究室

日本文学科各研究室
コミュニケーション文化学科各研究室
文系共同図書室　講師室
児童学科各研究室

英語英文学科各研究室
11階
12階 役員室  企画・戦略室

会議室

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

大学校舎Ａ棟３階北口中央管理室前
大学校舎Ｂ棟１階掲示場講堂前
大学校舎Ｃ棟５階体育館入口
大学校舎Ｃ棟１階健康センター内
本館Ｅ棟11階エレベーターホール
本館Ｅ棟７階ホール
本館Ｅ棟２階学生食堂（コタカフェ）出入口
本館Ｅ棟１階エントランス
本館Ｆ棟地下１階アリーナ前
大学校舎Ｇ棟１階エントランス（本館側）
大学校舎Ｇ棟１階エントランス（中高側）
大学校舎Ｇ棟地下２階大妻体育館前
大学校舎Ｈ棟４階廊下
大学校舎Ｈ棟１階エントランス
大学校舎別館（Ｊ棟）１階エントランス
大学校舎Ｋ棟１階エレベーターホール
図書館棟１階エントランス

5階・6階　人間生活文化研究所
5階　草稿・テキスト研究所　キャリア教育センター個人研究室
地下1階　大妻女子大学博物館
地下1階～4階　図書館

※年度の途中で変更になる場合があります。最新情報は大学HPでご確認ください。

AED（自動体外式除細動器）設置場所

H 棟

実験室　社会情報学科各研究室

情報処理教室　情報処理自習室

ラウンジ　講義室

ラウンジ　講義室

講義室　情報処理教室

実験室　ゼミ室　
社会情報学科各研究室

ラウンジ　演習室　
社会情報学科各研究室

社会情報学科各研究室

実験室　社会情報学科各研究室

B1階

1階

2階

3階

4階

5階

6階

7階

8階

大学校舎

G 棟

B1階

B2階

1階

2階

3階

4階

5階

6階

7階

大学校舎

K 棟大学校舎

比較文化学科各研究室

比較文化学科他各研究室

ラウンジ　講義室
ゼミ室

ラウンジ　講義室
ゼミ室

アクティブラウンジ　
ゼミ室

ラウンジ　ゼミ室

多目的アリーナ

大妻体育館

学友会
関係室・
部室

会議室

千代田校舎配置図
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MEMO
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MEMO
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MEMO
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連絡先 一覧

※掲載情報は令和 8年 3月の情報です。
最新情報は大学HPで確認してください。

【多摩キャンパス】
　事務部
　　教育支援・学事グループ·····042-372-9988

t.rishu@ml.otsuma.ac.jp
　　ICT 関係····························042-372-9112

t-support@ml.otsuma.ac.jp
　（入試関係····························042-372-9970）

　　学生・就職支援グループ·····042-372-9989
tama-gakusei@ml.otsuma.ac.jp
t.shuushoku@ml.otsuma.ac.jp

　　総務・財務グループ·············042-372-9111
t.somu-zaimu.c@ml.otsuma.ac.jp

　　図書館····································042-372-9116

　教職総合支援センター·············042-339-0083

キャリア教育センター·············042-339-0085

　健康センター····························042-339-0273
　学生相談センター·····················042-372-9979

スポーツ教育研究室·················042-372-9139

　英語教育研究所·························042-339-0071

　株式会社大妻サポート購買部
　大妻女子大学　多摩店·············042-338-7060

　人間共生学部
　　社会学科共同研究室·············042-372-9208
　　心理学科共同研究室·············042-372-9204
　　福祉学科共同研究室·············042-372-9198
　　共生デザイン学科共同研究室
　　　············································042-372-007

【千代田キャンパス】
　教育支援センター
　　教育支援グループ·················03-5275-6061

register@ml.otsuma.ac.jp
　　資格支援・学事グループ·····03-5275-6319

c.shikaku@ml.otsuma.ac.jp

　情報メディアセンター·············03-5275-6085

　学生支援センター
　　学生支援グループ·················03-5275-6071

c-gakusei@ml.otsuma.ac.jp
　　国際交流支援グループ·········03-5275-6310

glbc-jimu@ml.otsuma.ac.jp

　健康センター····························03-5275-6078
　学生相談センター·····················03-5275-6173

　広報・入試センター
　　入試グループ·························03-5275-6051
　　広報・募集グループ·············03-5275-6011

　就職支援センター
　　就職・キャリア支援グループ
　　················································03-5275-6081

job@ml.otsuma.ac.jp

　財務センター
　　財務グループ·························03-5275-6031

　図書館········································03-5275-6013

　教職総合支援センター·············03-5275-6291

　英語教育研究所·························03-5275-6819

　株式会社大妻サポート購買部
　大妻女子大学　千代田店·········03-3263-2668

　講師室········································03-5275-6059

　文科系研究室
　　日文共同研究室·····················03-5275-6028
　　英文共同研究室·····················03-5275-6068

コミュニケーション
　　　文化学科共同研究室·········03-5275-6116

　家政学系研究室
　　被服学科共同研究室·············03-5275-6083
　　食物系共同研究室·················03-5275-6141
　　児童学科第１共同研究室·····03-5275-5945

ライフデザイン学科
共同研究室·························03-5275-6784

スポーツ教育共同研究室·····03-5275-6033

　社会情報学部
　　社会情報学科共同研究室·····03-5275-6940

　比較文化学部
　　比較文化共同研究室·············03-5275-6420

　データサイエンス学部
　　データサイエンス学科
　　　共同研究室·························03-5275-6038
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校　章
　円の中に糸巻が入っています。円は心の円満、糸巻は技能を表します。豊かな人格の形
成と専門的知識・技術の修得という建学の理念を図案化しています。

大 妻 女 子 大 学

千代田キャンパス
〒 102-8357　東京都千代田区三番町 12

多摩キャンパス
〒 206-8540　東京都多摩市唐木田 2-7-1

〈表紙デザイン〉
人間関係学部　人間関係学科　社会・臨床心理学専攻
小野ちさと
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部
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OTSUMA WOMEN’S UNIVERSITY 2026

人間共生学部




